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作
家
　
山
本
一
力

て
、
埋
め
立
て
地
活
用
を
考
え
た
の
だ
。

水
運
に
便
利
な
水
路
を
縦
横
に
張
り
巡
ら

せ
た
。

江
戸
復
興
に
は
建
材
と
な
る
丸
太
が
欠
か

せ
な
い
。
い
か
だ
に
組
ん
だ
材
木
水
運
の
便
を

考
慮
し
、大
川
と
結
ん
だ
堀
に
面
し
て
木
場
も

設
け
た
。

材
木
商
、
川
並
（
い
か
だ
乗
り
）、
大
工・
左

官
・
鳶
・
鍛
冶
屋
な
ど
、
建
築
関
連
の
商
人

と
職
人
が
、大
挙
し
て
埋
め
立
て
地
に
移
住
し

た
。深

川
の
地
名
は
、町
と
町
と
を
結
ぶ
掘
割
の

多
さ
と
、水
運
に
適
し
た
運
河
の
深
さ
か
ら
生

ま
れ
た
、と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

＊　

埋
め
立
て
地
は
そ
の
当
初
か
ら
、
飲
料
水
の

確
保
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

元
来
が
海
だ
っ
た
場
所
を
埋
め
立
て
た
の

だ
。
井
戸
を
掘
っ
て
も
塩
辛
い
水
し
か
出
な
か

っ
た
。

承
応
三
（
１
６
５
４
）
年
頃
に
は
、
大
川
の

西
側
と
、埋
め
立
て
地
以
外
の
東
側
で
あ
る
本

所
や
亀
戸
に
は
、
上
水
道
が
行
き
渡
っ
て
い
た
。

親
水
の
大
事

大
川
（
隅
田
川
）
の
東
側
、
深
川
。

「
水
の
都
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
深
川
の

興
り
は
、江
戸
時
代
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

明
暦
三
（
１
６
５
７
）
年
一
月
十
八
日
に
出

火
し
た
明
暦
の
大
火
は
、
二
十
日
に
な
っ
て
や

っ
と
鎮
火
し
た
。

消
火
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
燃
え
尽
き
た

の
だ
。
大
半
が
焼
け
野
が
原
に
な
っ
た
が
た
め
、

公
儀
は
江
戸
の
町
造
り
を
根
本
か
ら
や
り
直

す
決
断
を
し
た
。

各
地
に
火
除
け
地
を
設
け
て
道
幅
も
広
げ
、

延
焼
対
策
を
講
じ
た
。
江
戸
城
天
守
閣
ま
で

焼
け
落
ち
た
の
も
、
延
焼
を
防
げ
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

町
造
り
の
一
環
と
し
て
、
埋
め
立
て
も
断
行

し
た
。
慶
長
八
（
１
６
０
３
）
年
の
江
戸
開
府

以
来
、
江
戸
の
人
口
は
膨
張
を
続
け
て
い
た
。

新
た
な
居
住
地
造
成
に
は
埋
め
立
て
地
で
の

対
処
を
決
め
た
。

大
川
東
側
の
埋
め
立
て
に
際
し
て
、
公
儀
は

明
確
な
都
市
計
画
図
を
作
成
し
た
。
江
戸
に

廻
漕
さ
れ
る
諸
国
か
ら
の
物
資
集
散
地
と
し



親水の大事3

隅田川の東側を流れる平久川（へいきゅうがわ）と大横川の合流点。こうした堀が、江戸・東京の復興と発展に大きな役目を果たした

山本一力（やまもと いちりき）

1948年高知県生まれ。14歳で上京し、高校卒業後、旅行代理店やコピーライター、航空会社関連の商社など
十数回の転職を経て、1997年に『蒼龍』で第 77回オール讀物新人賞を受賞する。2002年には『あかね空』
で第 126回直木賞を受賞。ほかに『損料屋喜八郎始末控え』『大川わたり』『深川黄表紙掛取り帖』『だいこ
ん』『ほかげ橋夕景』など多くの時代小説を執筆。また、自伝的小説として『ワシントンハイツの旋風』がある。

水
道
の
名
は
つ
い
て
い
た
が
、
神
田
川
や
玉

川
な
ど
の
清
流
を
樋
で
張
り
巡
ら
せ
た
だ
け

だ
。
高
低
差
を
使
っ
た
水
道
の
果
て
は
、江
戸

城
の
道
三
堀
に
落
と
さ
れ
て
い
た
。

落
ち
る
余
水
を
船
の
水
槽
に
汲
み
入
れ
て
、

深
川
各
所
に
給
水
し
た
。
水
源
（
水
道
や
井

戸
）
に
恵
ま
れ
た
他
所
で
は
見
ら
れ
な
い
、
深

川
な
ら
で
は
の
「
水
売
り
」
稼
業
が
存
在
し

て
い
た
。

暴
れ
水
（
洪
水
・
水
害
）
と
の
闘
い
は
、
現

代
も
日
本
中
で
続
い
て
い
る
。

深
川
は
し
か
し
、埋
め
立
て
地
誕
生
時
か
ら

水
と
は
闘
う
の
で
は
な
く
、
親
し
ん
で
き
た
。

い
ま
も
青
海
・
海
辺
・
枝
川
・
扇
橋
・
塩

浜
・
潮
見
・
白
河
・
豊
洲
・
深
川
・
若
洲
な

ど
な
ど
、
水
に
ち
な
ん
だ
地
名
が
多
数
残
っ
て

い
る
。

親
水
公
園
で
は
名
称
通
り
に
、だ
れ
も
が
水

に
親
し
ん
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

川
や
運
河
に
は
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
深
川

エ
リ
ア
の
古
い
橋
に
は
「
御
船
橋
」「
亀
久
橋
」

「
黒
船
橋
」「
鶴
歩
橋
」「
万
年
橋
」
な
ど
の
よ

う
に
、架
橋
当
時
を
思
わ
せ
る
味
な
名
称
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。

水
は
生
き
る
根
源
で
あ
り
、治
水
は
な
に
に

も
ま
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

願
わ
く
ば
水
と
の
闘
い
で
は
な
く
、
親
水
を

掲
げ
て
治
水
検
討
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。
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東
京
の
東
側
が
元
気
だ
。
例
え
ば
、蔵
前
や
清
澄

白
河
と
いっ
た
エ
リ
ア
で
は
、若
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た

ち
が
隅
田
川
と
関
連
運
河
の
水
辺
の
ま
ち
に
魅

力
を
感
じ
て
移
り
住
ん
で
い
る
。

振
り
返
れ
ば
、江
戸
時
代
の
江
戸
（
東
京
）の
中

心
軸
は
今
よ
り
も
東
側
だ
っ
た
。
幕
府
が「
明
暦

の
大
火
」（
1
6
5
7
年［
明
暦
3
］）を
き
っ
か

け
に
隅
田
川
左
岸
の
低
湿
地
を
開
発
し
た
こ
と

で
、
市
街
地
（
町
場
）は
東
へ
と
広
が
って
いっ
た
。

今
、
行
政
や
企
業
、
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
担
い

手
が
、東
京
の
東
側
で
生
み
出
し
つつ
あ
る「
現
代

な
ら
で
は
の
魅
力
」
を
、
地
域
の
資
産
で
あ
る
隅

田
川
と
関
連
運
河
の
視
点
か
ら
探
っ
て
い
く
。
東

京
の
東
側
「
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ
ョ
ー
」
で
起
き
て

い
る
変
化
の
裏
に
は
、
いっ
た
い
何
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
―
―
。
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かわいい屋形船で
ゆったりと

撮影協力は下町探検クルーズ
「がれおん」。東京スカイツリー®の
真下にある「おしなり公園船着
場」や日本橋船着場などから、東
京の川・掘割を遊覧する小さな
屋形船だ。（扇橋閘門の改修工
事が終わるまで「おしなり公園船
着場」発着のクルーズは運休）
http://www.galleon.jp/
Tel.03-5858-6877

イースト・トーキョー Cruise Map
今回の特集で取り上げる「浅草」「蔵前」「本所」
「深川」を小型船で巡り、記事と関連のある地点を
撮影した。水面から見ると、どんな景色なのだろうか。
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隅
田
川
沿
い
は

幕
府
の
戦
略
的
拠
点

―
―
江
戸
と
い
う
ま
ち
の
成
り
立
ち
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

１
４
５
７
年
（
長
禄
元
）
に
太
田
道ど

う
か
ん灌

（
注
1
）
が
江
戸
城
を
築
き
ま
す
。
北
条

氏
の
支
配
を
経
て
、
１
５
９
０
年
（
天

正
18
）
に
徳
川
家
康
が
入
城
し
て
修
築

し
ま
す
。
１
６
０
３
年
（
慶
長
8
）
に
征

夷
大
将
軍
と
な
っ
た
家
康
が
幕
府
を
開

き
、
政
治
の
中
心
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
江
戸
城
の
目
の
前
ま
で

日
比
谷
入
り
江
が
入
り
込
ん
で
い
た
た

め
市
街
地
（
町
場
）
に
で
き
る
土
地
が
少

な
い
、
と
て
も
小
さ
な
ま
ち
で
し
た
。

そ
こ
で
家
康
は
神
田
山
を
切
り
崩
し
、

そ
の
土
で
日
比
谷
入
り
江
を
埋
め
立
て

て
土
地
を
造
成
し
、
山
の
手
（
注
2
）
は

武
家
地
、
日
本
橋
か
ら
東
側
は
商
人
地

と
し
ま
す
。
家
康
は
入
城
後
す
ぐ
に
行

徳
か
ら
の
塩
を
は
じ
め
物
資
を
運
ぶ
た

め
に
小お

な

ぎ
名
木
川が
わ

の
開
削
に
取
り
か
か
る

な
ど
、
低
湿
地
に
排
水
と
水
運
の
た
め

の
掘
割
も
つ
く
り
ま
す
。
で
す
が
、
江

戸
初
期
の
町
場
は
せ
い
ぜ
い
隅
田
川
の

手
前
ま
で
で
し
た
。

―
―
隅
田
川
の
左
岸
が
町
場
と
な
る
の

は
、
１
６
５
７
年
（
明
暦
3
）
の
「
明
暦

の
大
火
」
が
き
っ
か
け
で
す
か
？

　

当
時
、
隅
田
川
に
は
千
住
大
橋
し
か

な
く
、
民
衆
が
本
所
や
深
川
に
逃
げ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
甚
大
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
両
国
橋
を
架
け
、

元
禄
期
（
1
6
8
8
〜
1
7
0
4
）
に
は
新

大
橋
や
永
代
橋
を
架
け
ま
す
。
そ
れ
で

町
場
が
対
岸
の
本
所
・
深
川
に
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
明
暦
の
大
火
後
の
防
火
対
策

と
し
て
「
広
小
路
」
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

両
国
橋
の
両
端
に
も
大
き
な
広
場
が
あ

り
、
芝
居
小
屋
や
食
べ
物
屋
が
並
び
、

毎
日
お
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
し
た
。

物
資
を
運
ぶ
船
が
行
き
交
い
、
橋
の
上

を
人
が
行
き
来
し
、
橋
の
た
も
と
に
は

繁
華
街
が
あ
っ
て
景
色
も
い
い
。
隅
田

川
は
人
々
が
集
う
う
っ
て
つ
け
の
場
所

だ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
隅
田
川
沿
い
に
は
、
右
岸
の

蔵
前
に
年
貢
米
を
納
め
る
「
御お

米こ
め
ぐ
ら蔵

」、

左
岸
の
本
所
に
竹
を
置
く
「
御お

竹た
け

蔵ぐ
ら

」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
幕
府
の

戦
略
物
資
の
拠
点
だ
っ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
小
名
木
川
な
ど
隅
田
川
に
通
じ
る

掘
割
に
沿
っ
て
藩
邸
や
蔵
屋
敷
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
が
、
諸
藩
は
幕
府
か
ら
与
え

ら
れ
た
上
・
中
・
下
の
三
つ
の
屋
敷
だ

け
で
な
く
、
町
人
の
名
義
で
屋
敷
を
購

入
し
て
物
資
の
集
積
所
と
し
て
い
ま
し

た
。
隅
田
川
と
関
連
す
る
運
河
に
は
そ

う
い
う
役
目
も
あ
っ
た
の
で
す
。

浅
草
、蔵
前
、本
所
、深
川
の

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

―
―
江
戸
の
人
口
や
範
囲
は
？

　

元
禄
期
の
経
済
発
展
で
江
戸
の
ま
ち

は
急
速
に
大
き
く
な
り
、
享
保
期

（
1
7
1
6
〜
1
7
3
6
）
の
人
口
は
１
０
０

万
人
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
と
比
べ
て

も
江
戸
の
方
が
人
口
は
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

や
が
て
「
ど
こ
ま
で
が
江
戸
な
の

か
」
が
問
題
に
な
り
、
１
８
１
８
年

（
文
政
元
）、
地
図
上
に
赤
い
線
（
朱
引
）
を

引
い
て
「
こ
こ
ま
で
が
江
戸
」
と
定
め

ま
し
た
。
同
時
に
江
戸
町
奉
行
の
管
轄

す
る
範
囲
も
黒
い
線
（
墨
引
）
で
示
さ
れ

た
の
で
す
。

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
特
徴
と
は
？

江戸と東京は今もつながっている

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜特集｜江戸が意気づくイースト・トーキョー｜概論

当時、世界でも有数の人口を擁した江戸。行徳の塩、周辺の
農村から野菜などが川船で運ばれたが、そうした物流や
人々の往来を支えたのが、隅田川と関連する運河だ。時は
過ぎ、いま再び東京の東側「イースト・トーキョー」で新しい
動きが生まれている。そこで1878年（明治11）の「東京15

区」で浅草区、本所区、深川区だったエリアに着目し、何が
起きているのかを見ていく。まずは東京大学史料編纂所教
授の山本博文さんに、江戸の歴史や浅草、蔵前、本所、深川
の地域特性などを教えていただいた。

Hirohumi Yamamoto
1957年（昭和32）、岡山県津山市
生まれ。東京大学文学部国史学科
卒業。文学博士。1992年、『江戸
お留守居役の日記』で日本エッセイス
ト・クラブ賞。著書に、『流れをつかむ
日本の歴史』『武士の評判記』『日
本史の一級史料』『歴史をつかむ技
法』『決定版 江戸散歩』など多数。
角川まんが学習シリーズ『日本の歴
史』の全巻監修。NHK BS時代劇

「一路」「雲霧仁左衛門」などの時
代考証も手がける。

インタビュー

山本博文さん

東京大学史料編纂所 教授

（注1）太田道灌

1432-1486。室町中期の武将。上杉
定正の執事となり、江戸城を築城。兵法
に長じ、和漢の学問や和歌にも優れた。

（注2）山の手

江戸城の近辺と西にあたる高台。
地理的には武蔵野台地の東端。
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浅
草
は
、
幕
府
が
開
か
れ
る
前
か
ら

浅
草
寺
を
軸
と
す
る
「
信
仰
の
地
」
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
浅
草
寺
の

縁
起
は
飛
鳥
時
代
（
6
2
8
年
［
推
古
天
皇

36
］）
と
さ
れ
、
隅
田
川
で
漁
師
の
兄
弟

が
網
で
す
く
っ
た
観
音
様
を
祀ま
つ

っ
て
い

ま
す
ね
。
庶
民
信
仰
の
場
と
し
て
門
前

町
が
栄
え
、
見
世
物
小
屋
な
ど
も
増
え

て
い
き
ま
す
。

　

御
米
蔵
が
並
ん
で
い
た
蔵
前
は
、
旗

本
・
御
家
人
の
た
め
に
俸
禄
米
を
換
金

す
る
札ふ
だ
さ
し差

が
集
ま
る
ほ
か
、
米
と
一
緒

に
運
び
込
ま
れ
る
各
地
の
産
物
も
商
い

の
対
象
で
し
た
。
幕
府
が
消
え
る
と
御

米
蔵
も
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
今
も

「
流
通
の
要
」
の
ま
ま
。
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
問
屋
街
で
す
。

―
―
本
所
に
は
終
生
こ
こ
か
ら
離
れ
な

か
っ
た
葛
飾
北
斎
が
い
ま
し
た
。

　

本
所
は
、
元
禄
期
に
吉
良
上
野
介
の

屋
敷
が
移
さ
れ
る
な
ど
割
と
初
期
か
ら

開
け
て
い
て
、
新
興
の
芸
術
家
た
ち
も

住
ん
で
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
今
と
は

違
っ
て
芸
術
家
の
地
位
は
高
く
な
か
っ

た
。
著
作
権
の
概
念
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
一
作
書
い
て
ギ
ャ
ラ
を
も
ら
っ
た

ら
そ
れ
で
終
わ
り
。
北
斎
も
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
だ
っ
た
滝
沢
馬
琴
も
裕
福

で
は
な
か
っ
た
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ

新
し
い
文
化
を
つ
く
る
気
概
と
活
力
が

生
ま
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

深
川
は
商
人
の
ま
ち
で
す
ね
。
物
流

に
携
わ
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
気き

っ

風ぷ

も
い
い
し
元
気
も
あ
る
。
飲
み
水
に

は
苦
労
し
た
け
れ
ど
、
日
本
橋
に
近
い

の
に
家
賃
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
埋

め
立
て
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
人
は
住
み

着
い
て
い
く
。
そ
の
様
に
発
展
の
可
能

性
を
見
出
し
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

レ
ト
ロ
な
ま
ち

と
し
て
再
評
価

さ
れ
る
東
側

―
―
今
の
東
京
の
東
側

（
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ
ョ
ー
）
を

ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

　

山
の
手
と
比
べ
て
庶

民
的
で
す
ね
。
例
え
ば

西
側
の
池
袋
や
新
宿
周

辺
は
か
つ
て
江
戸
に
住

む
人
の
た
め
の
野
菜
な

ど
の
生
産
地
で
し
た
が
、
昭
和
30
年
代

か
ら
一
気
に
開
発
が
進
み
ま
す
。
水
に

乏
し
い
武
蔵
野
台
地
が
玉
川
上
水
と
そ

の
分
水
な
ど
で
潤
い
、「
み
ん
な
が
住
み

た
が
る
」
地
域
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
東
側
は
、
少
し
取
り

残
さ
れ
た
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に

今
は
「
レ
ト
ロ
な
ま
ち
」
と
し
て
再
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
や
戦
災
で
焼

け
野
原
に
な
り
ま
し
た
が
、
復
興
の
と

き
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
。

　

時
代
ご
と
の
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、

今
で
も
本
所
や
深
川
に
下
町
っ
ぽ
さ
が

色
濃
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
昔
か
ら

の
土
地
の
気
質
や
記
憶
は
続
い
て
い
る

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
切
絵
図
（
注

３
）
を
片
手
に
東
京
を
歩
く
と
、
大
き

か
っ
た
稲
荷
神
社
が
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
前
で
こ
ぢ
ん
ま
り
と
、
で
も
ち
ゃ
ん

と
残
っ
て
い
た
り
す
る
。
東
京
を
そ
う

い
う
目
で
見
る
と
、
江
戸
と
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
東

京
の
東
側
、
特
に
隅
田
川
周
辺
に
着
目

す
る
と
、
江
戸
に
対
す
る
興
味
は
よ
り

高
ま
る
と
思
い
ま
す
よ
。

（
２
０
１
７
年
８
月
21
日
取
材
）

｜History｜

｜特集｜概論

１８１８年（文政元）の「江戸朱引図」。幕府が地図上に赤い線
（朱引）を引いて「ここまでが江戸」と定めたもの。範囲は、東は中
川、西は神田上水、南は南品川町を含む目黒川辺、北は荒川・
石神井川下流まで。江戸町奉行の管轄する範囲は黒い線（墨
引）。墨引が目黒付近で膨らんでいるのは、大円寺の門前町を
管轄するには大名が務める寺社奉行よりも、取締能力の高い
町奉行の方が適切と判断したからという（東京都公文書館蔵）

（注3）切絵図

江戸時代につくられた地図の一種。
詳細を記すために、特定の地域を
分割した。

参考文献：『重ね地図で江戸を訪ねる上野・浅草・隅田川歴史
散歩』（台東区2014）『江東区中川船番所資料館 常設展示
図録』（江東区教育委員会2003）『深川江戸資料館 展示解
説書』（江東区文化コミュニティ財団2017）『大江戸万華鏡―
人づくり風土記13・48』（農文協1991）『日本史年表 第四版』
（岩波書店2016）など 

イースト・トーキョー略年表  
（今回の特集にまつわる主な出来事。編集部作成）  

628

1457
1590
1596
1603
1617
1620

1624

1657

1659
1658
~60
1661
1680
1701

1702

1724
1733
1734
1760
1807

 1842

1853
1867
1868
1872
1875
1886
1903
1917
1923

1933

1945
1946

1947

西暦   和暦      出来事

推古
天皇36

長禄元
天正18
慶長元
慶長8
元和3
元和6

寛永元

明暦3

万治2

万治
年間

寛文元
延宝8
元禄14

元禄15

享保9
享保18
享保19
宝暦10
文化4

天保13

嘉永6
慶応3
明治元
明治5
明治8
明治19
明治36
大正6
大正12

昭和8

昭和20
昭和21

昭和22

檜前浜成（ひのくまのはまなり）、竹成（たけなり）兄弟が
土師中知（はじのなかとも）と浅草観音を祀る
太田道灌が江戸城を築く。のち北条氏の支城に
徳川家康が江戸入府し、小名木川を開削する
深川八郎右衛門らが深川を開拓
徳川家康が江戸に幕府を開く
葺屋町（日本橋人形町）に傾城町創設（吉原遊郭）
幕府が浅草に米蔵をつくる
長盛法師が深川永代島に富岡八幡宮を祀る
中村勘三郎が江戸猿若座（のちの中村座）を創設
明暦の大火で江戸市中の大半が焼失
吉原遊郭が浅草千束に移転し新吉原ができる
隅田川に両国橋が架けられる（時期は諸説ある）
北十間川、竪川、横十間川、大横川が
開削される
小名木川の船番所が中川口へ移転
松尾芭蕉が深川に移り住む
佐賀町の町場化が進み「蔵のまち」となる
赤穂浪士が本所の吉良屋敷を襲い
上野介義央を討つ
浅草蔵前の「札差」が109人に定められる
隅田川の水神祭で花火が上がる
幕府の材木蔵が本所横網から猿江に移る
葛飾北斎が本所（墨田区亀沢付近）で生まれる
富岡八幡宮祭礼の群衆により永代橋が落橋する
日本橋から浅草猿若町に中村座と市村座が移転
岡場所取り締まりで深川花街も取り払われる
浅草花やしきが植物園として開園
大政奉還により江戸幕府崩壊
明治維新。江戸を東京と改称
芸娼妓解放令が発令される
工部省深川工場で日本初のセメント製造開始
佐賀町に深川正米市場が開かれる
浅草六区に日本初の常設映画館（電気館）が設立
浅草の常盤座で大衆オペラが上演される
関東大震災が起こる
浅草の常盤座で古川ロッパらが「笑いの王国」
旗上げ
終戦
浅草復興祭で戦災者慰霊の灯篭流しを実施
東京都の35区が整理統合。
台東区（下谷区＋浅草区）、墨田区（向島区＋本所区）、
江東区（深川区＋城東区）が誕生する
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隅
田
川
か
ら
現
れ
た
観
音
様

❶
駒
形
堂

　

今
も
昔
も
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
「
浅

草
」。
特
に
東
京
へ
来
た
外
国
人
観
光

客
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
訪
れ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
浅
草
に
来
て
も
、
雷
門
や
仲
見
世
だ

け
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
見
て
終
わ
り
と

い
う
人
も
多
い
。

　

歴
史
を
遡
れ
ば
、
よ
り
広
範
な
浅
草

と
い
う
エ
リ
ア
一
帯
が
、
聖
と
俗
と
が

ひ
し
め
き
合
う
巨
大
な
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
だ
っ
た
。
老
若
男
女
を
魅
了
し
た

「
浅
草
」
の
魅
力
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

浅
草
の
歴
史
に
詳
し
い
沓
沢
博
行
さ
ん

と
浅
草
を
歩
い
て
み
た
。

　

浅
草
駅
か
ら
沓
沢
さ
ん
が
最
初
に
向

か
っ
た
の
は
、
隅
田
川
沿
い
を
少
し
下

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
「
駒
形
堂
」。
浅

草
寺
発
祥
の
霊
地
に
建
つ
お
堂
だ
。

　
「
浅
草
寺
と
隅
田
川
に
は
深
い
つ
な

が
り
が
あ
る
の
で
す
」
と
沓
沢
さ
ん
。

６
２
８
年
（
推
古
天
皇
36
）、
隅
田
川
で
漁

を
し
て
い
た
檜
ひ
の
く
ま
の前
浜は
ま
な
り成
、
竹た
け
な
り成
と
い
う

兄
弟
が
、
網
に
か
か
っ
た
一
体
の
仏
像

を
今
の
駒
形
堂
の
あ
る
場
所
で
引
き
上

げ
、
草
ぶ
き
の
お
堂
に
祀ま
つ

っ
た
。
そ
れ

が
浅
草
寺
の
ご
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩

像
の
由
緒
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
地
元

の
名
士
、
土は
じ
の師

中な
か
と
も知

が
私
宅
を
寺
に
改

め
、
観
音
像
を
大
切
に
祀
っ
た
こ
と
で
、

浅
草
寺
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
ち
な
み

に
浅
草
神
社
の
三
社
様
と
は
、
檜
前
兄

弟
と
土
師
中
知
の
３
人
を
神
と
し
て
祀

っ
た
も
の
だ
。

　

観
音
様
が
示じ

現げ
ん

し
た
隅
田
川
は
神
聖

な
も
の
と
さ
れ
、
１
６
９
２
年
（
元
禄

５
）
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
川
で
殺
生

を
禁
止
す
る
お
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
。

絶
景
か
な
、絶
景
か
な

❷
待
乳
山
聖
天
、山
谷
堀
、猿
若
町

　

駒
形
堂
か
ら
踵
を
返
し
、
隅
田
公
園

を
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
左
手
に
浅
草
寺

の
子
院
「
本
龍
院
・
待ま
つ
ち
や
ま

乳
山
聖し
ょ
う
で
ん
天
」
が

あ
る
。
浅
草
寺
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め

か
、
広
い
境
内
に
は
人
も
ま
ば
ら
で
、

落
ち
着
い
た
空
間
だ
。
こ
こ
の
聖
天
様

に
は
大
根
を
お
供
え
す
る
習
わ
し
が
あ

り
、
社
務
所
の
前
に
生
の
大
根
が
大
量

老
若
男
女
が
集
う

江
戸
随
一
の
遊
興
地

浅
草
の
賑
わ
い
今
昔

1911年（明治44）の浅草寺仲見
世の賑わい（『東京風景』より）

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜芸能

金龍山浅草寺を中心とする浅草周辺は、かつて
江戸随一の賑わいを見せる遊興地だった。実は、
浅草寺と隅田川は縁が深い。漁師の兄弟が隅田
川からすくった菩薩像が浅草寺のご本尊なのだ。
東京都江戸東京博物館学芸員の沓沢博行さん
に、浅草周辺の移り変わりを紐解いていただいた。

Hiroyuki Kutsusawa
東京都江戸東京博物館 都市歴
史研究室 学芸員。2008年（平成
20）に企画展『浅草今昔展』を担
当。江戸から明治・大正期にかけて
の浅草の歴史と文化を研究。

浅草案内人

沓沢博行さん

628年（推古天皇36）に創建された都内最古の寺院「浅草寺」。
今の本堂は1958年（昭和33）に建立されたもの



老若男女が集う江戸随一の遊興地9

浅草寺のご本尊が祀られたという
「駒形堂」。かつては川側に向い
ていたが、時代とともに川を背に
するようになった

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

待
乳
山
と
い
う
名
の
通
り
、
小
高
い

丘
に
建
つ
本
院
は
、
江
戸
時
代
に
は
向

島
の
桜
や
富
士
山
な
ど
が
見
渡
せ
る
下

町
随
一
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
。
す

ぐ
下
に
は
山さ
ん
や
ぼ
り

谷
堀
が
通
っ
て
お
り
、
今

戸
橋
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
は
料
亭
も
立

ち
並
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

山
谷
堀
は
人
工
の
水
路
で
、
隅
田
川

か
ら
幕
府
公
認
の
遊
郭
、
新
吉
原
あ
た

り
ま
で
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
ル
ー
ト
だ

っ
た
。
当
時
は
、
猪ち
ょ
き
ぶ
ね

牙
船
と
呼
ば
れ
る

小
舟
に
乗
っ
て
山
谷
堀
を
上
り
、
吉
原

に
遊
び
に
行
く
の
が
「
粋い
き

」
と
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
堀
は
戦
後
埋
め
立
て

ら
れ
、
現
在
は
山
谷
堀
公
園
と
し
て
そ

の
名
を
留
め
て
い
る
。

　

そ
の
山
谷
堀
公
園
か
ら
浅
草
寺
へ
向

か
う
途
中
、
旧
浅
草
猿さ
る
わ
か
ち
ょ
う

若
町
を
通
っ
た
。

古
い
建
物
も
な
い
ご
く
普
通
の
道
な
の

で
、
知
ら
な
け
れ
ば
素
通
り
し
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
猿
若
町
は
天
保
の
改
革

（
1
8
4
1
～
43
年
）
に
よ
り
、
中
村
座
、

市
村
座
、
森
田
座
の
歌
舞
伎
三
座
が
集

め
ら
れ
、
江
戸
後
期
は
芝
居
の
ま
ち
と

し
て
栄
え
た
。
沓
沢
さ
ん
は
「
歌
舞
伎

は
庶
民
に
と
っ
て
一
番
の
娯
楽
で
、
歌

舞
伎
役
者
は
現
代
の
ア
イ
ド
ル
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
存
在
で

し
た
。
男
性
は
吉
原
へ
、
女
性
は
猿
若

町
の
歌
舞
伎
見
物
へ
、
と
い
う
の
が
浅

草
の
楽
し
み
方
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
だ

っ
た
の
で
す
」
と
語
っ
た
。

多
彩
な
神
仏
が
同
居
す
る
聖
地

❸
二
天
門
か
ら
浅
草
寺
本
堂
へ

　

馬
道
通
り
か
ら
二
天
門
を
く
ぐ
り
、

浅
草
寺
境
内
へ
入
る
。
本
堂
の
東
側
に

建
つ
こ
の
二
天
門
は
、
江
戸
時
代
初
期

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

建
立
当
時
の
名
称
は
「
随
身
門
」。
門

の
左
右
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
は
、
豊と
よ
い
わ岩

間ま
ど
の
み
こ
と

戸
命
、
櫛く

し
い
わ岩

間ま
ど
の
み
こ
と

戸
命
と
い
う
神
道
の

神
様
だ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
に
入
り
、

神
仏
分
離
の
命
に
よ
っ
て
２
体
の
像
は

す
ぐ
隣
の
浅
草
神
社
に
移
さ
れ
、
代
わ

り
に
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
来
た
持じ

国こ
く
て
ん天
と

増ぞ
う
ち
ょ
う
て
ん

長
天
と
い
う
仏
教
の
四
天
王
２
体
が

左
右
に
据
え
ら
れ
て
、
名
前
も
二
天
門

に
改
め
ら
れ
た
。
門
が
同
じ
ま
ま
神
仏

が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
の
は
不
思
議
な

今回歩いた主なポイント。赤色部分は本文に関連するかつ
ての町名や街区（台東区発行『重ね地図で江戸を訪ねる 
上野・浅草・隅田川 歴史散歩』などを参考に編集部作成）

ｐ8-11で所蔵元の記載がない絵図・浮世
絵・古写真は、すべて国立国会図書館蔵

浅草猿若町「市村座」の賑わい。広
重画『東都繁栄の図』の「猿若町三
芝居図」より（1854年［安政1］刊）。

隅田川に「殺生禁断也」と
記された絵図「増補江戸大
絵図 絵入（部分）」（1682年

［天和2］刊）

｜ASAKUSA｜Taito-ku

小高い丘にある待乳山聖天。かつてはもっと高い山
だったが、周囲の埋め立てのために削られたとされる

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

浅
草
駅

浅
草
駅

隅
田
川

旧
浅
草
猿
若
町

❶駒形堂

馬
道
通
り

●
二
天
門

●
木
馬
館

浅
草
神
社
●

●●

浅草寺

奥
山

九代目市川團十郎
「暫(しばらく)」の像

花やしき

凌
雲
閣
記
念
碑
●
大
池

浅
草
六
区

六
区
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

四区

雷門●
吾妻橋

●浅草水上バス乗り場

東武スカイツリーライン

都営浅草線
東京メトロ銀座線

江
戸
通
り

❷

❸

❹

❺

●待乳山聖天

●山谷堀公園

1911年（明治44）、対岸の
向島から見た待乳山。中央
にあるのが今戸橋で、山谷堀
はここから始まる
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感
じ
だ
が
、
そ
う
し
た
大
ら
か
な
多
様

性
も
浅
草
寺
の
魅
力
だ
と
沓
沢
さ
ん
は

言
う
。

「
浅
草
寺
は
研
究

者
の
間
で
『
神
仏

の
デ
パ
ー
ト
』
と

も
称
さ
れ
る
よ
う

に
、
子
院
が
多
く
、

境
内
に
も
た
く
さ

ん
の
お
社や
し
ろが

あ
っ

て
、
多
彩
な
神
様
、
仏
様
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
願
い
事
が
違
っ

て
も
、
と
に
か
く
浅
草
寺
に
来
れ
ば
誰

も
が
自
分
に
ぴ
っ
た
り
の
神
仏
を
拝
め

る
わ
け
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
参
拝

に
来
る
理
由
も
わ
か
る
気
が
し
ま
す
」

　

浅
草
寺
本
堂
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
焼
失
し
た
が
、
人
々
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
す
ぐ
に
仮
本
堂
が

つ
く
ら
れ
、
な
ん
と
終
戦
の
３
カ
月
後

に
は
参
詣
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。

本
堂
裏
は
江
戸
随
一
の
盛
り
場

❹
奥
山
、花
や
し
き

　

そ
の
浅
草
寺
本
堂
の
裏
手
に
回
る
と
、

広
い
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。
実
は
こ

の
あ
た
り
が
「
浅
草
奥お
く
や
ま山

」
と
呼
ば
れ

る
江
戸
の
盛
り
場
の
中
心
部
。
当
時
は

数
々
の
見
世
物
小
屋
が
所
狭
し
と
軒
を

連
ね
、
相
当
な
賑
わ
い
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
見
世
物
小
屋
と
い
う
と
怪
し
げ
な

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
実
際
は
手
の
込
ん

だ
工
芸
品
や
巨
大
な
か
ら
く
り
人
形
が

展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
独
楽
回
し
や
綱

渡
り
と
い
っ
た
曲
芸
、
手
品
な
ど
を
披

露
し
た
り
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
多
種
多
様
な
興
行
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
」（
沓
沢
さ
ん
）

　

両
国
で
は
、「
大
イ
タ
チ
」
を
う
た
っ

て
、
小
屋
に
入
る
と
大
き
な
板イ
タ

に
血チ

が

つ
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
、
な
ん
て
い

う
見
世
物
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
江
戸

の
人
は
そ
れ
も
洒
落
と
し
て
楽
し
ん
だ

の
だ
ろ
う
。
人
々
が
喜
ぶ
新
し
い
も
の
、

お
も
し
ろ
い
も
の
が
集
ま
る
娯
楽
の
殿

堂
が
奥
山
だ
っ
た
の
だ
。

　

奥
山
と
さ
れ
る
エ
リ
ア
は
広
く
、
日

本
最
古
の
遊
園
地
と
し
て
今
も
営
業
す

る
「
浅
草
花
や
し
き
」
も
そ
の
一
画
に

あ
る
。
花
や
し
き
が
で
き
た
の
は
、
な

ん
と
１
８
５
３
年
（
嘉
永
６
）。
開
園
し

た
当
初
は
植
物
園
だ
っ
た
。

雑
多
な
魅
力
が
混
在
す
る

❺
浅
草
公
園
六
区
、仲
見
世

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
浅
草
寺
の
寺

領
は
東
京
府
に
公
収
さ
れ
、
公
園
地
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
。
１
８
８
３
年

（
明
治
16
）
に
は
浅
草
寺
の
西
側
に
大
池

が
造
成
さ
れ
、
掘
り
出
し
た
土
で
田
ん

ぼ
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
そ
こ
に
奥
山

地
区
の
見
世
物
小
屋
が
ご
っ
そ
り
移
転

さ
れ
た
。
こ
れ
が
浅
草
公
園
六
区
（
浅

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜芸能

浅草寺本堂の裏手はかつての「奥山」。無屋根の見世物小屋が立ち並んでいた。
今は九代目市川團十郎の歌舞伎十八番「暫（しばらく）」の銅像がある

日本最古の遊園地とされる「浅草花やしき」。集客の
ために動物を入れ、生き人形を展示し、映画も上映し
た。写真左は1930年（昭和5）発行の絵葉書「浅草
公園花屋敷」（東京都立中央図書館蔵）

（上）浅草寺の馬道通り側にある二
天門。1649年（慶安2）ごろの建築
とされる。浅草神社、伝法院とともに
東京大空襲による消失を免れた

（左）檜前兄弟と土師中知の３人を
祀った浅草神社（三社権現社）
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草
六
区
）
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
「
奥
山
を
移
転
し
た
背
景
の
一
つ
に

は
、
火
事
が
起
き
や
す
い
見
世
物
小
屋

を
浅
草
寺
か
ら
離
し
た
い
と
い
う
思
惑

が
あ
り
ま
し
た
。
六
区
と
浅
草
寺
の
間

に
は
大
池
が
あ
る
の
で
、
火
事
が
起
き

て
も
延
焼
を
防
げ
る
の
で
す
」

　

興
行
街
と
し
て
人
工
的
に
誕
生
し
た

浅
草
六
区
は
、
当
然
の
よ
う
に
文
化
の

発
信
地
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
先
頭
を

切
っ
た
の
が
、
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）

に
開
場
し
た
「
常
盤
座
（
ト
キ
ワ
座
）」
だ
。

こ
こ
で
は
歌
舞
伎
や
新
派
劇
の
興
行
、

そ
し
て
映
画
の
上
映
な
ど
が
い
ち
早
く

行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
大
正
期
に
は
浅
草

オ
ペ
ラ
を
初
め
て
上
演
し
、
大
ブ
ー
ム

の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。
当
時
、
浅
草

オ
ペ
ラ
に
傾
倒
し
た
人
は
「
ペ
ラ
ご

ろ
」（
注
）
と
呼
ば
れ
、
な
か
に
は
宮
沢

賢
治
も
い
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
系

列
劇
場
と
の
三
館
共
通
チ
ケ
ッ
ト
の
導

入
や
日
本
初
の
ス
ト
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー
公

演
な
ど
、
ト
キ
ワ
座
が
始
め
た
新
し
い

取
り
組
み
は
多
い
。

　

少
し
離
れ
た
浅
草
四
区
に
は
、
１
８

９
９
年
（
明
治
32
）
に
「
浅
草
公
園
水
族

館
」
と
い
う
日
本
初
の
私
設
水
族
館
が

開
業
し
た
。
こ
こ
は
水
族
館
で
あ
り
な

が
ら
、
昭
和
に
な
る
と
２
階
が
演
芸
場

に
な
り
、
喜
劇
ス
タ
ー
と
な
る
榎
本
健

一
が
劇
団
「
カ
ジ
ノ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
」

を
旗
揚
げ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

浅
草
公
園
水
族
館
は
も
う
な
い
が
、
隣

接
す
る
「
木
馬
館
」
は
今
も
演
芸
場
と

し
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。

　

昭
和
初
期
以
降
、
浅
草
六
区
に
は
映

画
館
や
劇
場
が
林
立
し
、
健
全
な
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
か
ら
猥
雑
な
も
の

ま
で
何
で
も
あ
り
の
一
大
歓
楽
街
と
し

て
隆
盛
を
誇
っ
た
。
し
か
し
１
９
６
０

年
代
に
テ
レ
ビ
が
登
場
し
、
娯
楽
が
多

様
化
し
て
映
画
人
気
が
下
火
に
な
る
と
、

浅
草
六
区
も
往
年
の
勢
い
を
失
っ
て
い

く
。
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
ト
キ
ワ

座
が
閉
鎖
さ
れ
、
浅
草
六
区
の
一
つ
の

歴
史
が
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

浅
草
六
区
を
後
に
し
て
浅
草
寺
境
内

へ
戻
る
。
仲
見
世
に
出
る
と
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い

る
。
そ
の
喧
騒
に
、
ふ
と
江
戸
の
景
色

が
重
な
っ
て
見
え
た
気
が
し
た
。

　
「
浅
草
の
ま
ち
な
み
は
か
な
り
変
貌

し
て
い
る
の
で
、
知
識
が
な
い
と
昔
を

偲
ぶ
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
少
し
歴
史
を
知
る
だ
け
で
、
浅

草
と
い
う
ま
ち
の
魅
力
が
ぐ
っ
と
身
近

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

沓
沢
さ
ん
。

　

漁
師
の
兄
弟
が
隅
田
川
で
す
く
っ
た

仏
像
を
祀
る
浅
草
寺
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
娯
楽
が
密
集
し
、
人
を
飽
き
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
ま
ち
、
浅
草
。
何
で

も
あ
り
の
雑
多
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

包
容
力
が
、
万
人
を
惹
き
つ
け
る
の
だ

と
感
じ
た
。

（
２
０
１
７
年
８
月
18
日
取
材
）

｜浅草｜芸能

老若男女が集う江戸随一の遊興地

｜ASAKUSA｜Taito-ku

（注）ペラごろ

大正末期、オペラに熱中して女優を追い回し
たり劇場に出入りしたりした青年。「オペラごろ
つき」あるいは「オペラジゴロ」の略といわれる。

平日でも多くの人が集う浅草寺の仲見世。聖と
俗がまぜこぜになった不思議な雰囲気がある 地方の魅力が体験できる商業施設などがオープンし、賑わいを取り戻しつ

つある浅草六区。写真下は1922年（大正11）ごろ発行の絵葉書「浅草公
園六区活動街」。大衆娯楽、映画など日本のエンターテインメントの中心地だ
ったことがわかる（東京都立中央図書館蔵）

大池とその向こうにそびえる12階建ての
「凌雲閣」。1890年（明治23）築で「（浅
草）十二階」と呼ばれた。10階までは総煉
瓦造り、11・12階は木造の楼閣だったが、
関東大震災で半壊し取り壊された

1907年（明治40年）、浅草四区で昆虫館と
してスタート、今は大衆演劇の劇場として営
業を続ける「木馬館」 
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隅田川の吾妻橋上流にある親水テラスから流されたとうろう。
人々のさまざまな思いを載せて川面を下っていく

途
絶
え
か
け
て
い
た

と
う
ろ
う
流
し
を
復
活

「
僕
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
隅
田
川
は
と

に
か
く
臭
か
っ
た
。
近
づ
か
な
か
っ
た

で
す
よ
」

　

そ
う
話
し
は
じ
め
た
の
は
、
浅
草
観

光
連
盟
事
務
局
で
広
報
を
担
当
す
る
飯

島
邦
夫
さ
ん
。
連
盟
と
い
っ
て
も
浅
草

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
地
元
旦
那
衆

を
中
心
と
し
た
集
ま
り
で
、
堅
苦
し
い

も
の
で
は
な
い
。
飯
島
さ
ん
の
実
家
も

変わることを恐れない
浅草人のプライド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　隅田川 とうろう流し
水質浄化が進み、さらに人々の憩いの場となる親水テラス
が整備された隅田川。その吾妻橋のたもとで毎年８月に行
なわれるのが、12年前に復活した「隅田川 とうろう流し」
だ。関東大震災や東京大空襲などで亡くなった方々の霊を
悼むために戦後始まったこの催しは、約40年の休止期間を
経て、今は老若男女、国籍を問わず多くの人が集うように
なった。その裏には、「変わることを恐れない」浅草の人
たちのプライドが隠されていた。

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜行事
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合
羽
橋
で
祝
儀
袋
屋
を
営
ん
で
お
り
、

自
身
も
観
光
関
連
の
企
業
を
経
営
し
て

い
る
と
い
う
。

　

観
光
連
盟
で
は
、
ほ
ぼ
毎
月
の
ペ
ー

ス
で
な
ん
ら
か
の
行
事
を
実
施
し
て
お

り
、
隅
田
川
の
と
う
ろ
う
流
し
も
そ
の

一
つ
だ
。
終
戦
翌
年
の
１
９
４
６
年

（
昭
和
21
）
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
も
の

で
、
戦
火
で
焼
か
れ
た
浅
草
の
再
興
の

た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
浅
草
復
建
自
治

会
（
観
光
連
盟
の
前
身
）
が
、
浅
草
寺
な
ど

と
協
力
し
て
実
施
し
た
「
浅
草
復
興

祭
」
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
が

最
初
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
20
年

に
わ
た
り
続
け
ら
れ
た
が
、
隅
田
川
の

護
岸
工
事
が
実
施
さ
れ
川
辺
に
人
が
降

り
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
１
９
６

６
年
（
昭
和
41
）
に
一
度
中
止
さ
れ
た
。

そ
れ
が
、
隅
田
川
親
水
テ
ラ
ス
の
設
置

な
ど
川
岸
の
再
整
備
が
進
ん
だ
の
を
受

け
、
飯
島
さ
ん
た
ち
が
２
０
０
５
年

（
平
成
17
）
に
復
活
さ
せ
現
在
に
至
る
。

　

復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
に
向
か
っ

て
い
っ
た
１
９
５
０
～
60
年
代
に
は
隅

田
川
の
水
質
悪
化
の
問
題
が
発
生
。
と

う
ろ
う
流
し
の
ほ
か
に
も
、
名
物
だ
っ

た
寒
中
水
泳
（
１
９
５
３
年
［
昭
和
28
］
に
中

止
）、
伝
統
あ
る
ボ
ー
ト
競
技
大
会
で
あ

る
早
慶
レ
ガ
ッ
タ
、
花
火
大
会
の
ル
ー

ツ
で
も
あ
る
隅
田
川
花
火
大
会
（
と
も
に

１
９
６
１
年
［
昭
和
36
］
に
中
止
）
と
、
多
く
の

行
事
が
開
催
不
能
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

当
時
の
観
光
連
盟
は
事
態
を
打
開
す

べ
く
隅
田
川
浄
化
の
た
め
の
運
動
の
先

頭
に
立
っ
た
。
住
民
と
力
を
合
わ
せ
台

東
区
議
会
な
ど
に
粘
り
強
く
働
き
か
け

た
結
果
、
沿
岸
か
ら
流
れ
込
む
工
場
排

水
の
処
理
施
設
建
設
や
川
底
の
汚
泥
の

浚
渫
、
下
水
道
の
普
及
な
ど
が
実
現
し
、

水
質
は
徐
々
に
改
善
す
る
。
早
慶
レ
ガ

ッ
タ
と
花
火
大
会
は
1
9
7
8
年
（
昭

和
53
）
に
再
開
さ
れ
た
。

　

飯
島
さ
ん
た
ち
が
と
う
ろ
う
流
し
を

復
活
さ
せ
た
の
も
、
途
絶
え
か
け
た
伝

統
行
事
を
再
興
さ
せ
て
き
た
連
盟
の
姿

勢
を
踏
襲
し
た
も
の
な
の
だ
。

浅
草
の
四
季
折
々
の
催
し
を

地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と

「
復
活
当
初
は
、
か
つ
て
に
倣
い
戦
災

者
の
慰
霊
を
目
的
に
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
の
も
浅
草
で
暮
ら
す
方

が
ほ
と
ん
ど
。
そ
ん
な
と
き
に
東
日
本

大
震
災
が
起
き
て
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。

復
興
や
未
来
へ
の
願
い
を
自
由
に
託
す
、

つ
ま
り
七
夕
の
短
冊
み
た
い
な
も
の
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
外
国

人
観
光
客
に
も
伝
わ
っ
て
大
き
く
な
っ

て
い
っ
た
。『
参
加
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
』
と
い
う
と
こ
ろ
が
受
け
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
ね
」

　

18
時
。
と
う
ろ
う
流
し
が
始
ま
る
と
、

流り
ゅ
う
と
う
だ
い

灯
台
（
隅
田
川
に
と
う
ろ
う
を
流
し
入
れ
る
た

め
の
木
製
の
ス
ロ
ー
プ
）
に
参
加
者
が
長
い

列
を
な
す
。
岸
辺
は
幻
想
的
な
風
景
を

見
よ
う
と
集
ま
っ
た
見
物
客
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ろ
う
そ
く
の

火
が
揺
れ
る
橙
色
の
と
う
ろ
う
が
水
面

を
流
れ
て
い
く
。
そ
の
風
景
は
日
本
の

夏
の
風
情
そ
の
も
の
だ
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
鎮
魂
の

た
め
の
と
う
ろ
う
流
し
が
変
わ
り
ゆ
く

様
で
も
あ
る
。
浅
草
が
「
変
わ
っ
て
い

く
」
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
の
か
。

「
浅
草
に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
や
る
の
が
僕
ら

で
す
か
ら
」

　

そ
う
言
っ
て
飯
島
さ
ん
は
笑
う
。
観

光
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
の
が
大
事
。
続

い
て
こ
そ
の
伝
統
と
い
う
こ
と
か
。
だ

が
、
そ
れ
で
い
て
浅
草
の
伝
統
に
強
い

敬
意
と
愛
情
を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ
に

強
さ
が
あ
る
。

「
浅
草
っ
て
ね
、
東
京
五
輪
の
後
に
テ

レ
ビ
が
普
及
し
た
こ
と
で
活
気
を
失
っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
、

僕
ら
の
先
輩
た
ち
は
地
元
を
ま
た
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
浅
草
の
風
情
や
伝
統

を
徹
底
的
に
研
究
し
た
。
そ
し
て
浅
草

で
行
な
わ
れ
て
き
た
四
季
折
々
の
催
し

を
地
道
に
続
け
て
い
け
ば
、
人
は
戻
っ

て
く
る
と
考
え
た
ん
で
す
」

　

そ
の
考
え
が
正
し
か
っ
た
こ
と
は
、

今
の
浅
草
の
賑
わ
い
が
証
明
し
て
い
る
。

先
輩
た
ち
の
意
思
を
継
ぐ
べ
く
、
飯
島

さ
ん
た
ち
は
「
寺
子
屋
」
と
称
し
、
年

長
者
か
ら
浅
草
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
を

重
ね
て
い
る
。
い
ず
れ
は
伝
え
る
側
の

役
を
担
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
受
け
入
れ
る
懐

の
深
さ
。
伝
統
を
守
る
意
思
。
そ
の
両

立
に
浅
草
で
生
き
る
者
の
プ
ラ
イ
ド
を

見
た
。

（
２
０
１
７
年
８
月
12
日
取
材
）

（右上）浅草観光連盟の広報担当、飯島邦夫さんと、飯島さんたちが設計した流灯台　（右下）外国語で書かれたとうろう。近年は外国人観
光客の参加も増えている　（左）ここ数年は、鎮魂よりも、自分や親しい人たちの幸せを願う内容が多いという

｜浅草｜行事
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貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を

　

両
岸
に
沿
っ
て
遊
歩
道
や
緑
地
が
整

備
さ
れ
て
い
る
隅
田
川
テ
ラ
ス
。
さ
わ

や
か
な
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
汗
を
流
す
人

た
ち
の
姿
が
目
立
つ
。
舗
道
の
幅
が
広

く
、
自
転
車
は
通
行
禁
止
な
の
で
、
安

全
で
快
適
に
走
り
、
歩
け
る
の
が
う
れ

し
い
。

　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
は
、

２
０
１
５
年
に
『
隅
田
川
リ
バ
ー
ラ
ン

＆
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ
』
を
発
行
し
た
。

信
号
に
中
断
さ
れ
な
い
約
５
㎞
の
お
す

す
め
４
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド
。
冊
子
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
も
マ
ッ
プ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。

「
川
べ
り
は
都
市
の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
。
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
健
康

的
に
隅
田
川
テ
ラ
ス
を
使
い
、
も
っ
と

多
く
の
方
々
に
水
辺
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
」（
東
京
都
公
園
協
会
水

辺
事
業
部
・
渡
辺
千
秋
さ
ん
）
と
の
狙

い
で
制
作
し
た
も
の
だ
。

　

マ
ッ
プ
は
都
内
の
公
園
や
沿
岸
区
の

観
光
案
内
所
な
ど
で
配
付
。
新
富
町
の

ホ
テ
ル
が
、
マ
ッ
プ
と
タ
オ
ル
と
水
を

特
典
に
付
け
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供
し

て
好
評
を
博
し
、
他
の
宿
泊
施
設
に
も

波
及
。
近
隣
住
民
も
観
光
客
も
入
り
交

ランナーたちを魅了する
隅田川リバーサイド

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜新潮流

今、ランナーたちに大人気のスポットがある。隅田川リバーサイドだ。
皇居周辺よりも道幅が広いうえ、水際を走れるので爽快感が違うと
いう。潤いのあるこの水辺、実は洪水対策と表裏一体のものだった。

東京都公園協会が発行した
『隅田川リバーラン＆ウォーク
マップ』

隅田川リバーサイドを走るランナー。川岸にシャワーやロッカーを備えたカフェがオープンするなど、利用しやすい環境が整いつつある
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じ
っ
て
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
は
ラ
ン
ナ
ー

と
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
新
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

防
災
を
目
的
と
す
る

「
根
固
め
」が
テ
ラ
ス
に

　

隅
田
川
テ
ラ
ス
の
整
備
は
、
１
９
８

５
年
（
昭
和
60
）
に
東
京
都
が
着
手
し
た

「
ス
ー
パ
ー
堤
防
」
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
旧
来
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
直
立
型
の
い
わ
ゆ
る
「
カ

ミ
ソ
リ
堤
防
」
は
、
高
潮
に
よ
る
水
害

か
ら
ま
ち
と
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
一

方
で
人
と
川
を
隔
て
て
し
ま
う
。
対
し

て
盛
土
に
よ
る
幅
の
広
い
堤
防
用
地
と

緩
や
か
な
勾
配
を
も
つ
ス
ー
パ
ー
堤
防

は
安
全
性
と
耐
震
性
に
優
れ
る
う
え
、

潤
い
の
あ
る
水
辺
を
復
活
さ
せ
、
人
を

招
き
寄
せ
る
。

　

都
は
隅
田
川
の
背
後
の
市
街
地
再
開

発
や
建
て
替
え
事
業
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
合
わ
せ
て
ス
ー
パ
ー
堤
防
も
同
時

に
整
備
。
現
在
、
両
岸
総
延
長
46
㎞
の

う
ち
約
３
割
が
ス
ー
パ
ー
堤
防
化
さ
れ

て
い
る
。

「
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
は
盛
土
に
よ
る
荷

重
を
支
え
る
た
め
の
根
固
め
が
必
要
で

す
。
そ
れ
が
堤
防
の
川
側
の
ス
ペ
ー
ス

つ
ま
り
『
テ
ラ
ス
』
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
整
備
を
先
行
し
て
進
め
て
き

ま
し
た
」（
東
京
都
建
設
局
河
川
部
低
地

対
策
専
門
課
長
・
冨
澤
房
雄
さ
ん
）。

ス
ー
パ
ー
堤
防
に
不
可
欠
の
機
能
を
提

供
す
る
隅
田
川
テ
ラ
ス
が
、
ひ
と
足
お

先
に
水
辺
の
潤
い
を
取
り
戻
し
て
い
る

わ
け
だ
。

　

神
田
川
、
日
本
橋
川
と
の
合
流
部
や

水
門
な
ど
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
が
分
断
さ

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。「
水
門
の
耐
震

工
事
な
ど
と
合
わ
せ
、
ス
ロ
ー
プ
や
橋

な
ど
を
設
置
し
て
、
連
続
し
て
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

る
」
と
冨
澤
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
の
夜
間
照
明

も
整
備
中
。
夏
場
は
気
温
の
下
が
る
夜

間
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

た
い
人
は
多
い
し
、
防
災
目
的
も
あ
る
。

「
壁
を
照
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、
橋
梁

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
テ
ラ
ス
が
引
き
立

て
る
た
め
の
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
」（
河

川
部
計
画
課
・
榮
麻
希
さ
ん
）
で
整
備

す
る
と
い
う
。

花
壇
を
世
話
す
る

地
域
の「
花
守
さ
ん
」

　

隅
田
川
テ
ラ
ス
を
歩
く
と
目
に
つ
く

の
は
季
節
の
花
々
。
水
辺
に
憩
う
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
花
壇
は
「
花は
な
も
り守

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

地
域
住
民
が
世
話
を
し
て
い
る
。

　

花
苗
の
多
く
は
東
京
都
公
園
協
会
が

提
供
し
、
花
守
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
春

と
秋
に
花
を
植
え
、
テ
ラ
ス
の
散
水
栓

の
鍵
を
預
か
り
、
用
意
し
た
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
水
や
り
を
す
る
。
川
辺
の
花
壇

は
日
陰
が
な
く
照
り
返
し
も
強
い
の
で
、

盛
夏
に
な
る
と
週
に
２
回
以
上
の
水
や

り
が
必
要
だ
。

「
墨
田
、
台
東
、
中
央
、
江
東
の
４
区

で
20
団
体
ほ
ど
あ
り
、
４
０
０
名
を
超

え
る
花
守
さ
ん
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
で
す
。
隅
田
川
の

特
長
は
地
域
の
方
々
が
テ
ラ
ス
管
理
の
一

部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
」（
東
京
都
公
園

協
会
水
辺
事
業
部
調
整
課
水
辺
公
益
係

長
・
渡
邉
陽
一
さ
ん
）

　

親
水
環
境
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
整

備
す
る
の
は
行
政
の
役
割
だ
が
、
ふ
だ

ん
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
気
を
配

る
の
は
、
川
を
大
切
に
し
、
水
辺
の
草

花
を
愛
で
る
近
隣
の
人
た
ち
。
隅
田
川

テ
ラ
ス
を
快
適
に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で

き
る
裏
に
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
こ
う

し
た
地
道
な
公
益
活
動
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
２
０
１
７
年
８
月
23
日
取
材
）

「根固め」のしくみ
1スーパー堤防化に先立ち、川側の地盤を改良するために鋼矢

板（こうやいた）を打つなど補強を行なう。これがテラスとなる
2再開発や建て替えに合わせてスーパー堤防を築き、カミソリ堤

防は撤去する（東京都建設局の資料をもとに編集部作成）

｜ASAKUSA｜Taito-ku

｜浅草｜新潮流

地域住民「花守さん」が手入れをす
る花壇。町会に関係したグループが
多いという（提供：東京都公園協会）

公益財団法人 東京都公園協会
水辺事業部の渡邉陽一さん（右）
と渡辺千秋さん（左）

かつての「カミソリ堤防」が徐々に
親水スペースとなりつつある（提供：
東京都建設局）

東京都建設局河川部低地対策専
門課長の冨澤房雄さん（中）、計画
課の榮麻希さん（左）、計画課課長
代理の遠藤英樹さん（右）

1根固め（テラス）

2築堤（盛土）

テラス
防潮堤

鋼矢板
地盤改良

スーパー堤防
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吉
原
遊
郭
に
与
え
ら
れ
た

「
役
と
特
権
」

　

１
６
１
７
年
（
元
和
3
）、
庄し

ょ
う
じ司

仁じ

ん右

衛え
も
ん門

と
い
う
遊
女
屋
の
主
人
が
幕
府
か

ら
認
可
を
得
て
、
今
の
日
本
橋
近
く
に

幕
府
公
認
の
遊
郭
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
吉
原
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

吉
原
遊
郭
は
、
１
６
５
７
年
（
明
暦
3
）

の
明
暦
の
大
火
を
機
に
浅
草
の
外
れ
に

移
転
し
、「
新
吉
原
」
と
呼
ば
れ
幕
末
ま

で
繁
栄
を
続
け
ま
す
。

　

幕
府
公
認
と
は
、
役
と
特
権
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
当
時
の

江
戸
は
、
男
女
比
が
お
よ
そ
２
対
１
と

男
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
売
春
が
横
行

し
て
混
沌
と
し
て
い
ま
し
た
。
武
家
政

権
の
幕
府
に
と
っ
て
は
、
特
に
武
士
と

い
う
男
性
主
体
の
集
団
の
統
制
を
図
る

た
め
に
も
、
性
産
業
の
掌
握
と
管
理
は

重
要
な
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
吉
原
の

み
に
売
春
業
を
営
む
特
権
を
与
え
、
江

戸
市
内
の
性
的
秩
序
を
維
持
す
る
と
い

う
役
割
を
担
わ
せ
た
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
江
戸
幕
府
は
、
特
定
の
町
や
集
団

に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
与
え
、
特
権
を

認
め
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
を
統
治
し

て
い
ま
し
た
。

　

公
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
吉
原
遊
郭

は
、
経
済
面
で
も
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に

し
っ
か
り
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

遊
女
屋
は
寺
社
名
目
金
貸
付
と
い
う
、

幕
府
の
後
ろ
盾
が
あ
る
金
貸
し
か
ら
多

額
の
融
資
を
受
け
、
ま
た
、
収
益
の
一

部
を
上
納
金
と
し
て
幕
府
に
納
め
て
い

た
の
で
す
。
1
8
6
8
年
（
明
治
元
）
に

東
京
府
が
江
戸
町
奉
行
所
機
構
を
引
き

継
い
だ
時
期
の
史
料
を
見
る
と
、
旧
町

奉
行
所
や
東
京
府
の
金
銭
収
入
の
12
％

を
遊
女
屋
上
納
金
が
占
め
て
い
ま
す
。

売
春
業
は
、
非
常
に
重
要
な
資
金
源
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

凄
惨
を
極
め
た

遊
女
た
ち
の
境
遇

　

役
と
特
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た

の
は
遊
女
屋
で
あ
っ
て
、
遊
女
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
遊
女
た
ち
は
、
農
村
の
口

減
ら
し
や
、
親
の
借
金
の
カ
タ
な
ど
と

し
て
、
牛
や
馬
の
よ
う
に
売
買
さ
れ
、

一
方
的
に
性
的
搾
取
を
さ
れ
る
存
在
で

し
た
。
新
吉
原
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て

３
０
０
０
人
か
ら
５
０
０
０
人
の
遊
女

が
い
ま
し
た
が
、
大た
ゆ
う夫

と
か
呼よ

び
だ
し出

な
ど

と
い
わ
れ
る
高
級
遊
女
は
ご
く
わ
ず
か

で
し
た
。

　

18
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
新

吉
原
は
さ
ら
に
下
層
化
、
大
衆
化
し
て

い
き
ま
す
。
遊
女
屋
の
経
営
は
次
第
に

厳
し
く
な
り
、「
遊
女
大
安
売
り
」
を
打

ち
出
す
な
ど
、
遊
女
た
ち
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
は
よ
り
劣
悪
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
高
級
遊
女
を
目
指
し
て
生
き

抜
こ
う
と
す
る
遊
女
も
い
ま
し
た
が
、

19
世
紀
以
降
、
吉
原
で
は
反
抗
す
る
遊

女
に
よ
る
放
火
が
頻
発
し
ま
す
。

　

１
８
４
９
年
（
嘉
永
2
）
に
、
梅
本
屋

の
遊
女
16
人
が
共
謀
し
た
放
火
未
遂
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
付
け

火
を
し
、
鎮
火
の
騒
ぎ
に
紛
れ
て
名
主

役
宅
に
駆
け
込
ん
で
経
営
者
の
非
道
を

訴
え
、
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
て
裁

き
を
受
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
こ
の

と
き
の
調
書
の
な
か
に
、
遊
女
が
書
い

た
覚
え
帳
と
い
う
日
記
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
腐
っ
た
ご
飯
し
か

知られざる遊女たちの実像

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜研究

かつて色街や遊郭は、川や海、橋といった水辺に多く存在していた。こうした場所について民俗学
の分野では数

あまた

多の研究がなされている。浅草の外れにあった江戸唯一の公認遊郭、新吉原も四
方を堀で囲まれた場所だったが、浮世絵などで伝わるきらびやかなイメージとは裏腹に、遊女たち
の実態はあまり知られていないのではないか。そこで幕末維新期の都市社会とジェンダーを研究
する国立歴史民俗博物館教授の横山百合子さんに、新吉原遊郭の社会的位置づけや遊女たち
の抗議運動など、知られざる実像を語っていただいた。

新吉原遊郭最新研究

Yuriko Yokoyama
東京大学文学部卒業。東京
大学大学院人文社会系研究
科博士課程単位取得退学。
博士（文学）。千葉経済大学
経済学部教授、帝京大学文
学部教授を経て、2014年国
立歴史民俗博物館教授に就
任。専門分野は日本近世史、
ジェンダー史。

インタビュー

横山百合子さん

国立歴史民俗博物館 
教授

（注）マリア・ルス号事件

1872年（明治5）、修理のため横浜港に寄港したペルー国船「マリア・ルス号」から奴隷
状態に置かれていた清国人苦力（クーリー）が逃げ出して助けを求め、裁判となる。苦力
は解放されたが、裁判では日本国内の奴隷売買として遊女・娼妓の例が指摘された。

「古今名婦伝 万治高尾」
歌川豊国（3世）
万治高尾は二代目高尾太夫と
される。太夫とは美貌と教養を
兼ね備えた最高位の遊女に与
えられる称号。傍らの童女は遊
女の身の回りの世話をする禿

（かむろ）（国立国会図書館蔵）
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食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
と
か
、
瀕
死

に
な
る
ほ
ど
の
折せ
っ
か
ん檻

を
受
け
た
と
い
っ

た
凄
惨
な
日
常
が
、
遊
女
自
身
の
話
し

言
葉
で
赤
裸
々
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
原
で
は
、
仕
置
き
は
必
要
な
も
の
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
あ
り
、
遊

女
た
ち
は
時
に
暴
力
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。

芸
娼
妓
解
放
令
が

も
た
ら
し
た
も
の

　

吉
原
遊
郭
の
状
況
を
大
き
く
変
え
た

の
が
、
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
10
月
に

発
令
さ
れ
た
芸げ
い
し
ょ
う
ぎ

娼
妓
解
放
令
で
す
。
こ

の
年
に
起
き
た
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件

（
注
）
に
関
す
る
国
際
裁
判
で
、
日
本
の

芸
妓
、
娼
妓
が
人
身
売
買
に
あ
た
る
と

指
摘
を
受
け
た
明
治
政
府
が
、
国
際
世

論
を
考
慮
し
て
急
き
ょ
講
じ
た
対
策
で
、

人
身
売
買
を
禁
止
し
、
遊
女
を
解
放
す

る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
新
政
府

は
、
近
代
国
家
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
時

期
で
も
あ
り
、
役
と
特
権
に
守
ら
れ
た

古
い
体
制
を
壊
し
た
い
と
の
意
向
も
働

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

突
然
の
解
放
令
に
よ
っ
て
、
３
０
０

０
人
以
上
の
遊
女
が
一
気
に
解
放
さ
れ
、

吉
原
は
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
政
府
は
、
売
春
自
体
を
な
く

す
つ
も
り
な
ど
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
遊
女
と
は
売
春
を
強
い
ら
れ

る
者
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
性
を

売
る
主
体
で
あ
る
」
と
定
義
し
直
す
こ

と
で
、
売
春
が
人
身
売
買
で
は
な
い
と

い
う
体
裁
を
整
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
す
。
結
局
、
吉
原
を
出
た
ほ
と
ん

ど
の
遊
女
た
ち
は
、〈
本
人
の
意
思
に
よ

っ
て
〉
と
い
う
建
前
で
再
び
吉
原
に
売

り
戻
さ
れ
、
売
春
を
続
け
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
形
だ
け
で
も
主
体
性
を
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
自
分
の
意
思
を
も

っ
て
行
動
す
る
遊
女
は
た
し
か
に
増
え

ま
し
た
。「
か
し
く
」
と
い
う
遊
女
は
、

解
放
令
を
機
に
な
じ
み
の
若
者
と
結
婚

す
る
か
ら
解
放
し
て
ほ
し
い
と
身
元
引

受
人
に
願
い
出
て
拒
絶
さ
れ
、
じ
か
に

役
所
に
嘆
願
し
、
は
っ
き
り
と
「
か
し

く
、
遊
女
い
や
だ
申
候
」
と
訴
え
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京

府
は
こ
れ
を
却
下
。
困
っ
た
か
し
く
は
、

今
度
は
深
川
の
髪
結
い
の
弟
子
、
菊
次

郎
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
、
か
し
く
と
菊

次
郎
の
連
名
で
再
び
府
に
自
訴
し
ま
す

が
、
そ
の
後
の
記
録
が
見
つ
か
ら
な
い

た
め
、
か
し
く
が
ど
う
な
っ
た
か
は
残

念
な
が
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

芸
娼
妓
解
放
令
に
よ
っ
て
一
瞬
、
希

望
の
光
が
当
た
っ
た
よ
う
に
見
え
た
遊

女
た
ち
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ

れ
ま
で
は
性
を
搾
取
さ
れ
る
存
在
だ
っ

た
彼
女
た
ち
は
、
解
放
令
を
境
に
、
自

ら
性
を
売
る
淫
ら
で
い
か
が
わ
し
い
女

と
し
て
、
社
会
の
よ
り
裏
側
へ
と
追
い

込
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

（
2
0
1
7
年
8
月
25
日
取
材
）

｜ASAKUSA｜Taito-ku

｜浅草｜研究

「花廓新宅細見図（はなくるわしんたくさいけんず）」廓雀堂主人
1855年（安政2）の安政大地震の2年後、復興した新吉原遊郭の案内図。中央下の「大門」から
真っすぐ延びる「仲ノ町通り」の両脇には、客を遊女屋に紹介する「引手茶屋」が並ぶ。大門に近
い大きな区画が「大見世」と呼ばれる老舗のエリア（東北大学附属図書館蔵）

「東都三十六景 吉原仲之町」
歌川広重（2代）
大門から遊郭の中央を貫く「仲
ノ町通り」の桜。満開の桜は移
植したもので、盛りを過ぎると撤
収されたという（国立国会図書
館蔵）

「東都新吉原一覧」
歌川広重（2代）
新吉原遊郭の周囲には「御歯
黒溝（おはぐろどぶ）」という堀
がめぐらされ、出入り口は大門
１カ所のみとして遊女の脱走を
防いだ（東京都立中央図書館
特別文庫室蔵）
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閑
散
と
し
て
い
た

10
年
前
の
蔵
前

　
「
今
で
こ
そ
週
末
は
人
が
多
い
で
す

け
ど
、
10
年
前
は
日
曜
日
な
の
に
誰
も

歩
い
て
な
く
て
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
店
す
ら
日
曜
日
に
は
休
む
ほ
ど
で
し

た
か
ら
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
台
東
区
蔵
前
三
丁

目
に
財
布
や
バ
ッ
グ
な
ど
皮
革
製
品
の

工
房
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
構
え
る
株
式

会
社
エ
ム
ピ
ウ
の
村
上
雄
一
郎
さ
ん
。

２
０
１
６
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

有
名
店
が
海
外
初
出
店
の
地
と
し
て
蔵

前
を
選
び
、
話
題
に
な
っ
た
の
が
嘘
の

よ
う
だ
。

　

村
上
さ
ん
は
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）、

今
の
場
所
に
腰
を
据
え
た
。
社
名
の
エ

ム
ピ
ウ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
の
「
エ
ン
メ

ピ
ウ
（
ｍ
＋
）」
に
由
来
す
る
。「
ｍ
」
は
自

身
の
頭
文
字
、
そ
し
て
「
＋
」
は
「
も

の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
人
た
ち
」
の
意

味
だ
。

　
「
職
人
さ
ん
、
革
屋
さ
ん
、
部
品
屋
さ

ん
、
そ
し
て
使
い
込
む
お
客
さ
ん
が
い

て
、
僕
の
製
品
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
」

　

蔵
前
と
い
う
エ
リ
ア
の
特
性
は
「
＋
」

の
部
分
、
つ
ま
り
も
の
づ
く
り
に
必
須

な
技
術
と
素
材
・
部
品
が
「
自
転
車
で

回
れ
る
距
離
に
あ
る
」（
村
上
さ
ん
）
と

い
う
点
だ
。
そ
れ
を
紐
解
く
前
に
、
蔵

前
の
歴
史
を
少
し
遡
っ
て
み
た
い
。

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜蔵前｜台東区｜ものづくり

「カキモリ」のノート。部材はすべて
蔵前周辺の職人の手によるもの

「KONCENT（コンセント）」の生活用品。
鮮やかで遊び心のあるものばかり

かつて隅田川に面して幕府の年貢米
を納める「御米蔵（浅草御蔵）」が立
ち並んでいた蔵前。御米蔵の裏手に
は、今は暗渠となった鳥越川が流れ
込み、隅田川からの物資が舟で行き
来していた。最近、この蔵前周辺が
「わさわさ」している。若いクリエイタ
ーたちが店を開き、川沿いに飲食店や
ゲストハウスができて、人が集まってい
るという。蔵前で何が起きているのか。

「m＋（エムピウ）」の財布類。使い
込んで革に艶が出たものも展示

ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

「職
人
の
ま
ち
」

蔵
前
も
の
づ
く
り
事
情
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幕
府
の
米
蔵
が
立
ち
並
ぶ

隅
田
川
と
街
道
と
寺
社
の
ま
ち

　

幕
府
の
「
御お

米こ
め
ぐ
ら蔵

」
は
、
蔵
前
一
、

二
丁
目
か
ら
柳
橋
一
丁
目
に
か
け
て
広

が
っ
て
い
た
。
創
設
は
１
６
２
０
年

（
元
和
６
）。
米
は
江
戸
時
代
の
経
済
で
重

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
が
、
御
米

蔵
の
大
部
分
は
「
切き
り
ま
い米

」
と
い
う
知
行

地
を
も
た
な
い
旗
本
や
御
家
人
に
与
え

ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
寛
文
年
間

（
1
6
6
1
〜
73
）
に
は
、
こ
の
近
辺
の
町

人
た
ち
が
春
、
夏
、
冬
に
支
給
さ
れ
る

切
米
を
受
け
取
っ
て
売
却
を
代
行
す
る

役
目
を
担
う
。
そ
れ
が
「
札ふ
だ
さ
し差

」（
注
1
）。

蔵
前
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
札
差
が
住

む
一
帯
を
指
し
た
言
葉
だ
。

　

御
米
蔵
に
は
船
で
天
領
の
米
が
運
び

込
ま
れ
た
。
当
時
の
運
送
事
情
に
鑑
み

る
と
、
各
地
の
特
産
品
も
積
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
御
米
蔵
の
裏
に

流
れ
込
ん
で
い
た
の
が
鳥と
り
ご
え
が
わ

越
川
で
、
遡

れ
ば
秋
田
藩
（
久
保
田
藩
）
佐
竹
家
上
屋

敷
に
接
す
る
三し
ゃ
み
せ
ん
ぼ
り

味
線
堀
に
至
る
。
三
味

線
堀
に
は
船
着
き
場
が
あ
り
、
下
肥
や

木
材
、
野
菜
、
砂
利
な
ど
を
運
ぶ
舟
が

行
き
来
し
て
い
た
。
ま
た
、
鳥
越
川
と

合
流
す
る
新し
ん
ぼ
り
が
わ

堀
川
は
、
食
器
具
や
調
理

器
具
な
ど
の
問
屋
街
「
合か
っ
ぱ
ば
し

羽
橋
道
具

街
」
の
真
ん
中
を
流
れ
る
江
戸
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
堀
。
大
正
時
代
、
こ
の
両

岸
に
古
道
具
を
商
う
商
人
た
ち
が
店
を

出
し
、
道
具
街
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

蔵
前
を
少
し
俯
瞰
す
れ
ば
、
隅
田
川

沿
い
に
は
日
光
道
中
・
奥
州
街
道
が
あ

り
、
上
野
に
は
歴
代
将
軍
が
菩
提
寺

（
寛
永
寺
）
参
拝
に
利
用
し
た
下
谷
御
成

街
道
も
あ
っ
た
。
１
６
５
７
年
の
明
暦

の
大
火
後
に
寺
社
や
武
家
屋
敷
が
移
転

し
て
き
た
た
め
、
台
東
区
内
に
は
今
も

３
０
０
以
上
の
寺
社
が
ひ
し
め
く
。
寺

社
の
祭
礼
に
は
蝋
燭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
必
要
だ
か
ら
、
職
人
が
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
御
徒

町
付
近
が
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
ま
ち
」
と

な
っ
た
の
も
、
仏
具
や
銀
器
の
飾
り
職

人
が
集
ま
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
浅
草

寺
に
参
拝
す
る
人
た
ち
の
土
産
品
の
需

要
は
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、
こ
の
あ
た
り

な
ら
江
戸
最
大
の
商
都
・
日
本
橋
か
ら

さ
ほ
ど
遠
く
な
い
。

　

隅
田
川
、
米
蔵
、
掘
割
、
街
道
、
そ

し
て
寺
社
な
ど
い
く
つ
も
の
条
件
が
重

な
っ
て
職
人
が
育
ち
、
職
人
か
ら
仕
入

れ
た
も
の
を
小
売
店
に
卸
す
問
屋
街
が

形
づ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
今
、
蔵
前
周
辺
で
活
躍
す
る
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
の
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

知
名
度
が
低
い
の
は

も
っ
た
い
な
い

「
台
東
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」

　

三
味
線
堀
は
鳥
越
川
を
掘
り
広
げ
て

つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
の
土
砂
で
沼

地
を
埋
め
て
で
き
た
と
い
わ
れ
る
小
島

町
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
関

連
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
台

東
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」（
デ
ザ
ビ

レ
）
が
あ
る
。
自
ら
を
「
村
長
」
と
名

乗
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
鈴
木
淳
さ
ん
は
「
自
分
で
調
べ

た
り
、
人
に
聞
い
た
話
な
の
で
断
言
は

で
き
ま
せ
ん
が
」
と
前
置
き
し
て
、
台

東
区
の
産
業
集
積
を
こ
う
説
明
し
た
。

　
「
上
野
駅
か
ら
御
徒
町
駅
の
東
側
に

は
、
機
械
工
場
や
自
転
車
屋
が
あ
り
ま

し
た
。
行
商
の
人
た
ち
が
電
車
で
来
て
、

上
野
駅
で
自
転
車
を
借
り
た
り
買
っ
た

｜KURAMAE｜Taito-ku

（注1）札差

名の由来は、蔵米受取手形（札）を藁苞（わらづと）に差す
人。代行手数料よりも旗本・御家人に対する高利貸しで
巨利を得た。新吉原遊郭で豪遊するなど羽振りがよかった。

上
野
広
小
路

三
味
線
堀

新
堀
川

下
谷
御
成
街
道

大
川（
隅
田
川
）

不忍池

鳥越川

御米蔵

久保田藩（秋田藩）
佐竹家上屋敷

寛永寺

浅草寺

両国橋

東本願寺

東橋（吾妻橋）

浅草橋
柳橋

江戸時代の御米蔵、鳥越川、三味線堀、新堀川の位置関係を示す。浅草橋から隅田川に沿って
北北東に進む道が日光道中・奥州街道といわれている

『天保改正御江戸大絵図』高井蘭山 図／1846年［弘化3］（国立国会図書館蔵）。台東区発行
『重ね地図で江戸を訪ねる 上野・浅草・隅田川 歴史散歩』などを参考に編集部作成

1908年（明治41）ごろの三味線堀の風景（山本昇雲
画／『東京都名所図会・浅草区之部』［台東区立中央
図書館蔵］より転載）
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り
し
て
回
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
話
で
す
。

バ
イ
ク
街
も
上
野
駅
の
そ
ば
で
し
た
ね
。

帽
子
は
馬
具
職
人
た
ち
が
仕
事
を
失
い
、

代
わ
り
に
つ
く
り
は
じ
め
た
よ
う
で
す
。

靴
や
バ
ッ
グ
な
ど
皮
革
製
品
も
多
く
、

戦
時
中
は
金
属
以
外
の
軍
の
普
及
品
は

す
べ
て
こ
の
あ
た
り
で
つ
く
っ
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す
」

　

台
東
区
の
調
査
（
注
2
）
に
よ
る
と
、

製
造
業
は
2
8
9
6
事
業
所
、
卸
売

業
は
4
7
1
5
事
業
所
で
こ
の
比
率

は
23
区
内
で
も
特
に
高
い
。
興
味
深
い

の
は
、
昔
か
ら
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
仕
事

を
請
け
負
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
ど
こ
か
ら
引
き
受
け
た
か
言
っ
て
は

い
け
な
い
」（
鈴
木
さ
ん
）
と
い
う
不
文
律

が
あ
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
生
産
・
加

工
の
拠
点
が
海
外
に
移
る
な
か
、
そ
の

美
徳
は
弱
み
に
転
じ
る
。
台
東
区
の
人

口
は
激
減
し
、
廃
業
率
も
高
ま
っ
た
。

　

危
機
感
を
抱
い
た
台
東
区
が
２
０
０

４
年
（
平
成
16
）、
旧
小
島
小
学
校
に
開

い
た
の
が
デ
ザ
ビ
レ
だ
。
目
的
は
、
創

業
５
年
以
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
「
手
づ

く
り
作
家
」
か
ら
、
工
場
や
職
人
の
手

を
借
り
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
続
け
ら
れ

る
「
経
営
者
の
ヒ
ナ
」
に
３
年
間
で
育

て
、
で
き
れ
ば
台
東
区
内
で
独
立
さ
せ

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
作
り
手
の
思
い

を
う
ま
く
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
の
指
導
か
ら
独

立
後
の
人
脈
に
つ
な
が
る
工
場
見
学
な

ど
も
行
な
う
。

　

一
方
、
鈴
木
さ
ん
は
こ
の
一
帯
が
こ

れ
ほ
ど
の
産
業
集
積
地
に
も
か
か
わ
ら

ず
知
名
度
が
低
い
こ
と
を
も
っ
た
い
な

い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
地
元
の

人
に
自
分
た
ち
の
仕
事
場
を
見
て
も
ら

お
う
」
と
近
所
の
職
人
や
企
業
に
声
を

か
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
楽
し
む
ま
ち
歩
き
イ

ベ
ン
ト
「
モ
ノ
マ
チ
」（
注
3
）
を
２
０
１

１
年
に
ス
タ
ー
ト
。
初
回
の
出
展
者
は

16
組
だ
っ
た
が
今
年
は
１
７
０
組
。
こ

れ
が
人
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
ハ
ブ
と
な
っ

て
い
る
。

飲
み
会
が
縁
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
袋
を

財
布
と
バ
ッ
グ
「
エ
ム
ピ
ウ
」

　

先
に
登
場
し
た
エ
ム
ピ
ウ
の
村
上
さ

ん
は
、
デ
ザ
ビ
レ
の
第
一
期
生
。
も
と

も
と
建
築
設
計
事
務
所
で
働
い
て
い
た

が
「
経
年
変
化
す
る
も
の
を
自
分
の
手

で
つ
く
り
た
く
て
」
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
修
業
し
た
あ
と
、
２
０
０

１
年
に
「
ｍ
＋
」
を
立
ち
上
げ
た
。
当

初
は
埼
玉
県
新
座
市
に
工
房
を
構
え
、

毎
月
一
回
こ
の
界
隈
ま
で
買
い
出
し
に

来
て
い
た
。

　
「
一
日
歩
い
て
も
『
あ
っ
、
買
い
忘

れ
た
！
』
と
い
う
こ
と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
で
し
た
。
逆
に
な
か
な
か
来
ら
れ
な

い
か
ら
『
買
っ
と
こ
う
か
な
』
と
必
要

な
い
も
の
ま
で
購
入
し
て
後
悔
し
た

り
」
と
笑
う
。

　

そ
ん
な
村
上
さ
ん
は
２
０
０
４
年
に

デ
ザ
ビ
レ
に
入
居
し
て
、
こ
の
エ
リ
ア

の
利
便
性
を
再
認
識
す
る
。「
必
要
な
も

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜蔵前｜台東区｜ものづくり

（注3）モノマチ

「台東モノづくりのマチづくり協会」が仕掛けるイベン
ト。第9回は2017年5月26～28日、店舗、メーカー、
問屋、職人工房など約170組が参加して開催された。

（注2）台東区の調査

総務省「経済センサス」（平成26年）による。
卸売業と小売業は分けて算出している。

台東区に集積するさまざまな産業を大まかに記した。青色部分は、かつて集積していた産業分布。赤色部分
は今の産業分布（「台東区産業振興計画（2017年4月更新）」第3章の図表「台東区産業分布マップ」およ
び鈴木淳さん提供資料により編集部作成）

鶯
谷

日
暮
里

JR山
手
線

上
野

御
徒
町

秋
葉
原

JR総武線 浅草橋

隅
田
川

白髭橋

桜橋

言問橋

吾妻橋駒形橋

厩橋

蔵前橋

昭
和
通
り 

明治通り
土
手
通
り

言問通り
馬
道
通
り

国
際
通
り

江
戸
通
り

浅草通り

合
羽
橋
道
具
街
通
り

春日通り

蔵前橋通り

皮革製品

履物
浅草寺
●

雷門
●

食器・
厨房器具

神・仏具

財布・バッグ

玩具・節句
人形・文具帽子・繊維・

手芸材料

貴金属・
宝石IT産業・

電気製品

ウインドー
ケース

バイク街

洋傘・ショール
文具

機械
類

カバン・袋物

台東区
ものづくり今昔map

（上）デザビレ入居中のデザイナー、沼本真希さん。
アクセサリーブランド「La Coquine」はすでに引き
合いが多い

（下）「carmine」のアトリエショップ。卒業生の中
村美香さんと沖高麗子（おきこまこ）さんがデザビ
レの目の前にオープンした

（上）「蔵前は人気がすごくて物件不足。今の卒業
生は少し北側に出店しています」と語る台東デザ
イナーズビレッジの「村長」こと鈴木淳さん

（下）第2回「モノマチ」に集う人々。デザビレそば
の佐竹商店街が人であふれた（提供：台東デザイ
ナーズビレッジ）
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の
は
そ
ろ
い
ま
す
し
、
自
転
車
で
回
れ

ば
用
事
が
済
む
。
便
利
だ
な
ー
と
」。

蔵
前
で
い
い
物
件
と
出
合
い
、
卒
業
後

に
工
房
を
開
く
。

　

自
分
一
人
で
事
業
を
始
め
る
と
な
る

と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
。
商
標

登
録
は
ど
う
や
る
の
か
、
こ
ん
な
金
具

を
つ
く
れ
る
人
は
い
な
い
か
…
…
。
そ

ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
は
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
同
期
生
や
鈴
木
村
長
は
も

ち
ろ
ん
、
モ
ノ
マ
チ
の
打
ち
合
わ
せ
で

顔
を
合
わ
せ
た
「
ご
近
所
さ
ん
」
に
も

助
け
ら
れ
た
。

　
「
モ
ノ
マ
チ
は
月
イ
チ
で
会
議
が
あ

り
、
終
わ
る
と
飲
み
に
行
く
の
で
す
が
、

た
ま
た
ま
隣
に
座
っ
た
の
が
紙
袋
を
つ

く
っ
て
い
る
職
人
さ
ん
。
そ
れ
ま
で
既

製
品
を
使
っ
て
い
た
の
で
、『
僕
の
も
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
！
』
と
お
願
い
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
縁
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
人
と
つ
な
が
り
ま
し
た
ね
」

　

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
は
、
ロ
ッ
ト

が
小
さ
か
っ
た
り
、
よ
く
知
ら
な
い
相

手
だ
と
取
引
し
づ
ら
い
傾
向
が
あ
る
。

で
も
台
東
区
の
事
業
で
あ
る
「
デ
ザ
ビ

レ
」
の
出
身
で
、
か
つ
モ
ノ
マ
チ
と
い

う
同
じ
目
的
で
集
ま
る
仲
間
な
ら
ば
そ

の
壁
は
低
く
な
る
。

　

気
さ
く
な
人
柄
の
村
上
さ
ん
は
、
今

で
は
す
っ
か
り
こ
の
近
辺
の
兄
貴
分
だ
。

「
オ
ッ
サ
ン
だ
か
ら
ね
」
と
謙
遜
す
る

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
で
相
談
を
受

け
た
り
、
逆
に
若
手
に
教
え
て
も
ら
っ

た
り
。
隅
田
川
を
越
え
た
墨
田
区
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
た
ち
と
も
つ
な
が
っ
て
い
て
、

卓
球
大
会
を
開
く
こ
と
も
。
都
会
と
は

思
え
な
い
濃
密
な
人
間
関
係
が
蔵
前
に

は
あ
る
。

う
ち
が
繁
盛
す
れ
ば

職
人
さ
ん
も
潤
う
か
ら

ノ
ー
ト
と
ペ
ン「
カ
キ
モ
リ
」

　

エ
ム
ピ
ウ
か
ら
歩
い
て
数
分
。
蔵
前

四
丁
目
の
築
50
年
の
ビ
ル
に
、
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
の
ノ
ー
ト
や
試
し
書
き
が
で

き
る
万
年
筆
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
色
の
イ
ン

ク
な
ど
を
そ
ろ
え
た
文
具
店
が
あ
る
。

２
０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
カ
キ

モ
リ
」
だ
。
株
式
会
社
ほ
た
か
の
広
瀬

琢
磨
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
。
親
会
社
は

広
瀬
さ
ん
の
祖
父
が
文
具
店
か
ら
興
し

て
今
は
オ
フ
ィ
ス
家
具
ま
で
総
合
的
に

扱
う
が
、
文
房
具
は
通
販
業
者
に
押
さ

れ
て
旗
色
が
悪
い
。

　

広
瀬
さ
ん
は
、
文
具
店
な
ら
で
は
の

専
門
性
が
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
た
。

　
「『
書
く
』
と
い
う
行
為
は
残
る
は
ず

で
す
。
な
ら
ば
ペ
ン
や
紙
な
ど
、
奥
深

い
知
識
が
必
要
な
分
野
に
特
化
す
れ
ば

勝
負
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

　

広
瀬
さ
ん
は
、
小
売
店
を
小
資
本
で

開
く
た
め
に
家
賃
の
安
い
東
京
の
東
エ

リ
ア
に
狙
い
を
定
め
、
浅
草
や
合
羽
橋

を
行
き
来
し
て
い
て
蔵
前
を
「
発
見
」

す
る
。「
人
は
歩
い
て
い
な
い
け
ど
、
目

的
買
い
の
お
客
さ
ま
を
想
定
し
て
い
ま

し
た
し
、
当
時
は
空
き
家
だ
ら
け
で
安

｜KURAMAE｜Taito-ku

今回の取材先、撮影場所など関連ポイント。青色部分はかつて幕府の御米蔵があったエリア（台東区発行
『重ね地図で江戸を訪ねる 上野・浅草・隅田川 歴史散歩』などを参考に編集部作成）

蔵前橋

鳥越神社

●carmine

●台東デザイナーズ
　ビレッジ

●カキモリ
Cielo y Rio

●
●Nui.

HOSTEL &
BAR LOUNGE

m+●

隅
田
川

新御徒町駅

浅草橋駅

両国駅

JR総武線

首
都
高
速

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

つくばエクスプレス

都営大江戸線蔵前駅

仲
御
徒
町
駅

秋
葉
原
駅

●三味線堀跡

佐
竹
商
店
街

↑合羽橋道具街

江
戸
通
り

●蔵前一丁目

●
KONCENT蔵前

線
蔵
前
駅

都
営
浅
草

蔵前で訪ねた
取材場所

（上）「カキモリ」をゼロからつくり上げた広瀬琢磨さ
んは、外資系医療機器メーカーからの転身組。新
鮮な目で文房具の可能性を探る

（下）試し書きができる万年筆やボールペン。価格
は1000円から3万円くらいまで。書き味、使い心
地などのコメントも添えられている

（上）イタリアのフィレンツェで2年ほど修業したあと
「m＋（エムピウ）」を立ち上げた村上雄一郎さん。
この近辺の兄貴的存在だ

（下）ナイフで型紙に沿って革を切り出していく村
上さんの手
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か
っ
た
か
ら
」
と
笑
う
広
瀬
さ
ん
は
、

蔵
前
を
調
べ
る
う
ち
に
思
い
が
け
な
い

こ
と
を
知
る
。

　
「
文
房
具
に
関
す
る
地
場
産
業
が
あ

っ
た
の
で
す
。
か
つ
て
隅
田
川
は
紙
を

運
ぶ
ル
ー
ト
で
、
こ
こ
で
加
工
し
た
も

の
を
日
本
橋
界
隈
に
売
っ
て
い
た
。
だ

か
ら
加
工
所
や
印
刷
所
、
問
屋
が
あ
る

よ
う
で
す
」

　

カ
キ
モ
リ
の
「
た
の
し
く
、
書
く

人
。」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
す
の

が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ノ
ー
ト
だ
。
実

は
、
ノ
ー
ト
の
表
紙
や
用
紙
、
留
め
具
、

ゴ
ム
紐
な
ど
の
部
材
す
べ
て
を
、
歩
け

る
距
離
に
あ
る
職
人
や
企
業
に
つ
く
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
抜
き
や
貼
り
が
必

要
な
封
筒
も
だ
。
仕
上
が
っ
た
部
材
は

自
分
た
ち
で
引
き
取
り
に
行
く
。
小
ロ

ッ
ト
で
対
応
し
て
く
れ
る
産
業
の
集
積

が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
職

人
は
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
問
題
も

あ
る
。
広
瀬
さ
ん
は
「
カ
キ
モ
リ
が
繁

盛
す
れ
ば
職
人
さ
ん
も
潤
う
か
ら
」
と

す
ぐ
そ
ば
に
今
の
３
倍
の
面
積
の
店
舗

を
確
保
し
、
移
転
を
計
画
中
だ
。

　

現
在
20
社
ほ
ど
に
協
力
を
仰
い
で
い

る
が
、
当
初
は
つ
て
が
な
い
。
突
破
口

と
な
っ
た
の
は
顔
の
広
い
エ
ム
ピ
ウ
の

村
上
さ
ん
。
職
人
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

人
づ
て
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。「
モ
ノ
マ

チ
」
に
初
回
か
ら
参
加
し
た
こ
と
も
、

地
域
に
つ
な
が
る
追
い
風
と
な
っ
た
。

　
「
こ
こ
で
驚
く
の
は
、
人
の
つ
な
が

り
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。

一
度
つ
な
が
っ
た
ら
ず
っ
と
面
倒
を
み

て
く
れ
ま
す
、
職
人
さ
ん
も
個
々
の
お

店
も
で
す
。
東
京
で
は
失
わ
れ
た
と
思

っ
て
い
た
も
の
が
、
こ
こ
に
は
残
っ
て

い
る
ん
で
す
」

頼
り
合
わ
な
い
か
ら

お
も
し
ろ
い

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ト「
K
O
N
C
E
N
T
」

　

カ
キ
モ
リ
か
ら
南
へ
２
０
０
ｍ
ほ
ど

行
く
と
、「
蔵
前
二
丁
目
」
の
交
差
点
に

出
る
。
そ
の
向
か
い
側
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
蔵
前
本
店
」
が
あ
る
。
２
０
０

２
年
に
「
デ
ザ
イ
ン
と
も
の
づ
く
り
を

通
し
て
世
の
中
を
元
気
に
す
る
こ
と
」

を
目
指
し
て
創
業
し
た
ア
ッ
シ
ュ
コ
ン

セ
プ
ト
の
直
営
店
で
、
２
０
１
２
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
生
活
用
品
が
並
ぶ
が
、

よ
く
見
る
と
一
風
変
わ
っ
た
商
品
ば
か

り
。
代
表
作
の
一
つ
が
、
お
湯
を
注
い

だ
カ
ッ
プ
麺
の
フ
タ
を
一
生
懸
命
押
さ

え
る
姿
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
「+d

Cup 
m

en

（
カ
ッ
プ
メ
ン
）」。
時
間
が
経
つ
と
色

が
変
わ
る
。
そ
ん
な
遊
び
心
の
あ
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
製
品
を
見
出
し
生
活
者
に

届
け
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
の
名な

ご

や
児
耶
秀ひ
で
よ
し美
さ
ん
は
、

隅
田
川
対
岸
の
墨
田
区
で
生
ま
れ
、
浅

草
寺
の
前
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
。

駒
形
で
創
業
し
て
以
来
、
ず
っ
と
こ
の

近
辺
に
い
る
。

　
「
ど
う
し
て
蔵
前
か
っ
て
？ 

デ
ザ
イ

ン
関
係
は
山
の
手
に
拠
点
を
置
く
人
が

多
い
け
れ
ど
、
私
に
は
人
工
的
な
ま
ち

と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
の
点
、

こ
こ
は
昔
か
ら
人
が
住
ん
で
い
て
、
蕎

麦
屋
と
か
豆
腐
屋
と
か
古
く
て
い
い
も

の
が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
。
私
も
未

だ
に
新
し
い
発
見
を
す
る
ん
で
す
よ
」

　

K
O
N
C
E
N
T
の
店
舗
は
玩
具

の
卸
企
業
が
40
年
前
に
建
て
た
倉
庫
だ
。

名
児
耶
さ
ん
は
「
浅
草
橋
ま
で
が
浅
草

寺
の
参
道
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
昔

の
地
図
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
こ
に

は
玩
具
屋
さ
ん
が
多
い
ん
で
し
ょ
う

ね
」
と
言
う
。

　

直
営
店
を
出
す
気
に
な
っ
た
の
は
、

エ
ム
ピ
ウ
の
村
上
さ
ん
や
カ
キ
モ
リ
の

広
瀬
さ
ん
と
い
っ
た
若
い
世
代
が
「
わ

さ
わ
さ
し
は
じ
め
た
と
聞
い
た
」（
名
児

耶
さ
ん
）
か
ら
。「
お
も
し
ろ
い
！ 

私
も

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に
シ
ョ
ッ
プ
を

出
そ
う
」
と
物
件
を
探
し
た
。
鈴
木
村

長
、
村
上
さ
ん
、
広
瀬
さ
ん
な
ど
み
ん

な
と
仲
が
い
い
。
理
由
を
問
う
と
「
な

ん
だ
ろ
う
ね
。
都
会
な
の
に
不
思
議
と

つ
な
が
る
ん
だ
よ
ね
」
と
考
え
た
あ
と
、

こ
う
言
葉
を
継
い
だ
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
が
力
の
あ
る
人
た
ち
で
、

頼
り
合
っ
て
い
な
い
か
ら
、
か
な
。
志
を

も
っ
て
い
る
お
も
し
ろ
い
人
た
ち
と
は
、

つ
な
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
ね
」

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜蔵前｜台東区｜ものづくり

「KONCENT」の店内。玩具卸会社の倉庫を、壁だけ白く塗ってほぼ原型のま
ま使っている。両サイドのキャットウォークは名児耶さんのお気に入り

隅田川テラスを毎朝走るアッシュコンセ
プトの名児耶秀美さん。「グラフィックは
空間があるとバランスよく組める。隅田
川の空間も人間にバランスをもたらすも
のだね」と水辺の魅力を語る

自分で組み立てられる小さなロボット
「FACTORY ROBO」。KONCENTに
はこうした遊び心のある製品が並ぶ
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濃
密
な
の
に
閉
じ
て
い
な
い

蔵
前
の「
人
と
人
」の
関
係

　

お
も
し
ろ
い
人
が
集
ま
る
ま
ち
。
そ

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
の
は
個
性
的

な
飲
食
ス
ペ
ー
ス
だ
。
蔵
前
の
隅
田
川

沿
い
に
そ
う
し
た
店
が
2
軒
あ
る
。
２

０
１
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「Cielo

y  
Rio

」（
シ
エ
ロ 

イ 

リ
オ
）
と
、
翌
年
に
で
き

た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「N

ui. H
O

ST
EL 

&
BA

R LO
U

N
GE

」（N
ui.

）。
い
ず
れ
も

倉
庫
を
改
修
し
、
隅
田
川
と
い
う
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
つ
く
り
で
あ
る
。

　

シ
エ
ロ 

イ 

リ
オ
の
店
長
を
務
め
る

吉
田
浩
介
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
ビ
ル

は
か
つ
て
楽
器
店
の
倉
庫
。「
川
側
に
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
窓

を
つ
け
ま
し
た
。
隅
田
川
が
見
え
る
窓

際
の
席
か
ら
予
約
が
入
っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
す
。

　

N
ui.

を
は
じ
め
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

４
カ
所
で
手
が
け
るBackpackers

’

Japan

の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
、
桐
村
琢
也
さ
ん
は
、

「
天
井
の
高
さ
と
開
放
感
、
そ
し
て
川
沿

い
が
決
め
手
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

２
階
か
ら
上
階
が
客
室
で
、
１
階
は
誰

で
も
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
ラ
ウ
ン

ジ
だ
。

　

今
回
お
話
を
聞
い
た
鈴
木
村
長
、
村

上
さ
ん
、
広
瀬
さ
ん
、
名
児
耶
さ
ん
は
、

こ
の
２
店
を
よ
く
訪
れ
る
。
村
上
さ
ん

が
卓
球
大
会
を
開
い
た
の
は
シ
エ
ロ 

イ 

リ
オ
の
上
階
の
卓
球
バ
ー「
リ
バ
ヨ

ン
」
だ
。N

ui.

で
モ
ノ
マ
チ
の
打
ち
上

げ
が
あ
る
と
き
は
「
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
失
礼
が
な
い
よ
う
に
ス
タ
ッ

フ
の
陣
容
を
厚
く
し
ま
す
」
と
桐
村
さ

ん
は
笑
う
。

　

蔵
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は

隅
田
川
に
端
を
発
す
る
分
厚
い
歴
史
の

う
え
に
、
今
を
生
き
る
人
た
ち
が
ゆ
る

や
か
に
つ
な
が
り
つ
つ
互
い
に
触
発
し

合
っ
た
こ
と
が
花
開
い
た
の
だ
と
思
う
。

な
ぜ
人
と
人
が
つ
な
が
る
の
か
明
快
な

答
え
は
な
い
が
、
一
人
で
は
完
結
し
な

い
分
業
制
の
も
の
づ
く
り
を
し
て
き
た

旧
住
民
の
面
倒
見
の
よ
さ
、
よ
そ
者
を

排
除
し
な
い
懐
の
深
さ
が
地
域
の
土
壌

と
し
て
あ
る
。
そ
の
恩
を
受
け
た
人
た

ち
が
、
次
の
世
代
に
も
同
じ
よ
う
に
接

す
る
こ
と
で
、
蔵
前
の
地
域
性
は
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

（
2
0
1
7
年
8
月
3
、
4
、
12
、
16
、
17
日
取
材
）

｜KURAMAE｜Taito-ku

｜蔵前｜ものづくり

（上）玩具店の倉庫だったビルを再
生したゲストハウス「Nui. HOSTEL 
& BAR LOUNGE」。１階のラウンジ
スペースは誰でも利用できる。2012
年オープン

（右）Nui .  HOSTEL &  BAR 
LOUNGEのマネージャーを務め、
Backpackers’JapanのCFOでもあ
る桐村琢也さん

（上）シエロ イ リオの店長で株
式会社バルニバービウィルワー
クスの取締役も務める吉田浩
介さん

（右）隅田川のロケーションを
活かし、築40年のビルをリノベ
ーションしたカフェレストラン

「Ciero y Rio（シエロ イ リ
オ）」。2011年オープン
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化政文化を生んだ武士と
町人の交流 ｜｜本所割下水と葛飾北斎

『絵本隅田川両岸一覧』（両国）
北斎の狂歌絵本の代表作。両国橋の両側には火
除地として広小路が設けられ、上野、浅草と並ぶ江
戸の盛り場として賑わった（すみだ北斎美術館蔵）

本所深川町屋絵図（旧幕府引継書）
本所割下水の位置を記す。南側が今の北斎通りで、北側は
春日通りにあたる（国立国会図書館蔵）

隅田川右岸から上流の両国橋を望む。北斎は生涯のほとんどを左岸の墨田区内で過ごした

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜本所｜墨田区｜掘割と文化

「明暦の大火」（1657年［明暦3］）をきっかけに、隅田川左岸の湿地帯を
開拓するためにつくられた掘割の一つに本

ほ ん じ ょ

所割
わ り

下
げ

水
す い

がある。これは、
建築資材を舟で運び込む「運搬路」でもあった。このそばで生まれた
のが浮世絵師の葛飾北斎だ。北斎が生涯離れなかった本所界隈は、
士農工商の身分を超えた文化の発信地だった。すみだ北斎美術館 
学芸員の五味和之さんに、本所割下水と北斎についてお聞きした。

竪川
大
横
川

横
十
間
川

大
川（
隅
田
川
）

両国橋

本所割下水（北）

本所割下水（南）

Kazuyuki Gomi
1958年生まれ。大正大学文学部卒
業、同大学院文学研究科修士課程
修了。墨田区文化財保護指導員や
文化センター講師を経て2009年から
現職（墨田区文化振興財団職員）。
2016年、美術館開館と同時に教育・
普及を担当。

インタビュー

五味和之さん

すみだ北斎美術館 学芸員
（教育普及担当）
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防
災
都
市
と
し
て

開
発
さ
れ
た
本
所

　

北き
た
じ
ゅ
っ
け
ん

十
間
川
を
は
さ
み
北
部
の
向
島
区

と
南
部
の
本
所
区
が
１
９
４
７
年
（
昭

和
22
）
に
統
合
し
て
誕
生
し
た
の
が
墨

田
区
で
す
。
江
戸
時
代
初
期
ま
で
、
南

側
は
わ
ず
か
な
干
潟
に
人
家
が
点
在
す

る
荒
れ
た
湿
地
帯
で
し
た
。

　

本
所
地
域
が
開
発
さ
れ
た
の
は
明
暦

の
大
火
以
降
。
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
の

移
転
先
と
し
て
、
10
万
人
余
り
の
遺
骨

を
葬
る
場
所
と
し
て
、
さ
ら
に
は
防
災

都
市
計
画
と
し
て
、
幕
府
は
本
所
地
域

を
開
拓
整
備
し
、
新
た
な
ま
ち
な
み
を

形
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
江
戸
市

中
は
江
戸
城
を
中
心
に
旗
本
屋
敷
を

「
の
」
の
字
に
配
置
す
る
軍
事
要
塞
的

な
ま
ち
づ
く
り
で
し
た
が
、
明
暦
の
こ

ろ
と
も
な
れ
ば
幕
政
は
安
定
し
外
敵
の

脅
威
も
薄
れ
て
い
た
の
で
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
も
っ
と
も
機
能
的
な
碁
盤
目

状
に
区
画
整
理
し
た
の
で
す
。

　

両
国
橋
を
架
け
、
市
中
に
防
火
堤
や

火
除
け
地
を
設
け
、
竪た
て

川
、
大
横
川
、

北
十
間
川
、
横
十
間
川
な
ど
を
縦
横
に

開
削
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
河
は
今

も
残
り
ま
す
が
、
暗あ
ん
き
ょ渠
と
な
っ
た
用
水

路
に
「
割
下
水
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
道
路
を
割
っ
て
掘
削
し
、

建
築
資
材
を
運
ぶ
舟
が
通
っ
た
り
、
排

水
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
割

｜HONJO｜Sumida-ku

1910年（明治43）（右）と関東
大震災以前（左）の本所割下水

（南割下水）。下水と名づけら
れているものの水はきれいで、
飲み水（上水）以外の生活水と
して使われていたという（墨田
区立ひきふね図書館蔵）

本所割下水（南割下水）は昭和初期に暗渠となり、1994年（平成6）から
「北斎通り」と命名された。本所七不思議の舞台の一つとしても知られる
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下
水
は
２
本
あ
っ
て
、
現
在
の
北
斎
通

り
が
「
南
割
下
水
」、
春
日
通
り
が

「
北
割
下
水
」
で
、
東
西
に
貫
通
し
て

い
た
の
で
す
。
た
ん
に
「
割
下
水
」
と

い
う
と
南
割
下
水
近
辺
を
指
し
、
北
斎

通
り
の
名
は
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北
斎
の

生せ
い

地ち

だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

隅
田
川
を
両
国
橋
で
渡
っ
た
割
下
水

周
辺
の
本
所
地
域
こ
そ
、
後
の
文
化
文

政
期
（
1
8
0
4
～
1
8
3
0
）
を
最
盛
期

と
す
る
江
戸
町
人
文
化
「
化
政
文
化
」

（
注
１
）
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
む
淵え

ん
げ
ん源

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

五
代
将
軍
綱
吉
（
1
6
4
6
～
1
7
0
9
）

の
時
代
に
実
施
さ
れ
た
ま
ち
な
み
の
再

整
備
で
す
。

江
戸
の
文
化
を
育
ん
だ

「
身
分
を
超
え
た
つ
な
が
り
」

　

本
所
の
再
整
備
は
、
原
因
は
津
波
な

ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
地
上
90
㎝
に
達

す
る
大
水
が
出
た
た
め
で
す
。
幕
府
は

本
所
の
土
地
を
い
っ
た
ん
公
収
し
、
武

士
は
元
の
屋
敷
に
戻
ら
せ
、
町
人
に
も

補
償
金
を
出
し
て
西
側
に
移
転
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
都
市
計
画
の
練
り
直
し
の

時
期
に
代
替
わ
り
し
た
将
軍
が
綱
吉
で

す
。
初
の
徳
川
直
系
で
は
な
い
政
権
な

の
で
力
ず
く
で
抑
え
よ
う
と
す
る
軍
事

的
な
色
彩
が
強
く
、
武
士
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
へ
と
仕
切
り
直
し
ま
す
。
碁

盤
目
状
の
ま
ち
な
み
は
残
し
た
の
で
す

が
、
よ
り
細
か
く
区
割
り
し
、
道
も
狭

く
し
て
、
旗
本
・
御
家
人
地
を
多
く
設

け
、
与
力
・
同
心
の
組
屋
敷
や
、
雑

兵
・
足
軽
の
官
舎
も
置
き
ま
し
た
。
ゆ

っ
た
り
し
た
防
災
都
市
か
ら
、
武
士
の

比
率
が
高
い
軍
事
都
市
へ
と
若
干
の
修

正
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
町
割

は
現
在
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
武
士
と
町

人
の
交
流
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
文
化

を
生
み
ま
し
た
。
旗
本
・
御
家
人
な
ど

の
下
級
武
士
は
３
日
に
１
回
く
ら
い
し

か
仕
事
が
な
く
、
下
手
を
す
る
と
裃
か
み
し
もを

質
に
入
れ
る
ほ
ど
生
活
に
困
窮
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
町
人
は
、
そ
こ
そ
こ
カ

ネ
は
あ
る
も
の
の
暇
つ
ぶ
し
の
娯
楽
に

飢
え
て
い
る
。
カ
ネ
の
な
い
暇
人
と
カ

ネ
の
あ
る
暇
人
が
隣
り
同
士
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
「
お
武
家

さ
ん
、
あ
ん
た
読
み
書
き
で
き
て
漢
籍

も
古
典
も
知
っ
て
る
な
ら
、
お
も
し
ろ

い
話
を
書
い
て
く
れ
な
い
か
、
カ
ネ
は

出
す
か
ら
」
と
い
う
話
に
な
る
わ
け
で

す
。

　

武
士
に
す
れ
ば
、
例
え
ば
高
屋
彦
四

郎
の
本
名
で
は
ま
ず
い
か
ら
柳
り
ゅ
う
て
い
た
ね
ひ
こ

亭
種
彦

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
作
品
を
出
す
。

そ
れ
が
当
た
っ
て
、
次
か
ら
次
へ
と
作

品
を
書
き
、
ど
ん
ど
ん
芝
居
小
屋
に
か

か
る
。
し
ま
い
に
は
作
家
を
と
る
か
武

士
を
と
る
か
幕
府
に
迫
ら
れ
筆
を
折
っ

た
山さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

東
京
伝
の
よ
う
な
人
気
戯
作
者
も

出
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
し
た
素
養
あ

る
下
級
武
士
が
多
く

住
ん
で
い
た
の
が
本

所
地
域
で
し
た
。
町

人
も
商
人
も
武
士
も

農
民
も
渾
然
一
体
と

な
っ
て
い
た
本
所
の

よ
う
な
地
域
は
江
戸

じ
ゅ
う
探
し
て
も
そ

う
そ
う
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
文
化
は
混

沌
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
戯
作
や

浮
世
絵
な
ど
江
戸
文
化
が
爆
発
す
る
導

火
線
に
い
つ
火
が
着
い
て
も
お
か
し
く

な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

本
所
割
下
水
に
生
ま
れ

93
回
引
っ
越
し
た
絵
師

　

そ
ん
な
江
戸
文
化
を
代
表
す
る
浮
世

絵
師
の
一
人
が
葛
飾
北
斎
（
注
２
）
で
す
。

本
所
割
下
水
で
生
ま
れ
た
北
斎
の
父
親

は
川
村
氏
と
し
か
わ
か
ら
ず
、
武
士
か

町
人
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
母
方
の

先
祖
は
赤
穂
浪
士
に
討
ち
取
ら
れ
た
吉

良
上
野
介
の
家
臣
、
小
林
平
八
郎
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

幕
府
の
御
用
鏡
師
で
あ
る
中
島
伊
勢

の
養
子
に
な
り
、
６
歳
か
ら
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
19
歳
で
版
木
彫
り
の

仕
事
を
辞
め
、
浮
世
絵
師
の
勝
川
春
章

に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

　

当
時
と
し
て
は
異
例
の
90
歳
と
い
う

長
寿
を
全
う
し
た
北
斎
は
、
最
晩
年
に

至
る
ま
で
旺
盛
な
創
作
活
動
を
続
け
、

多
種
多
彩
な
画
業
を
残
し
ま
し
た
が
、

実
に
生
涯
93
回
に
わ
た
る
「
引
っ
越
し

魔
」
だ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
敷
金
・
礼
金
も
な
け
れ
ば
鍋
釜
さ

え
損
料
屋
（
今
の
レ
ン
タ
ル
店
）
か
ら
借
り

ら
れ
た
時
代
な
の
で
、
気
軽
に
身
一
つ

で
た
び
た
び
引
っ
越
す
こ
と
も
可
能
で

し
た
。

　

な
ぜ
北
斎
は
そ
ん
な
に
住
ま
い
を
変

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
カ
ネ
遣
い
の
荒

い
孫
か
ら
逃
げ
て
い
た
、
掃
除
嫌
い
で

家
が
汚
れ
る
た
び
に
取
り
替
え
た
、
先

輩
の
仏
教
学
者
が
願
掛
け
で
百
度
転
居

し
た
の
に
倣
っ
た
…
…
な
ど
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
あ
ま
り
よ
い
話
で

は
な
い
の
で
、
墨
田
区
と
し
て
は
「
創

作
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
た

め
頻
繁
に
環
境
を
変
え
た
」
と
説
明
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

浮
世
絵
は
薄
利
多
売
で
す
か
ら
版
元

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜本所｜墨田区｜掘割と文化

『北斎仮宅之図』
北斎の弟子が描いた晩年の北斎と三女・応為（おう
い）。衣食などに無頓着で、散らかった部屋で作画三
昧だったことが窺える（国立国会図書館蔵）

（注１）化政文化

文化・文政（ぶんかぶんせい）（1804～1830）ころの江戸
中心の町人文化。人情本や俳諧、川柳などが流行し、浄瑠
璃や歌舞伎、浮世絵も盛んだった。
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は
儲
か
り
ま
す
が
絵
師
は
潤
い
ま
せ
ん
。

殿
様
や
豪
商
の
仲
間
内
で
配
る
会
員
限

定
の
豪
華
絢
爛
で
高
価
な
摺
絵
や
枕
絵

（
春
画
）
で
絵
師
は
生
計
を
立
て
て
い
ま

し
た
。　

　

北
斎
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

は
１
９
９
９
年
（
平
成
11
）
に
ア
メ
リ
カ

の
『
ラ
イ
フ
』
誌
が
「
こ
の
千
年
に
偉

大
な
業
績
を
残
し
た
百
人
」
と
し
て
北

斎
を
讃
え
る
ま
で
、
日
本
で
は
「
技
巧

を
凝
ら
し
た
枕
絵
師
」
と
の
偏
見
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
、
嫌
う
人
も
多
か

っ
た
の
で
す
。

マ
ル
チ
な
才
人
が

生
涯
追
っ
た
画
題「
水
」

　

独
自
の
遠
近
法
や
想
像
力
を
駆
使
し

た
鳥
瞰
図
な
ど
技
巧
に
優
れ
て
い
た
の

み
な
ら
ず
、
北
斎
は
多
方
面
に
才
能
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　

風
景
は
も
ち
ろ
ん
人
物
も
得
意
で
読

本
の
挿
絵
も
描
き
、
煙
管
や
櫛
の
デ
ザ

イ
ン
も
す
れ
ば
、
絵
画
の
技
法
を
手
ほ

ど
き
す
る
教
育
者
で
も
あ
り
、
巨
大
な

箒ほ
う
きに

墨
汁
を
付
け
て
達
磨
を
描
い
た
か

と
思
え
ば
米
粒
に
雀
を
描
く
な
ど
、
時

に
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
ほ
ど
幅
広
く
活
躍
し
た
浮
世

絵
師
は
ほ
か
に
い
ま
せ
ん
。
一
つ
所
に

留
ま
ら
ず
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
挑
戦
を

続
け
、
90
歳
で
世
を
去
る
直
前
ま
で
絵

筆
を
離
さ
ず
「
あ
と
５
年
、
天
が
命
を

与
え
て
く
れ
れ
ば
ほ
ん
と
う
の
絵
師
に

な
れ
る
の
に
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
た
め
に
引
っ
越

し
を
繰
り
返
し
た
」
と
い
う
墨
田
区
の

「
公
式
見
解
」
も
、
あ
な
が
ち
的
外
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
北
斎
が
、
こ
れ
だ
け
は
一
貫

し
て
追
究
し
た
画
題
、
そ
れ
が
「
水
」

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
形
の
な
い
水
を

ど
う
捉
え
、
海
、
波
、
川
、
滝
を
い
か

に
描
く
か
。
40
代
半
ば
で
描
い
た
『
賀

奈
川
沖
本
杢
乃
図
』
と
70
代
で
描
い
た

『
冨
嶽
三
十
六
景　

 

神
奈
川
沖
浪
裏
』

を
比
べ
る
と
、
波
の
表
現
の
巧
拙
は
一

目
瞭
然
。
今
に
も
水
し
ぶ
き
が
か
か
る

よ
う
な
後
者
の
迫
力
は
、
ま
る
で
３
Ｄ

映
像
の
よ
う
で
す
。

　

93
回
の
引
っ
越
し
で
は
小
石
川
や
浅

草
に
も
行
き
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
隅
田

川
沿
岸
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
隅
田
川
も

よ
く
描
き
ま
し
た
。
富
士
山
を
望
む
悠

揚
た
る
川
の
流
れ
と
、
そ
の
周
辺
に
生

き
る
人
々
の
活
気
。
そ
れ
こ
そ
北
斎
が

生
涯
変
わ
ら
ず
魅
了
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。（

２
０
１
７
年
８
月
１
日
取
材
）

化政文化を生んだ武士と町人の交流

｜本所｜掘割と文化

｜HONJO｜Sumida-ku

（注２）葛飾北斎

江戸後期の浮世絵師（1760～1849）。江戸本所割下水の川村家に生まれ
る。春朗・宗理・画狂人などたびたび号を変えた。勝川春章の門で浮世絵を、ま
た狩野派・土佐派・西洋画などからも画技を学ぶ。マネ、モネらフランス印象派
の画家に大きな影響を与えた。代表作に『冨嶽三十六景』『北斎漫画』など。

（上）『賀奈川沖本杢乃図』
文化前期（1804～09）に描かれた洋風版画。の
ちの『冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏』に連なる
構図だ

（中）『冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏』
1831年（天保2）ごろに描かれた。『賀奈川沖本
杢乃図』と比べると波の表現が進化していること
がわかる

（下）『冨嶽三十六景　御厩川岸より両国橋夕
陽見』
御厩川岸は今の厩橋付近。両国橋が下流にあ
り、その向こうには富士山が描かれている

（3点とも、すみだ北斎美術館蔵）
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江
戸
の
掘
割
と

現
代
の
カ
フェ

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜深川｜江東区｜材木とカフェ

慶長年間（1596-1615）、摂津国から来た深川八郎右衛門によって隅田川河
口が埋め立てられ、「深川村」と命名されたことに始まる深川は、１６５７年（明
暦３）の「明暦の大火」から急速に発展。日本橋や神田にあった貯木場が
深川、そしてさらに東の木場へと移り、また社寺の移転も相次いだ。今、この
深川の「運河」「材木倉庫」「寺町」という地域の資産がカフェを呼び込む
など、思いがけず新たな賑わいを生んでいる。中川船番所資料館の久染健
夫さんの案内で、深川エリアを巡った。

Takeo Hisazome
江東区中川船番所資料館
1956年（昭和31）東京都江東区
生まれ。中川船番所資料館や深
川江戸資料館で学芸員として勤
務。館内の案内だけでなく、江東区
のまち歩きイベントの講師も務める。

『江東区の民俗（深川編）』の執筆
にも携わった。

深川案内人

久染健夫さん

深
川
今
昔
ま
ち
歩
き

木場公園そばの仙台堀川北岸にある
「cafe copain」の店内。板壁の下の
コンクリートは、かつての堤防護岸だ
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関
東
一
円
の
水
系
と

江
戸
市
中
を
結
ぶ
川

　

水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
バ
ス
が
川
の
中

へ
ダ
イ
ブ
し
た
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
R

出
発
の
水
陸
両
用
観
光
バ
ス
「
ス
カ
イ

ダ
ッ
ク
」
が
飛
び
込
む
の
は
、
旧
中
川

が
荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
に
注
ぐ
南
端
付

近
。
こ
こ
か
ら
西
へ
延
び
て
い
る
一
本

の
川
が
あ
る
。
東
端
の
番
所
橋
に
立
っ

て
西
側
を
眺
め
る
と
一
直
線
に
見
通
せ

る
の
で
、
人
工
運
河
と
わ
か
る
。
両
岸

に
は
遊
歩
道
。
水
面
の
近
く
を
気
持
ち

よ
く
散
歩
で
き
そ
う
だ
。

　

旧
中
川
と
隅
田
川
を
東
西
に
結
ぶ
こ

の
小お

な

ぎ
名
木
川が

わ

こ
そ
「
利
根
川
な
ど
関
東

一
円
の
水
系
と
江
戸
市
中
の
水
路
を
結

ん
で
い
た
物
資
運
搬
の
玄
関
口
」
と
話

す
の
は
、
江
戸
時
代
に
船
番
所
が
位
置

し
て
い
た
小
名
木
川
東
端
近
く
に
あ
る

中
川
船
番
所
資
料
館
の
久
染
健
夫
さ
ん
。

徳
川
家
康
が
行
徳
産
の
塩
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
運
ぶ
た
め
江
戸
に

入
府
し
て
最
初
に
開
削
し
た
運
河
が
小

名
木
川
だ
と
い
う
。
縦
横
に
水
路
が
走

る
「
水
の
ま
ち
」
江
戸
の
開
幕
を
告
げ

た
運
河
が
、
４
２
０
年
の
時
を
超
え
て

埋
め
立
て
ら
れ
ず
残
っ
て
い
る
の
は
感

慨
深
い
。

　

家
康
は
江
戸
湾
に
注
い
で
い
た
利
根

川
を
銚
子
河
口
へ
至
る
流
路
に
付
け
替

え
る
な
ど
、
関
東
一
円
の
水
運
網
を
整

備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
危
険
を
伴
う

海
運
や
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
陸
路
を
使
っ
て

い
た
東
北
諸
藩
か
ら
江
戸
へ
の
廻
米
が
、

河
川
を
通
じ
て
ス
ム
ー
ズ
に
運
搬
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
橋
界
隈
か
ら

隅
田
川
、
小
名
木
川
、
船
堀
川
（
現
・
新

川
）
を
経
て
江
戸
川
、
利
根
川
水
系
へ

と
つ
な
が
る
舟
運
の
公
式
ル
ー
ト
が
定

め
ら
れ
た
。

　

小
名
木
川
の
北
岸
に
は
、
摂
津
国
出

身
の
深
川
八
郎
右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
拓ひ
ら

か
れ
た
深
川
村
が
発
展
。
南
岸
に
は
、

東
北
・
関
東
方
面
か
ら
大
船
で
来
た
荷

物
を
小
船
に
小
分
け
し
て
江
戸
市
中
に

届
け
る
人
た
ち
が
多
く
住
み
、
船
大
工

も
目
立
っ
た
こ
と
か
ら
海
辺
大
工
町
と

呼
ば
れ
た
。

　

江
東
区
深
川
地
域
が
水
運
流
通
の
結

節
点
と
し
て
栄
え
た
痕
跡
を
、
久
染
さ

ん
の
案
内
で
た
ど
っ
て
み
る
。

貸
蔵
が
掘
割
沿
い
に

建
ち
並
ん
だ「
蔵
の
ま
ち
」

　

小
名
木
川
の
河
口
に
架
か
る
万
年
橋

❶（
P
・
31
の
地
図
参
照
）
を
南
下
し
、

清
澄
公
園
西
端
を
左
に
見
て
進
め
ば
、

清
川
橋
で
仙
台
堀
川
を
渡
る
。
こ
こ
か

ら
南
西
方
向
に
下
る
の
が
大
島
川

西に
し
し
せ
ん

支
川
。
そ
の
運
河
に
沿
っ
て
右
に
折

れ
る
と
小
さ
な
「
中
の
堀
公
園
」
が
現

れ
た
❷
。

「
こ
の
佐
賀
町
（
注
）
あ
た
り
が
『
蔵
の

ま
ち
深
川
』
の
中
心
地
で
し
た
」
と
久

染
さ
ん
が
江
戸
古
地
図
を
示
す
。
今
も

残
る
仙
台
堀
川
、
大
島
川
西
支
川
の
ほ

か
に
も
掘
割
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い

た
。
水
運
流
通
の
拠
点
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
つ
ま
り
、
荷
揚
げ
さ
れ
た
物
資

を
保
管
す
る
蔵
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
深
川
の
蔵
の
特
徴
は
『
貸
蔵
』
で
す
。

特
に
三
井
家
が
点
在
す
る
土
地
を
多
く

も
ち
、
貸
蔵
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

深
川
で
ひ
と
旗
上
げ
よ
う
と
商
い
を
始

め
る
人
が
借
り
た
り
、
商
品
が
大
量
に

入
荷
し
た
と
き
臨
時
に
借
り
る
な
ど
、

便
利
に
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
」

と
久
染
さ
ん
。

　

公
園
奥
の
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
、
会

社
ビ
ル
に
は
さ
ま
れ
て
、
ま
だ
水
路
が

残
さ
れ
て
い
た
。
古
地
図
を
見
る
と
、

｜FUKAGAWA｜Koto-ku

（注）佐賀町

江戸時代は深川佐賀町と呼ばれていた。
現在の佐賀一丁目と佐賀二丁目にあたる。

本所深川町屋絵図（旧幕府引継書）
中川番所と小名木川の位置関係を記す。幕末の
史料と思われるが、江東区域の大きな掘割は今も
かなり残っていることがわかる（国立国会図書館蔵）

竪川

北十間川

大
横
川

横
十
間
川

中
川（
旧
中
川
）

大
川（
隅
田
川
）

両国橋

本所割下水（北）

本所割下水（南）

中川番所

新大橋

小名木川

仙台堀川

永代橋

番所橋から西に向かって
望む小名木川の風景

佐賀稲荷神社の境内にある力石（右）と天水桶（左）



隅
田
川

豊
洲
運
河

The Cream of 
The Crop Coffee

●深川江戸資料館
中の堀公園

●
●

佐賀稲荷神社

霊巌寺

●食糧ビル跡

LYURO 東京清澄 ●
●

平
久
川

東京メトロ半蔵門線清澄白河駅

木場駅 東陽町駅東京メトロ東西線

門前仲町駅

至 旧中川→
中川船番所
資料館→

小名木川

仙台堀川

大
横
川

木場公園

木場公園

東京都現代美術館●

清澄庭園

cafe copain
●

福富川公園
●

永昌五社稲荷

●
万年橋

蔵のまち（佐賀町）

大
島
川
西
支
川

富岡八幡宮

❶

❷

❸

❹
❺

❻
❼
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ま
さ
に
こ
こ
が
隅
田
川
か
ら
ク
ラ
ン
ク

状
に
続
く
か
つ
て
の
「
中
之
堀
」
だ
。

水
路
は
Ｌ
字
を
描
き
大
島
川
西
支
川
に

今
も
つ
な
が
る
。
久
染
さ
ん
の
「
川
筋

を
屈
曲
さ
せ
た
の
は
、
長
さ
を
と
っ
て

蔵
を
多
く
建
て
る
た
め
」
と
い
う
説
明

に
納
得
す
る
。

　

近
辺
に
は
三
井
倉
庫
や
日
立
物
流
な

ど
の
建
物
が
あ
り
、「
蔵
の
ま
ち
」
の
面

影
を
わ
ず
か
に
留
め
て
い
る
が
、
そ
の

痕
跡
が
明
ら
か
な
の
は
佐
賀
稲
荷
神
社

に
あ
る
力
石
と
天
水
桶
だ
。
蔵
で
物
資

を
運
ぶ
仕
事
の
余
技
か
ら
生
ま
れ
た
、

米
俵
や
酒
樽
を
持
ち
上
げ
る
力
比
べ
の

民
俗
芸
能
「
深
川
の
力
持
」。
力
石
は

こ
の
技
芸
を
も
つ
人
た
ち
が
寄
進
し
た
。

天
水
桶
は
１
８
８
６
年
（
明
治
19
）、
佐

賀
町
に
米
の
取
引
市
場
が
開
設
さ
れ
た

際
、
仲
買
商
た
ち
の
寄
進
で
設
置
さ
れ

た
。
明
治
時
代
の
佐
賀
町
に
は
米
穀
問

屋
が
集
積
し
て
い
た
。

　

飲
料
水
と
炊
事
は

　
　
「
水
売
り
」頼
り

　

昭
和
初
期
竣
工
の
深
川
正
米
市
場
の

建
物
は
「
食
糧
ビ
ル
」
と
し
て
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
た

が
２
０
０
２
年
（
平
成
14
）
に
解
体
さ
れ

集
合
住
宅
に
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ア
ー

チ
型
オ
ブ
ジ
ェ
が
往
時
の
建
物
の
外
壁

イ
メ
ー
ジ
を
か
す
か
に
残
す
。

　

沿
岸
に
油
問
屋
が
あ
っ
た
油
堀
は
埋

め
立
て
ら
れ
、
今
は
首
都
高
が
走
る
。

こ
の
油
堀
周
辺
の
長
屋
と
い
う
設
定
で
、

深
川
江
戸
資
料
館
に
佐
賀
町
の
ま
ち
な

み
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
長
屋
の
玄
関

で
目
を
引
く
の
は
大
き
な
水
甕
。
埋
め

立
て
地
の
た
め
井
戸
を
掘
っ
て
も
塩
水

し
か
出
な
い
の
で
、
飲
料
と
煮
炊
き
の

水
は
「
水
売
り
」
に
頼
っ
て
い
た
。
久

染
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
日
本
橋
よ
り
西
側

に
あ
っ
た
銭ぜ
に
が
め
ば
し

瓶
橋
の
下
に
玉
川
上
水
と

神
田
上
水
の
用
水
が
流
れ
落
ち
、
そ
れ

を
水
桶
に
受
け
て
船
で
隅
田
川
を
越
え
、

売
り
歩
い
て
い
た
」
ら
し
い
。

　

隅
田
川
沿
岸
、
佐
賀
町
付
近
の
掘
割

は
、
も
と
も
と
材
木
置
場
と
し
て
幕
府

が
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
44
）
に
開
削
し

た
も
の
。
日
本
橋
や
神
田
の
材
木
問
屋

に
高
積
み
さ
れ
て
い
た
材
木
が
火
災
の

延
焼
の
原
因
に
な
る
こ
と
か
ら
、
開
拓

途
上
の
隅
田
川
沿
岸
に
移
し
た
の
だ
。

　

久
染
さ
ん
は
「
掘
割
に
浮
か
べ
て
お

け
ば
海
水
な
の
で
材
木
に
虫
が
つ
き
に

く
く
舟
運
に
も
都
合
が
よ
い
。
佐
賀
町

近
辺
が
『
蔵
の
ま
ち
』
と
し
て
流
通
の

拠
点
と
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
東
方
の
入

江
で
あ
る
木
場
へ
貯
木
場
は
移
り
ま
し

た
」
と
話
す
。

今
に
続
く
門
前
町
と

寺
町
の
た
た
ず
ま
い

　

佐
賀
町
か
ら
永
代
通
り
を
門
前
仲
町

方
面
へ
歩
け
ば
富
岡
八
幡
宮
❸
。
１
６

２
７
年
（
寛
永
４
）
に
社
殿
が
完
成
し
、

周
辺
は
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
。
料

理
茶
屋
が
賑
わ
い
花
街
も
生
ま
れ
る
。

江
戸
城
の
東
南
（
辰
巳
）
に
位
置
す
る
深

川
の
辰
巳
芸
者
は
、
き
っ
ぷ
の
よ
さ
が

身
上
だ
っ
た
。
男
物
の
羽
織
を
ひ
っ
か

け
て
宴
席
に
出
た
り
し
た
の
で
、
羽
織

芸
者
と
も
呼
ば
れ
た
。

「
木
場
な
ど
の
旦
那
衆
が
客
筋
で
荒
っ

ぽ
い
人
も
多
い
の
で
、
な
よ
な
よ
し
て

舐
め
ら
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
み
た
い
な

こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
久
染

さ
ん
。
今
も
門
前
仲
町
は
、
飲
食
街
と

し
て
も
住
宅
地
と
し
て
も
人
気
エ
リ
ア

に
な
っ
て
い
る
。

　

八
幡
宮
内
の
小
さ
な
永え
い
し
ょ
う昌五

社
稲
荷

は
干ほ
し

鰯か

の
仲
買
商
が
信
仰
し
て
い
た
。

銚
子
や
九
十
九
里
浜
産
の
干
し
た
鰯
は
、

藍
や
木
綿
な
ど
高
付
加
価
値
の
作
物
の

肥
料
と
し
て
取
引
さ
れ
た
。「
深
川
の
大

店
の
主
要
取
り
扱
い
商
品
は
米
、
材
木
、

干
鰯
」（
久
染
さ
ん
）
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
だ
。

　

再
び
北
上
し
て
仙
台
堀
川
を
越
え
、

清
澄
庭
園
の
東
側
へ
。
こ
こ
に
は
寺
町

が
広
が
る
。
な
か
で
も
多
く
の
子
院
や

塔
頭
を
も
っ
て
い
た
の
が
浄
土
宗
の

霊れ
い
が
ん巌

寺じ

❹
。
も
と
は
霊
巌
島
（
中
央
区
新

川
）
に
あ
っ
た
が
、
１
６
５
７
年
の
明

暦
の
大
火
で
被
災
し
現
在
地
に
移
っ
た
。

霊
巌
寺
に
は
僧
侶
の
宿
泊
す
る
学
寮
も

あ
り
「
修
行
中
の
若
い
お
坊
さ
ん
が
何

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜深川｜江東区｜材木とカフェ

富岡八幡宮境内にある「永昌五社稲荷」。肥料業界
の企業・団体は今も参拝を欠かさないという

『江戸の花 深川之夕暮』歌川国芳画
辰巳芸者はきっぷのよさと江戸前の粋（いき）
が売り物だった（提供：江東区教育委員会）

深川江戸資料館に展示さ
れている井戸の模型。飲料
には適さず「水売り」に頼っ
ていたと考えられる（提供：
公益財団法人江東区文化
コミュニティ財団）
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千
人
も
一
挙
に
や
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
、

ま
ち
も
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
す
よ

ね
」
と
久
染
さ
ん
。

　

霊
巌
寺
前
の
深
川
資
料
館
通
り
に
は

多
彩
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
清
澄
庭
園

を
訪
れ
た
人
々
の
散
策
路
と
な
っ
て
い

る
。運

河
沿
い
の
倉
庫
が

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョッ
プ
に

　

こ
の
清
澄
白
河
付
近
で
近
年
増
え
て

い
る
の
が
、
煎
り
立
て
の
豆
を
ハ
ン
ド

ド
リ
ッ
プ
で
一
杯
ず
つ
丁
寧
に
淹
れ
る

コ
ー
ヒ
ー
店
。
米
国
発
の
新
潮
流
「
サ

ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ー
ヒ
ー
」
の
総
称
で

知
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
日
本
で
は
昔

懐
か
し
い
「
マ
ス
タ
ー
」
の
い
る
個
人

営
業
の
喫
茶
店
が
そ
の
ス
タ
イ
ル
な
の

で
む
し
ろ
な
じ
み
深
い
。

　

先
駆
け
て
こ
の
地
に
出
店
（
２
０
１
２

年
４
月
）
し
た
の
が
、「T

he Cream
 of 

T
he Crop Coffee

（
ザ 

ク
リ
ー
ム 

オ
ブ 

ザ 

ク
ロ
ッ
プ 

コ
ー
ヒ
ー
）」❺
。
木
場
公
園
北
端

の
東
京
都
現
代
美
術
館
に
近
く
、
裏
手

に
は
大
横
川
が
流
れ
る
。
天
井
の
高
い

建
物
は
か
つ
て
の
材
木
倉
庫
。
煙
突
の

要
る
大
き
な
焙
煎
機
を
備
え
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
。
庭
園
や
美
術
館
が
最
寄
り

の
清
澄
白
河
に
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ー

ヒ
ー
店
が
集
ま
り
だ
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
利
用
し
や
す
い
物
件
が
多
い
か

ら
で
も
あ
る
。

　

カ
カ
オ
豆
の
仕
入
れ
か
ら
精
錬
ま
で

自
ら
手
が
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
輸
入
販
売
で
知
ら
れ
、
同
様
に

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
飲
食
事
業
と
し

て
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
に
参
入
し
た
の

が
株
式
会
社 T

H
E CREA

M
 O

F 
T

H
E CRO

P A
N

D
 CO

M
PA

N
Y

。

取
締
役
の
寺
岡
宏
さ
ん
は
「
川
沿
い
で

あ
る
こ
と
も
こ
の
場
所
を
選
ん
だ
理
由

の
一
つ
」
と
言
う
。

「
直
火
で
は
な
く
熱
風
式
の
焙
煎
機
な

の
で
、
煙
と
い
う
よ

り
も
湯
気
に
近
い
排

気
で
す
か
ら
周
囲
の

環
境
に
影
響
は
出
ま

せ
ん
。
し
か
し
住
宅

街
だ
と
や
は
り
滞
留

し
が
ち
。
で
も
こ
こ

な
ら
ば
常
に
風
が
吹

い
て
い
る
川
側
に
排

気
口
を
出
せ
ま
す
」

　

あ
く
ま
で
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き

る
ロ
ー
ス
タ
ー
」
と
い
う
位
置
づ
け
の

店
だ
か
ら
、
席
は
最
小
限
し
か
な
い
。

焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
他
店
へ
回
す

ほ
か
卸
・
小
売
も
。
週
末
は
美
術
館
の

行
き
帰
り
に
立
ち
寄
る
客
が
多
く
、
平

日
は
近
隣
の
人
た
ち
に
重
宝
さ
れ
て
い

る
。

「
朝
夕
の
出
勤
時
と
退
勤
時
に
い
つ
も

寄
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
が
い
た
り
、

近
く
の
会
社
の
方
々
と
も
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
お
つ
き
あ
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

江戸の掘割と現代のカフェ

｜FUKAGAWA｜Koto-ku

今回訪ね歩いた小名木川以南と横十間川以西のポイント。赤い部分はかつての蔵のまち。番号は記事に登場する順番を表す

中の堀公園の最奥部、フェン
スの向こうに残る堀

「蔵のまち深川」の中心部だ
った佐賀町付近。物流会社
や倉庫が散見される

中野堀が通じてい
る大島川西支川

明暦の大火を機に今の場所
に移転した「霊巌寺」

「The Cream of The Crop 
Coffee」の外観

「cafe copain」の
外観。昭和20年代
建造の材木倉庫を
カフェにした

３年に一度の例大祭を翌日に控え、
神輿の準備などで賑わう富岡八幡宮

佐賀稲荷神社

仙台堀川

大横川
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い
ま
す
。
こ
の
近
辺
に
は
や
は
り
下
町

ふ
う
の
気
さ
く
な
独
特
の
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
ね
」
と
寺
岡
さ
ん
は
話
す
。

　

か
つ
て
材
木
を
貯
蔵
し
運
び
出
し
た

運
河
沿
い
の
倉
庫
が
、
は
る
か
時
を
経

て
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
店
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー

で
一
息
つ
き
「
こ
ん
な
活
か
し
方
が
あ

る
ん
で
す
ね
え
」
と
久
染
さ
ん
も
感
心

し
て
い
た
。

い
な
せ
な
川
並
の
技
芸
を

　

伝
承
す
る
木
場
の
角
乗

　

仙
台
堀
川
を
挟
ん
で
端
か
ら
端
ま
で

歩
く
と
南
北
約
１
㎞
の
木
場
公
園
❻
。

こ
こ
は
江
戸
か
ら
昭
和
末
期
に
か
け
て

材
木
問
屋
が
集
積
し
貯
木
場
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
。
海
に
面
し
た
碁
盤
目
状
の
掘

割
に
材
木
が
浮
か
ん
で
い
た
。
久
染
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
、
広
義
に

「
木
場
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
は
現
在
の

木
場
、
平
野
、
三
好
、
冬
木
あ
た
り
と

い
う
。
３
年
に
一
度
の
富
岡
八
幡
宮
例

大
祭
を
翌
日
に
控
え
、
深
川
の
ま
ち
は

祭
り
の
準
備
に
浮
き
立
つ
。
木
場
の
北

か
ら
南
へ
か
け
て
の
昔
の
通
称
、「
上
木

場
」「
中
木
場
」「
下
木
場
」
の
幟の
ぼ
りが

道

路
沿
い
に
は
た
め
い
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
材
木
商
い
が
垣
間
見
え
る

話
を
久
染
さ
ん
が
し
て
く
れ
た
。

「
材
木
の
需
要
は
建
築
に
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
注
文
さ
れ
た
獅
子
頭
を
つ
く
る

の
に
端は

柄が
ら

材
が
欲
し
い
職
人
さ
ん
も
い

ま
す
。
そ
ん
な
細
か
い
要
望
に
こ
た
え

る
商
店
が
生
ま
れ
、
木
工
品
を
手
が
け

る
職
人
さ
ん
も
周
囲
に
居
を
構
え
ま
し

た
。
ま
と
ま
っ
た
分
量
で
な
く
て
も
売

っ
て
く
れ
た
の
が
木
場
の
い
い
と
こ
ろ
。

中
野
や
杉
並
あ
た
り
か
ら
も
買
い
に
来

た
よ
う
で
す
」

　

か
つ
て
木
場
の
筏い
か
だ師

を
「
川か

わ
な
み並

」
と

言
っ
た
。
川
に
並
ん
で
材
木
の
仕
事
を

す
る
様
を
三
代
将
軍
家
光
が
見
て
こ
う

呼
ん
だ
こ
と
が
由
来
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
川
並
は
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
材

木
を
選
別
、
仕
分
け
し
て
貯
木
場
で
管

理
し
、
寸
法
を
取
っ
て
値
踏
み
し
、
筏

に
組
ん
で
運
搬
す
る
材
木
問
屋
の
花
形

職
業
だ
っ
た
。
水
に
浮
か
べ
た
材
木
を

鳶
口
一
つ
で
乗
り
こ
な
し
筏
に
組
む
仕

事
の
余
技
か
ら
生
ま
れ
た
民
俗
芸
能
が

「
木
場
の
角か
く
の
り乗

」
で
、「
深
川
の
力
持
」
と

同
じ
く
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

毎
年
10
月
の
江
東
区
民
ま
つ
り
で
は
木

場
公
園
の
池
で
保
存
会
の
人
た
ち
が
下

駄
や
梯
子
を
使
っ
た
妙
技
を
披
露
し
、

拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
る
。「
角
材
を
使

う
の
で
丸
太
乗
り
よ
り
難
し
い
の
で
す

が
、
保
存
会
に
は
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
久
染
さ
ん
は
言
う
。

新
旧
住
民
の
融
和
は

ス
ム
ー
ズ
に

　

１
８
７
８
年
（
明
治
11
）、
郡
区
町
村

編
制
法
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
東
京
15
区

の
一
つ
深
川
区
は
、
１
９
４
７
年
（
昭

和
22
）
に
城
東
区
と
合
併
し
て
江
東
区

と
な
る
。

　

明
治
以
降
の
深
川
は
工
場
地
帯
へ
と

変
貌
し
た
。
大
名
屋
敷
の
跡
地
な
ど
に

セ
メ
ン
ト
や
紡
績
、
や
が
て
重
工
業
の

工
場
が
建
設
さ
れ
た
が
、
江
戸
期
か
ら

の
掘
割
は
引
き
続
き
物
資
の
運
搬
に
使

わ
れ
た
。
関
東
大
震
災
の
被
害
を
乗
り

越
え
、
戦
時
中
は
軍
需
工
場
と
な
り
空

襲
に
さ
ら
さ
れ
る
。
戦
後
復
興
、
高
度

成
長
の
時
代
を
過
ぎ
る
と
工
場
は
地
方

や
海
外
へ
移
転
。
跡
地
に
は
次
々
と
高

層
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
ま
ち
の
様
相
は

一
変
し
た
。
一
部
の
運
河
も
戦
災
の
残

土
処
理
や
水
害
対
策
で
埋
め
立
て
ら
れ

た
。
昭
和
50
年
代
に
進
め
ら
れ
た
木
場

の
新
木
場
移
転
に
伴
い
掘
割
が
埋
め
立

て
ら
れ
た
の
も
水
害
対
策
の
一
環
。「
私

が
江
東
区
で
仕
事
を
始
め
た
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
）
ご
ろ
、
木
場
公
園
一
帯
は
ま

だ
草
ぼ
う
ぼ
う
の
野
っ
原
で
し
た
」
と

久
染
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

深
川
以
南
の
豊
洲
・
有
明
な
ど
臨
海

副
都
心
の
開
発
は
現
在
進
行
中
。
こ
の

あ
た
り
は
東
京
で
も
ひ
と
き
わ
時
代
の

変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
新
旧
住

民
の
融
和
は
進
ん
で
お
り
、「
江
東
区
は

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
が
管
理
組
合
と
別
に

自
治
会
を
組
織
し
て
い
る
率
が
高
く
、

地
元
の
自
治
会
と
連
携
し
て
行
事
で
役

割
を
果
た
し
た
り
、
新
住
民
同
士
の
チ

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜深川｜江東区｜材木とカフェ

「The Cream of The Crop Coffee」の内部。天井が高いので大型の
焙煎機が据え付けられるうえ、裏が大横川なので排気もこもらない

コーヒー事業部門を統括する
取締役の寺岡宏さん
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ー
ム
ワ
ー
ク
も
い
い
」（
久
染
さ
ん
）
と
い
う
。

　
　

仙
台
堀
い
に
し
え
の

　
　
　

護
岸
が
あ
る
カ
フ
ェ

　

変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
の
な
か
で
往
時
の

記
憶
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
存
在
の
一
つ

が
、
埋
め
立
て
ら
れ
ず
残
っ
た
運
河
だ

ろ
う
。
物
資
輸
送
の
主
役
を
陸
路
に
譲

り
役
目
を
終
え
て
も
、「
ザ 

ク
リ
ー
ム 

オ
ブ 

ザ 

ク
ロ
ッ
プ 

コ
ー
ヒ
ー
」
の
例

で
見
た
よ
う
に
新
た
な
活
気
の
呼
び
水

と
な
り
得
る
。

　

木
場
公
園
の
交
差
点
、
仙
台
堀
川
の

北
岸
に
あ
る
「cafe copain

（
カ
フ
ェ 

コ

パ
ン
）」
が
、
そ
ん
な
思
い
を
確
信
に
変

え
て
く
れ
た
❼
。
店
内
に
入
る
と
、
吹

き
抜
け
天
井
で
倉
庫
ふ
う
の
建
物
。
店

の
奥
、
堀
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
壁
面
下
部

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
な
ん
と
か
つ
て

の
堤
防
護
岸
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
か
。

護
岸
を
壁
の
一
部
と
し
て
丸
ご
と
残
し

て
い
る
と
は
…
…
。
こ
れ
に
は
久
染
さ

ん
も
驚
い
て
い
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
高
橋
幸
子
さ
ん
は
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
建
物
の
堀
側
に

向
い
た
高
窓
を
一
目
見
て
「
運
命
的
な

出
会
い
を
感
じ
」、
こ
こ
で
店
を
開
き

た
い
と
法
務
局
で
所
有
者
を
調
べ
た
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ダ
メ
も
と
で
江
東

区
平
野
の
自
宅
近
所
の
人
に
聞
い
た
ら

判
明
。
元
は
材
木
倉
庫
で
工
務
店
の
廃

材
置
場
に
使
わ
れ
て
い
た
。
２
０
１
５

年
（
平
成
27
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ

は
天
井
も
梁
も
壁
も
掃
除
し
た
だ
け
で

替
え
て
い
な
い
。
昭
和
20
年
代
の
建
造

だ
が
、
筋す
じ

交か

い
も
し
っ
か
り
し
て
い
て

堅
牢
だ
。

「
木
場
だ
け
に
と
て
も
立
派
な
木
を
使

っ
て
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
じ
ゃ

壊
れ
な
い
よ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
高

橋
さ
ん
。

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く
紹
介
さ
れ
る

「
カ
フ
ェ
コ
パ
ン
」
は
客
足
が
絶
え
な
い
。

「
気
が
つ
い
た
ら
お
客
さ
ん
同
士
、
お
ば

あ
さ
ん
と
若
い
マ
マ
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
だ

ち
に
な
っ
て
い
た
り
」（
高
橋
さ
ん
）
と
、

人
懐
っ
こ
い
下
町
風
情
も
風
雪
を
経
た

護
岸
と
と
も
に
健
在
の
よ
う
だ
。

　

江
東
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
久
染
さ
ん

は
こ
う
語
る
。

「
も
と
も
と
豪
農
や
大
地
主
も
い
な
い

か
ら
自
由
な
土
地
だ
し
、
江
戸
時
代
か

ら
『
一
旗
揚
げ
て
や
ろ
う
』
と
人
が
移

り
住
ん
で
き
た
ま
ち
だ
か
ら
、
よ
そ
者

で
も
住
み
や
す
い
の
か
な
。
た
し
か
に

時
代
と
と
も
に
ま
ち
は
大
き
く
変
わ
っ

た
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も
変
わ
る
の
が
あ

た
り
ま
え
と
思
う
、
そ
ん
な
気
風
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

役
目
を
果
た
し
終
え
た
は
ず
の
掘
割

や
材
木
倉
庫
が
、
今
も
な
お
新
た
な
活

気
を
も
た
ら
す
深
川
。「
運
河
や
堀
は
こ

れ
か
ら
も
残
る
」（
久
染
さ
ん
）
は
ず
だ
か

ら
、
は
た
し
て
次
は
ど
ん
な
こ
と
が
起

き
る
の
か
、
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

（
２
０
１
７
年
８
月
10
日
取
材
）

｜深川｜材木とカフェ

江戸の掘割と現代のカフェ

｜FUKAGAWA｜Koto-ku

語り合う「cafe copain」オーナーの
高橋幸子さんと久染さん

材木倉庫がひしめき合う木場
の通り（現在の深川一・二丁目、
冬木付近）。1926年（大正
15）以前の撮影という（提供：
江東区教育委員会）

明治時代の浅野セメント工場（提供：江東区広報広聴課）

（上）江東区民祭りで披露される「木場の角乗」（提供：江東区広報広聴課）
（左）昭和30年ごろの福富川。今は親水公園として整備されている（提供：江
東区教育委員会）



水の文化 57号　特集「江戸が意気づくイースト・トーキョー」 34

地
域
住
民
に
開
か
れ
た

都
内
最
大
規
模
の
川
床

　
「
23
区
内
で
あ
り
な
が
ら
、
客
室
か

ら
こ
れ
ほ
ど
間
近
に
川
が
見
え
て
ゆ
っ

た
り
過
ご
せ
る
場
所
は
な
か
な
か
な
い

で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
住
宅
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
手
が
け
る
株
式
会

社
リ
ビ
タ
の
岡
田
尚
子
さ
ん
。

　

２
０
１
７
年
４
月
、
隅
田
川
沿
い
の

清
洲
橋
下
流
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｌ
Ｙ

Ｕ
Ｒ
Ｏ
東
京
清
澄
」（
Ｌ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
）
は
、

個
室
や
ド
ミ
ト
リ
ー
を
備
え
た
シ
ェ
ア

型
複
合
ホ
テ
ル
だ
。
事
務
所
兼
倉
庫
だ

っ
た
ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

　

隅
田
川
に
面
し
た
開
放
的
な
テ
ラ
ス

は
、
宿
泊
客
や
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者
だ

け
で
な
く
、
近
隣
に
住
む
人
が
散
歩
つ

い
で
に
立
ち
寄
り
、
水
辺
で
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

清
澄
白
河
の
新
た
な

「
出
会
い
」の
拠
点

　

施
設
利
用
者
以
外
に
も
開
放
さ
れ
て

い
る
こ
の
テ
ラ
ス
は
、
東
京
都
の
社
会

実
験
「
か
わ
て
ら
す
」（
注
）
が
も
た
ら

し
た
も
の
。
目
的
は
、「
水
辺
の
魅
力
の

さ
ら
な
る
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
よ

っ
て
『
恒
常
的
な
水
辺
の
楽
し
さ
』
を

つ
く
る
こ
と
で
す
」
と
東
京
都
建
設
局

河
川
部
課
長
代
理
の
遠
藤
英
樹
さ
ん

（
ｐ
15
）
は
語
る
。

　

川
は
公
の
も
の
な
の
で
、
事
業
者
に

も
公
共
性
が
、
つ
ま
り
地
域
へ
の
貢
献

が
問
わ
れ
る
の
だ
。「
ち
ょ
う
ど
物
件
の

お
話
が
あ
っ
た
時
期
に
か
わ
て
ら
す
を

知
り
、
応
募
し
た
」（
岡
田
さ
ん
）
リ
ビ

タ
は
、
地
域
の
人
と
の
合
意
形
成
を
図

る
た
め
準
備
段
階
で
説
明
会
を
開
く
。

　
「
近
隣
の
方
と
の
話
し
合
い
は
ス
ム
ー

ズ
で
し
た
。
こ
の
辺
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
少

な
い
の
で
『
こ
う
い
う
場
所
が
で
き
る
の

は
う
れ
し
い
』
と
前
向
き
に
と
ら
え
て

く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
」（
岡
田
さ
ん
）。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
早
５
カ
月
。「
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、
国
内
外
問
わ
ず
女
性
専

用
の
ド
ミ
ト
リ
ー
が
特
に
人
気
で
す
」

と
Ｌ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
で
接
客
に
あ
た
る
塚
本

由
紀
子
さ
ん
は
言
う
。
歌
舞
伎
観
劇
の

帰
り
に
一
人
で
ド
ミ
ト
リ
ー
に
宿
泊
す
る

都
内
在
住
の
女
性
も
い
る
そ
う
。

　

Ｌ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
近
隣
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
を
招
い
た
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
テ
ラ
ス
で
の
朝
ヨ
ガ
、
シ
ャ
ワ
ー

を
開
放
し
た
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
休

日
を
中
心
に
催
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
テ
ラ
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

清
澄
白
河
の
魅
力
を
発
信
し
て
『
Ｌ
Ｙ

Ｕ
Ｒ
Ｏ
に
行
け
ば
お
も
し
ろ
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
』
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る

場
所
に
し
た
い
」
と
岡
田
さ
ん
は
話
す
。

　

Ｌ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
は
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
す
る
人
々
の
新
た
な
憩
い
の
場
、
出

会
い
の
場
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
て
い
る
。

（
２
０
１
７
年
８
月
28
日
取
材
）

水辺を楽しむ大きなテラス

隅田川に面した2階部分は
都内最大規模の広さ（86
坪）の川床。公道と隅田川テ
ラスの2カ所に通じる階段が
あり、誰でも出入りできる
(提供：株式会社リビタ）

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜深川｜江東区｜川床

築28年のビルをホテルとしてリノベーションした「LYURO東京清澄」。
2階にある広いテラス（川床）は、東京都建設局河川部の社会実験「か
わてらす」によるもの。誰もが水辺の楽しさを実感できる新スポットだ。

｜深川｜川床
（注）社会実験「かわてらす」

東京都建設局が、隅田川および日本橋川を対象に河川敷地を活用し
て飲食等の営業を行なう事業者を公募するもの。条件を満たした事業
者は「かわてらす（テラス）」が開設できる（2016年度で募集は終了）。

株式会社リビタ ホテル事業部ディレクター
の岡田尚子さん（左）とLYUROスタッフの塚
本由紀子さん（右）

L
リュウロ

YURO東京清澄
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江
戸
の
人
々
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

　

平
日
も
観
光
客
で
賑
わ
う
浅
草
、

そ
の
対
岸
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®

を

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
す
る
本
所
、
こ
こ

数
年
ぐ
っ
と
人
気
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
蔵
前
と
深
川
。
今
回
は
こ
の
四
つ

の
エ
リ
ア
を
「
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ

ョ
ー
」
と
見
な
し
て
今
昔
を
探
っ
た
。

　

浅
草
寺
の
ご
本
尊
は
隅
田
川
か
ら

す
く
い
上
げ
ら
れ
た
と
伝
わ
る
。
隅

田
川
テ
ラ
ス
の
整
備
で
水
辺
は
再
び

身
近
に
な
っ
た
。
湿
地
帯
の
水
を
集

め
、
運
搬
路
で
も
あ
っ
た
掘
割
と
そ

の
周
辺
に
住
む
人
た
ち
の
身
分
を
越

え
た
交
流
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
、
か

つ
て
の
職
人
と
問
屋
の
ま
ち
は
今
も

健
在
だ
。
掘
割
と
昔
の
倉
庫
の
思
い

が
け
な
い
使
わ
れ
方
も
見
聞
き
し
た
。

隅
田
川
・
運
河
と
人
々
の
結
び
つ
き

は
予
想
以
上
に
深
く
、
今
も
生
き
て

い
た
。

　

隅
田
川
は
荒
川
放
水
路
と
の
分
岐

点
・
新
岩
淵
水
門
か
ら
下
流
23
・
５

㎞
を
指
す
が
、
か
つ
て
は
利
根
川
水

系
だ
っ
た
。
江
戸
初
期
に
徳
川
幕
府

が
行
な
っ
た
大
規
模
な
河
川
改
修
で

付
け
替
え
ら
れ
、
現
在
は
荒
川
の
分

流
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
名
は
『
古
今
集
』
や
『
伊
勢

物
語
』
な
ど
平
安
時
代
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
文
献
に
見
ら
れ
る
。
春
は
桜
、

夏
は
花
火
、
秋
は
月
見
、
冬
は
雪
景

色
と
多
様
な
表
情
を
見
せ
る
隅
田
川

に
、
武
士
も
町
人
も
こ
ぞ
っ
て
出
か

け
た
。
そ
の
光
景
は
北
斎
、
広
重
ら

が
描
い
た
浮
世
絵
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

舟
運
の
大
動
脈
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
隅
田
川
は
江
戸
で
生
き
る
人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
。

か
つ
て
の
記
憶
を

消
さ
な
い
た
め
に

　

隅
田
川
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
有

名
な
両
国
の
花
火
は
、
１
７
３
３
年

（
享
保
18
）
５
月
28
日
、
八
代
将
軍
吉

宗
が
西
国
の
凶
作
と
江
戸
市
中
の
疫

病
を
退
散
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
水

神
祭
で
、
周
辺
の
料
理
屋
が
花
火
を

奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
花
火
は
「
川か

わ
せ
が
き

施
餓
鬼
」
と
し

て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
と
も
伝
わ
る
。

川
施
餓
鬼
と
は
水
死
者
の
霊
を
弔
う

た
め
に
催
す
供
養
の
仏
事
で
、
川
辺

や
川
に
船
を
浮
か
べ
て
行
な
わ
れ
る

も
の
。
実
は
隅
田
川
で
は
今
も
続
け

ら
れ
て
い
る
。
先
代
が
始
め
た
川
施

餓
鬼
法
要
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
住

職
は
「
江
戸
の
大
火
、
関
東
大
震
災
、

そ
し
て
戦
災
。
隅
田
川
で
は
た
く
さ

ん
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

小
規
模
で
も
続
け
て
い
く
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
は
し

ま
せ
ん
。
通
り
が
か
っ
た
人
が
気
づ

い
て
く
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
の
で

す
」
と
語
る
。

　

川
施
餓
鬼
の
一
種
に
「
流

な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
」

が
あ
る
と
も
聞
い
た
。『
笑
う
ど
く

ろ
』（
実
業
之
日
本
社
1
9
8
4
）
の
著
者

で
「
流
れ
か
ん
じ
ょ
う
の
幽
霊
」
と

い
う
話
を
書
い
た
劇
作
家
・
演
出
家

の
岡
崎
柾
男
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。

流
灌
頂
は
水
死
者
だ
け
で
な
く
、
お

産
で
亡
く
な
っ
た
女
性
の
た
め
の
儀

礼
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

「
川
の
流
れ
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
を

選
び
、
四
本
の
青
竹
も
し
く
は
板
塔

婆
を
立
て
、
縄
を
結
ん
で
白
い
布
か

赤
い
布
を
張
り
ま
す
。
布
が
色
あ
せ

た
り
、
布
に
書
い
た
経
文
が
消
え
た

り
、
布
に
穴
が
開
く
ま
で
仏
は
浮
か

ば
れ
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
」（
岡
崎
さ
ん
）

　

通
り
が
か
っ
た
人
に
水
を
か
け
て

も
ら
う
た
め
に
、
竹
製
の
ひ
し
ゃ
く

も
添
え
て
あ
っ
た
と
い
う
。
水
を
か

け
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
供
養
な
の
だ
。

江
戸
か
ら
受
け
継
が
れ
る

義
理
と
人
情

　

流
灌
頂
の
よ
う
に
「
水
を
か
け

る
」
と
い
う
行
為
は
霊
的
な
こ
と
に

ま
つ
わ
る
。

　

赤
坂
・
日
枝
神
社
の
山
王
祭
、
神

田
明
神
の
神
田
祭
と
並
ぶ
江
戸
三
大

祭
り
の
一
つ
、
富
岡
八
幡
宮
の
例
大

祭
は
「
水
掛
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
。

観
衆
が
担
ぎ
手
と
神
輿
に
「
清
め
の

水
」
を
浴
び
せ
る
の
だ
。
今
年
は
三

年
に
一
度
の
本
祭
り
。
私
事
だ
が
、

江
東
区
の
知
人
に
誘
わ
れ
て
担
ぎ
手

と
し
て
参
加
し
た
。
朝
５
時
集
合
で

終
わ
っ
た
の
は
夕
方
５
時
近
か
っ
た
。

担
ぎ
手
が
足
り
な
い
時
間
帯
も
あ
る

の
で
、
住
民
で
な
く
て
も
紹
介
者
が

い
る
場
合
に
限
り
担
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
例
大
祭
を
続
け
る
た
め
に
、
そ

う
い
う
寛
容
な
し
く
み
も
あ
っ
た
。

　

神
輿
を
担
い
で
感
じ
た
の
は
、
担

ぎ
手
だ
け
で
な
く
、
水
を
か
け
る
沿

道
の
人
た
ち
も
含
め
て
、
み
ん
な
の

お
祭
り
な
の
だ
と
い
う
こ
と
。
家
の

前
で
待
ち
構
え
て
う
れ
し
そ
う
に
水

を
か
け
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
な
か

か
ら
、
次
の
担
ぎ
手
は
現
れ
る
。
そ

う
し
て
何
百
年
も
続
い
て
き
た
の
だ
。

　

も
う
一
つ
感
じ
た
の
は
、
よ
そ
者

の
私
を
練
習
会
の
と
き
か
ら
快
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
江
東
区
の
皆
さ
ん

の
温
か
さ
。
担
ぎ
終
え
る
と
飲
み
会

に
も
誘
っ
て
く
れ
る
。
で
も
し
つ
こ

く
な
い
。
こ
れ
が
江
戸
っ
子
の
「
意

気
」
な
の
か
。

　

今
は
粋
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

意
気
は
、
18
世
紀
後
半
の
江
戸
の
町

人
文
化
に
成
立
し
た
美
意
識
の
こ
と

で
、
意
気
に
基
づ
く
行
動
原
理
を
通つ

う

と
い
う
。
人
情
の
機
微
を
理
解
し
、

い
や
み
な
く
見
栄
を
張
ら
な
い
。

　

同
じ
よ
う
な
感
想
を
シ
エ
ロ 

イ 

リ
オ
の
吉
田
浩
介
さ
ん
とN

ui.

の

桐
村
琢
也
さ
ん
も
抱
い
て
い
た
（
ｐ

23
）。
青
森
出
身
の
吉
田
さ
ん
は

「
人
が
温
か
い
と
こ
ろ
は
青
森
と
似

て
い
る
け
れ
ど
、
蔵
前
の
人
の
方
が

ズ
バ
ッ
と
言
い
ま
す
ね
」、
大
分
出

身
の
桐
村
さ
ん
は
「
お
酒
を
飲
む
と

賑
や
か
で
気き

っ
風ぷ

が
い
い
。
面
倒
見

も
い
い
で
す
が
怒
る
と
き
に
は
怒
り

ま
す
」
と
笑
う
。
よ
そ
者
を
拒
ま
な

い
人
情
味
が
あ
る
一
方
、
義
理
を
欠

く
よ
う
な
こ
と
に
は
黙
っ
て
い
ら
れ

な
い
気
質
が
見
え
る
。

　

概
説
を
お
願
い
し
た
山
本
博
文
さ

ん
は
「
昔
か
ら
の
土
地
の
気
質
や
記

憶
は
続
い
て
い
る
も
の
」
と
言
っ
た

（
ｐ
7
）。
江
戸
か
ら
の
下
地
が
あ
り
、

そ
こ
に
若
い
人
や
よ
そ
者
が
入
り
込

ん
で
新
陳
代
謝
が
起
き
る
。
浅
草
で

さ
え
人
が
寄
り
つ
か
な
い
時
期
も
あ

っ
た
が
、
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
導
入
し
て
見
事

復
活
し
た
。
よ
そ
者
を
拒
ま
ず
、
変

わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
が
次
々
と
つ
な
が
っ
て
、

お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ

ョ
ー
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
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よ
そ
者
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ち
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ナ
イ
ル
川
の
船

　

私
は
２
０
１
７
年
７
月
13
日
福
岡
市
博
物
館
に
て
、
国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
「
黄

金
の
フ
ァ
ラ
オ
と
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
展
」
を
観
賞
し
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
王
た
ち
は
、

ナ
イ
ル
川
を
利
用
し
、
船
で
石
を
運
搬
し
巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
造
り
上
げ
た
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
太
陽
と
ナ
イ
ル
川
を
中
心
と
す
る
死
生
観
を
も
っ
て
い
た
。

東
岸
（
右
岸
）
は
生
者
の
世
界
、
西
岸
（
左
岸
）
は
死
者
の
世
界
と
考
え
、
死
者
は
必

ず
甦
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
太
陽
は
東
か
ら
昇
り
、
西
へ
沈
む
現
象
か

ら
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
テ
ー
ベ
の
町
は
東
側
に
造
ら
れ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
王
や
貴

族
た
ち
の
墓
、
葬
祭
殿
の
す
べ
て
は
西
側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
殿
の
天
井
画
に
は
太
陽
と
ナ
イ
ル
川
に
浮
か
ぶ
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
日
本
人
の
死
生
観
で
あ
る
此
岸
と
彼
岸
に
似
か
よ
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
・
ミ
ラ
ー
ド
・
文
『
絵
で
見
る
ナ
イ
ル
川
も
の
が
た
り
』（
さ
・
え
・
ら
書
房
・

２
０
０
４
）
は
、
ナ
イ
ル
川
の
恵
み
で
あ
る
魚
を
と
る
パ
ピ
ル
ス
船
、
木
造
船
、
ア
ス

ワ
ン
の
花
崗
岩
砕
石
場
の
巨
大
な
平
底
船
、
引
き
船
、
王
宮
使
節
の
船
、
ア
メ
ン
神

の
御
座
船
、
巡
礼
者
た
ち
の
船
、
奴
隷
の
町
・
奴
隷
商
人
た
ち
の
船
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

商
人
の
船
を
描
く
。

　

デ
ィ
ル
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
『
船
と
ナ
イ
ル
―
古
代
の
旅
・
運
搬
・
信
仰
』

（
學
藝
書
林
・
１
９
９
９
）
に
よ
る
と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
船
を

開
発
し
た
と
あ
る
。
一
つ
は
パ
ピ
ル
ス
製
の
小
舟
で
地
方
の
沼
地
の
よ
う
な
場
所
で

漁
撈
や
狩
猟
の
た
め
に
使
わ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
木
製
の
船
で
、
長
い
船
旅
や
重
い

荷
物
を
輸
送
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
古
代
は
も
と
よ
り
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の

存
在
や
発
展
の
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
ほ
ど
水
上
輸
送
に
依
存
し
た
文
明
は
な
い
。
ナ
イ

ル
川
の
船
は
商
業
や
軍
事
遠
征
、
宗
教
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
船
の
所
有
は
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
造
船
は
国
王
の
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
観
光
用
の
ク
ル
ー
ズ
船
、
日
用
雑
貨
を
積
ん
だ
帆
か
け
船

が
ナ
イ
ル
川
を
行
き
交
う
。

ナ
イ
ル
川
の
探
検

　

高
橋
裕
編
集
委
員
長
『
全
世
界
の
河
川
事
典
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
３
）
に
よ
れ
ば
、

ナ
イ
ル
川
は
全
長
６
６
９
０
㎞
、
流
域
面
積
３
３
４
万
９
０
０
０
㎢
、
世
界
最
長
の
川

で
あ
る
。
そ
の
源
は
地
球
上
で
一
番
小
さ
な
国
の
一
つ
で
あ
る
ブ
ル
ン
ジ
の
小
さ
な

丘
に
発
す
る
。
こ
こ
に
１
９
３
７
年
ド
イ
ツ
人
探
検
家
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
「
カ
ブ
ー

ト
・
ニ
リ
（
ナ
イ
ル
の
水
源
）」
と
刻
ん
だ
碑
を
建
立
し
た
。
ナ
イ
ル
川
は
ブ
ル
ン
ジ
か

ら
隣
国
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
に
流
れ
、
東
方
へ
転
じ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
に
入
り
、

中
央
ウ
ガ
ン
ダ
を
横
断
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
湖
に
達
す
る
。
さ
ら
に
流
下
し
、
サ
ッ
ド

（
障
害
物
と
い
う
意
味
）
の
沼
地
に
入
る
。
ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
エ
チ
オ
ピ

ア
の
タ
ナ
湖
を
水
源
と
す
る
青
ナ
イ
ル
川
が
合
流
す
る
。
こ
の
地
点
ま
で
を
白
ナ
イ

ル
川
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
ナ
イ
ル
川
は
右
岸
ア
ト
バ
ラ
川
を
合
わ
せ
、
１
９

７
０
年
に
完
成
し
た
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
（
ナ
セ
ル
湖
）
に
流
入
し
、
さ
ら
に
６

㎞
下
流
の
１
９
０
２
年
完
成
の
ア
ス
ワ
ン
・
ダ
ム
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
７
０
０
㎞
下
り
、

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
に
達
し
、
１
６
０
㎞
に
わ
た
る
デ
ル
タ
地
帯
を
下
る
と
地

中
海
に
注
ぐ
。

　

17
世
紀
ま
で
ナ
イ
ル
川
の
源
流
は
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
18
世
紀
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
が
植
民
地
・
領
土
拡
大
を
図
る
た
め
の
ナ
イ
ル
源
流
の
探
検
を
争
っ
た
。
１

７
７
０
年
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ル
ー
ス
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
タ
ナ
湖
を
青
ナ

イ
ル
の
源
流
と
確
認
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ス
著
『
ナ
イ
ル
探
検
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９
１
）
に
、
そ
の
源
流
を
発
見
し
た

こ
と
を
淡
々
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
は
１
７
９
０
年
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
探
検

記
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
18
世
紀
に
お
け
る
博
物
誌
、
民
族
誌
、
政
治
誌
で
も
あ
る
。

　

ア
ラ
ン
・
ム
ア
ヘ
ッ
ド
著
『
青
ナ
イ
ル
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
７
６
）
に
は
、
ブ
ル
ー

ス
が
青
ナ
イ
ル
の
源
流
の
最
初
の
発
見
者
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
１
６
１
８
年
ペ
ド

ロ
・
パ
エ
ズ
が
青
ナ
イ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
著
『
白
ナ
イ
ル
―
ナ
イ
ル
水
源
の
秘
密
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
７
０
）
に
は
、
バ
ー

古賀 邦雄
こが くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業。水資源開
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ト
ン
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ス
ピ
ー
ク
、
グ
ラ
ン
ト
の
白
ナ
イ
ル
源
流
に
挑
む
姿
を

捉
え
て
い
る
。
な
お
、
バ
ー
ト
ン
と
ス
ピ
ー
ク
な
ど
の
ナ
イ
ル
川
源
流
を
突
き
止
め

る
探
検
は
、
ボ
ブ
・
ラ
フ
ェ
ル
ソ
ン
監
督
に
よ
っ
て
「
愛
と
野
望
の
ナ
イ
ル
」（
米
・

１
９
８
９
）
で
映
画
化
さ
れ
た
。

ナ
イ
ル
川
の
踏
査

　

野
町
和
嘉
著
『
Ｔ
ｈ
ｅ 
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
―「
生
命
の
川
・
ナ
イ
ル
」
６
６
９
５
キ
ロ
、
最

初
の
一
滴
か
ら
地
中
海
ま
で
』（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
・
１
９
８
９
）
は
、
白
ナ
イ
ル

（
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
デ
ィ
ン
カ
族
牧
畜
民
、
ケ
ニ
ア
の
マ
サ
イ
マ
ラ
動
物
保
護
区
）、
青
ナ
イ
ル

（
エ
チ
オ
ピ
ア
の
テ
ィ
シ
サ
ッ
ト
滝
、
同
高
原
の
ア
ム
ハ
ラ
族
の
葬
儀
）、
ナ
イ
ル
（
ナ
セ
ル
湖

畔
の
小
学
校
、
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
島
の
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
・
水
位
計
）
を
踏
査
し
た
写
真
集

で
あ
る
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
ス
ー
ダ
ン
北
部
ア
ト
バ
ラ
付
近
の
浅
瀬
を
渡
っ
て
家
路
に
つ
く

農
夫
た
ち
を
写
す
。
ス
ー
ダ
ン
の
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
合
流
し
た
二
つ
の
ナ
イ
ル
川
は
、

こ
の
先
一
滴
の
降
雨
も
な
い
灼
熱
の
沙
漠
を
一
路
地
中
海
に
向
か
っ
て
北
上
す
る
。

沙
漠
と
水
の
接
点
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
が
開
化
し
た
。
序
文
を
寄
せ
た
ジ
ェ
フ
リ

ー
・
ム
ア
ハ
ウ
ス
は
ナ
イ
ル
川
の
特
徴
を
、
こ
れ
ほ
ど
変
化
に
富
む
自
然
環
境
、
文

化
、
多
種
多
様
な
民
族
の
あ
い
だ
を
流
れ
る
川
、
そ
し
て
有
史
以
来
、
そ
の
沿
岸
に

住
む
人
々
に
、
豊
潤
と
災
難
、
生
と
死
に
か
か
わ
る
人
間
の
物
質
的
な
生
活
を
決
定

的
に
左
右
し
て
き
た
川
は
な
い
と
い
う
。

　

同
著
『
ナ
イ
ル
河
紀
行
』（
新
潮
社
・
１
９
９
６
）
は
、
前
の
写
真
集
を
網
羅
し
て
、

ナ
イ
ル
河
の
５
０
０
０
年
の
歴
史
を
追
う
。
ま
さ
し
く
エ
ジ
プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
で

あ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
取
材
班
編
『
ナ
イ
ル
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
１
９
６
８
）
は
、
１
９
６
７

年
に
取
材
し
た
大
ナ
イ
ル
の
流
域
に
住
む
人
々
の
記
録
で
あ
る
。
ひ
ら
け
ゆ
く
そ
の

源
ウ
ガ
ン
ダ
、
高
原
の
夜
明
け
エ
チ
オ
ピ
ア
、
砂
漠
の
民
族
ス
ー
ダ
ン
、
よ
み
が
え

る
エ
ジ
プ
ト 

ア
ラ
ブ
連
合
１
、
緑
の
デ
ル
タ 

ア
ラ
ブ
連
合
２
の
章
か
ら
な
る
。

ナ
イ
ル
川
の
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然

　

ナ
イ
ル
川
の
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
児
童
書
が
あ
る
。

　

赤
地
経
夫
・
文
『
ナ
イ
ル
川
と
エ
ジ
プ
ト
』（
福
音
館
書
店
・
１
９
８
８
）
で
は
、
沙
漠

の
な
か
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
造
っ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
偉
大
な
文

明
を
ま
ず
紹
介
す
る
。
人
や
家
畜
の
飲
む
水
、
作
物
を
つ
く
る
水
も
ナ
イ
ル
川
か
ら

汲
み
上
げ
た
。
ナ
イ
ル
川
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
季
節
に
氾
濫
し
栄
養
を
含
ん
だ
土
を

上
流
か
ら
運
ん
で
く
る
。
女
性
や
子
ど
も
た
ち
は
素
焼
き
の
水
瓶
と
バ
ケ
ツ
な
ど
で

ナ
イ
ル
川
の
水
を
運
ぶ
の
が
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
水
を
汲
み
上
げ
る
シ
ャ
ド
ー
フ
、

ダ
ン
ブ
ー
ラ
、
サ
キ
ヤ
の
道
具
を
使
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
・
Ｂ
・
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
著
『
ナ
イ
ル
川
』（
帝
国
書
院
・
１
９
８
７
）
で
は
、
ナ
イ
ル

川
の
水
を
利
用
す
る
に
は
水
量
を
測
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
水
位
を
測
り
記

録
す
る
の
が
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
１
年
を
４
カ
月
の
三
つ
の
季
節
に
分
け
、
ナ
イ
ル

が
増
水
し
た
と
き
、
洪
水
の
と
き
、
水
が
ひ
い
て
水
位
が
も
と
の
高
さ
に
戻
っ
た
と

き
に
分
け
る
。
肘
か
ら
中
指
の
先
ま
で
の
長
さ
を
１
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
（
１
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ト
は
約
45
㎝
～
55
㎝
）
と
し
、
ナ
イ
ル
川
の
水
位
が
12
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
し
か
な
い
と
き
、

作
物
は
不
作
、
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
る
。
14
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
な
ら
食
べ
物
は
十
分
、
16

キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
な
ら
す
べ
て
の
人
々
に
ふ
ん
だ
ん
に
行
き
わ
た
る
こ
と
を
表
し
た
。

す
で
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
土
地
等
を
測
量
す
る
た
め
の
幾
何
学
が
確
立
し
て
い

る
の
に
驚
嘆
す
る
。

　

ジ
ェ
リ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ロ
ー
著
『
ナ
イ
ル
川
』（
偕
成
社
・
１
９
９
５
）
は
、
ア
ス

ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
の
こ
と
も
著
し
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
の
氾
濫
を
利
用
し
た
、
後

述
す
る
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
で
は
、
年
１
回
の
作
物
栽
培
で
あ
っ
た
が
、
ア
ス
ワ
ン
・
ハ

イ
・
ダ
ム
が
１
９
７
１
年
に
完
成
し
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
ナ
イ
ル
川
の
水
量
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
、
一
年
中
必
要
に
応
じ
水
が
畑
に
配
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
小
麦
、
米
、

綿
花
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
農
産
物
が
一
年
中
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ベ
イ
ス
ン
灌
漑
・
ナ
イ
ル
川
の
文
化

　

エ
ジ
プ
ト
の
国
土
の
96
％
が
砂
漠
で
あ
り
、
４
％
が
農
地
と
居
住
地
と
な
っ
て
い
る
。

降
水
量
は
白
ナ
イ
ル
、
青
ナ
イ
ル
の
上
流
域
は
年
間
１
４
０
０
㎜
以
上
に
達
す
る
が
、

ナ
イ
ル
川
の
河
口
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
２
５
０
㎜
、
海
岸
か
ら
１
６
０
㎞
入
る
カ
イ
ロ

で
25
㎜
、
さ
ら
に
７
０
０
㎞
内
陸
に
入
る
ア
ス
ワ
ン
で
は
０
・
７
㎜
に
す
ぎ
な
い
。
ナ

イ
ル
川
の
上
流
域
の
降
水
に
よ
っ
て
、
ナ
イ
ル
川
は
毎
年
６
月
に
増
水
し
、
９
月
に
ピ

ー
ク
に
達
し
、
10
月
に
減
少
す
る
。
11
月
か
ら
冬
作
物
の
大
麦
小
麦
の
作
付
け
を
行
な

い
、
翌
年
３
月
～
６
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
。
ナ
イ
ル
川
の
水
は
ス
ー
ダ
ン
や
エ
ジ

プ
ト
に
と
っ
て
は
、
国
家
の
存
亡
を
左
右
し
た
。

　

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
特
集
ナ
イ
ル
川
（
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｎ
Ｏ
．

１
８
４
）』（
２
０
０
４
）
で
は
、
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
の
増
水

が
始
ま
っ
て
水
位
が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
高
ま
る
と
自
然
に
水
門
か
ら
ベ
イ
ス
ン
（
水

盤
・
池
の
意
味
）
水
路
に
流
入
し
、
ベ
イ
ス
ン
に
水
が
入
り
は
じ
め
る
。
ベ
イ
ス
ン
に

水
が
溜
ま
る
と
、
水
門
を
閉
じ
て
ナ
イ
ル
川
が
減
水
を
始
め
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
、

こ
の
間
ベ
イ
ス
ン
の
土
地
は
肥
沃
な
土
壌
に
変
わ
り
、
水
が
ひ
く
と
、
こ
の
土
地
を

耕
作
す
る
。

　

灌
漑
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
弘
明
著
『
エ
ジ
プ
ト
近
代
灌
漑
史
研
究
―
Ｗ
・
ウ
ィ
ル

コ
ッ
ク
ス
論
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
・
１
９
８
６
）
が
あ
る
。

　

お
わ
り
に
、
小
堀 

巌
著
『
ナ
イ
ル
河
の
文
化
』（
角
川
書
店
・
１
９
６
７
）、
加
藤 

博

著
『
ナ
イ
ル
―
地
域
を
つ
む
ぐ
川
』（
刀
水
書
房
・
２
０
０
８
）
を
掲
げ
る
。
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五
城
目
町

馬場目川

富
津
内
川

八郎潟

五
城
目
町

馬場目川

富
津
内
川

米代川

雄物川

●秋田

八郎潟
人口減少期の地域政策を研究し、自治体や観
光協会などに提案している多摩大学教授の中
庭光彦さんが「おもしろそうだ」と思う土地を
巡る連載です。将来を見据えて、若手による
「活きのいい活動」と「地域の魅力づくりの
今」を切り取りながら、地域ブランディングの構
造を解き明かしていきます。今回は、秋田杉の
集積地として栄え、500年以上前から露天朝
市が開かれている秋田県の五城目町です。

ド
土着ベンチャー

チャベンが教える
これからのイノベーション

秋田県南秋田郡五城目町

中庭 光彦
なかにわ みつひこ

多摩大学経営情報学部事業構想学科教授
1962年東京都生まれ。中央大学大学院総合政策研究科博士課
程退学。専門は地域政策・観光まちづくり。郊外や地方の開発
政策史研究を続け、人口減少期における地域経営・サービス産
業政策の提案を行なっている。並行して1998 年よりミツカン水
の文化センターの活動にかかわり、2014年よりアドバイザー。主
な著書に『コミュニティ3.0――地域バージョンアップの論理 』

（水曜社 2017）、『オーラルヒストリー・多摩ニュータウン』（中
央大学出版部 2010）、『N​P​O の底力』（水曜社 2004）ほか。

森林資料館のある高台から
五城目町中心部を望む。中
央やや奥は豪雨の影響で濁
った馬場目川
左の地図：国土交通省国土数値情
報「行政区域データ（平成29年）、
河川データ（平成19年）、湖沼デー
タデータ（平成17年）、海岸線デー
タ（平成18年）」より編集部で作図
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秋
田
杉
を
集
め
、

加
工
す
る
拠
点
と
し
て

　　

２
０
１
７
年
７
月
、
秋
田
県
五
城
目
町

を
訪
れ
た
。
人
口
は
９
０
０
０
人
余
り
。

生
産
年
齢
人
口
比
率
約
50
％
、
老
年
人

口
比
率
41
・
８
％
と
、
日
本
の
将
来
を

先
取
り
し
て
い
る
土
地
と
も
言
え
る
。

　

秋
田
駅
か
ら
車
で
約
40
分
。
八
郎
潟

に
注
ぐ
馬ば
ば
め
が
わ

場
目
川
中
流
で
富ふ

つ
な
い
が
わ

津
内
川
が

合
流
す
る
あ
た
り
に
中
心
地
が
あ
る
。

　

こ
こ
が
有
名
な
の
は
五
城
目
朝
市
だ
。

五
百
年
前
か
ら
定
期
市
が
開
催
さ
れ
、

今
で
も
賑
わ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
北
前
船
で
商
人
が
輪
島
か
ら
漆
器
を

運
ん
で
き
て
も
い
た
。
材
は
秋
田
杉
。

久
保
田
藩
（
今
の
秋
田
県
）
を
治
め
て
い
た

佐
竹
氏
は
秋
田
杉
を
保
護
し
、
価
値
を

高
め
た
。
五
城
目
は
秋
田
杉
の
集
積
地

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
町
内
に
は
今
で
も

木
材
加
工
所
、
板
金
製
作
所
が
あ
り
、

多
く
の
匠
を
輩
出
し
た
。

　

五
城
目
町
は
、
馬
場
目
川
上
流
域
で

切
り
出
さ
れ
、
流
さ
れ
て
き
た
木
材
を

下
流
で
受
け
止
め
集
積
し
加
工
す
る
地

と
し
て
、
市
も
で
き
た
賑
わ
い
の
地
で

あ
っ
た
。

　

自
ら
生
産
し
売
買
す
る

直
接
取
引
の
場「
朝
市
」

　　

そ
の
五
城
目
朝
市
は
、
現
在
２
、
５
、

７
、
０
の
つ
く
日
に
開
か
れ
る
。
通
常

は
周
辺
農
家
が
生
鮮
品
を
中
心
に
約
40

店
が
出
店
す
る
。
さ
ら
に
市
の
日
が
日

曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
志
す
地
域
の
人
々
が
気
軽
に

出
店
で
き
る
「
朝
市
p
l
u
s
＋
」
と

な
り
、
客
足
も
伸
び
る
。
こ
の
朝
市
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
当
日
は
豪
雨
。

そ
れ
で
も
行
っ
て
み
る
と
10
軒
ほ
ど
は

店
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

雨
を
除
け
よ
う
と
入
っ
た
の
が
「
姉

妹
都
市
ち
よ
だ
五
城
目
交
流
館
」。
東

京
都
千
代
田
区
と
五
城
目
町
は
姉
妹
都

市
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
古
民
家
を
借

用
し
、
朝
市
通
り
に
あ
る
カ
フ
ェ
と
い

う
趣
き
だ
。
こ
こ
で
、
館
長
の
小
林
敏

夫
さ
ん
と
副
館
長
の
下
田
祐
治
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
名
刺

を
見
る
と
茨
城
県
と
埼
玉
県
の
自
宅
住

所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
林
さ
ん
は
五

城
目
出
身
で
現
在
は
首
都
圏
に
住
ん
で

い
る
が
、
五
城
目
に
行
事
が
あ
る
と
き

に
は
手
伝
い
の
た
め
戻
っ
て
く
る
と
い

う
。
こ
の
五
城
目
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
お
聞
き
し
、
さ
ら
に
五
城
目
が
木

工
業
の
ま
ち
で
、
そ
の
運
送
で
馬
と
の

縁
が
強
い
こ
と
も
伺
っ
た
。

　

結
局
私
は
市
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
だ
が
、
町
役
場
で
手
に
入
れ

た
『
五
城
目
朝
市
・
五
百
年
』
を
見
る

と
、
広
域
の
生
産
者
が
月
約
12
回
は
売

り
に
く
る
。
今
で
は
大
型
ス
ー
パ
ー
も

近
く
に
あ
る
が
、
こ
の
市
は
独
自
の
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
自
分
で
生
産
し

自
分
で
売
買
す
る
。
直
接
取
引
の
場
が

維
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

学
び
と
起
業
支
援

　　

さ
て
、
ま
だ
雨
降
ら
ぬ
前
日
に
お
会

い
し
た
の
が
、五
城
目
町
地
域
活
性
化
支

援
セ
ン
タ
ー「
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
」

に
入
居
し
て
い
る
ハ
バ
タ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
丑う
し

田だ

俊
輔
さ
ん
だ
。

「
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
」
は
、
２
０

１
３
年
（
平
成
25
）
に
閉
校
し
た
馬
場
目

小
学
校
を
起
業
支
援
施
設
と
し
て
活
用

し
た
も
の
だ
。

　

起
業
支
援
施
設
と
い
う
と
、
五
城
目

町
と
姉
妹
交
流
が
あ
る
千
代
田
区
の

「
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
エ

ア
」
が
有
名
で
、
全
国
の
他
の
自
治
体

も
同
様
の
施
設
を
つ
く
っ
た
。
起
業
支

援
と
は
、
文
字
通
り
仕
事
を
起
こ
し
た

い
人
た
ち
に
顧
客
や
資
金
、
情
報
な
ど

の
仲
介
を
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

起
業
志
望
者
が
情
報
を
共
有
で
き
る
コ

モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
安
い
賃
料
の
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
、
W​

i

−

F​

i

環
境
、
そ
し
て
こ
れ
が
も
っ
と
も
大
事

な
の
だ
が
、
起
業
志
望
者
と
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
丑
田
さ

ん
は
学
生
時
代
に
「
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ス
ク
エ
ア
」
の
立
ち
上
げ
に

か
か
わ
り
、
卒
業
後
に
企
業
で
働
き
、

ハ
バ
タ
ク
を
設
立
。
さ
ら
に
、
五
城
目

五城目町はかつて秋田杉の集積地だった。
馬場目川沿いには東北森林管理局の集積
所があり、今も秋田杉が積み上げられている
同局米代西部森林管理署の許可を得て撮影・掲載

賑わう五城目朝市（上）。左は若者た
ちが自分でつくった品 を々並べられる

「ごじょうめ朝市plus+」  提供：五城目町

「姉妹都市ちよだ五城目交流館」館
長の小林敏夫さん（左）と副館長の下
田祐治さん（右）
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町
の
木
で
で
き
た
校
舎
に
入
居
。
今
は
、

丑
田
さ
ん
を
含
む
入
居
者
が
中
心
と
な

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
起
業
を
志
す

人
た
ち
を
自
発
的
に
誘
っ
て
い
る
。

　

起
業
支
援
は
都
市
部
の
方
が
成
果
を

出
し
や
す
い
。
し
か
し
、
丑
田
さ
ん
は

五
城
目
町
を
選
ん
だ
。
な
ぜ
そ
う
し
た

の
か
。「
五
城
目
の
特
徴
は
、
ご
縁
が
つ

な
が
る
な
か
で
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ

て
い
く
『
イ
ナ
カ
創
業
』の
よ
さ
が
あ
る

こ
と
。
人
の
縁
が
閉
じ
て
い
な
い
。
閉

じ
た
競
争
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
よ
い
」

と
言
う
。「
五
城
目
に
移
住
者
は
何
人
も

い
る
が
、
ボ
ス
は
い
な
い
。
多
層
で
ゆ

る
く
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
も
言
う
。

　

丑
田
さ
ん
の
部
屋
・
教
室
に
は
、
５

年
前
に
描
い
た
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
図

が
黒
板
に
今
も
描
か
れ
て
い
る
。
ハ
バ

タ
ク
と
い
う
企
業
は
「
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
起
業
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
行
な
う
会
社
」

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
事
業
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
小
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
外
国

人
と
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
中

小
企
業
の
構
造
を
変
え
て
い
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
村
民
」と
の

交
流
が
生
み
出
す
も
の

　　

丑
田
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は

「
創
発
性
」
だ
。
関
係
の
な
か
で
自
然

に
生
ま
れ
て
く
る
知
恵
で
あ
る
。
そ
れ

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が

「
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
町
村
」
だ
。

「
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
」
か
ら
車
で

５
分
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、
古
民
家
を

改
修
し
た
宿
泊
施
設
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

が
あ
る
。
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
に
は

村
民
と
な
る
こ
と
が
必
要
だ
。
と
い
っ

て
も
本
物
の
村
民
で
は
な
い
。
五
城
目

町
を
離
れ
た
人
、
関
係
は
な
い
け
れ
ど

フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人
を
含
め
て
年
会
費

（
年
貢
と
呼
ん
で
い
る
）
３
０
０
０
円
払
う
と
村

民
に
な
れ
る
会
員
組
織
だ
。
家や

守も
り

は
半

田
理
人
さ
ん
。
隣
町
の
井
川
町
出
身
だ
。

　

丑
田
さ
ん
は
言
う
。「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
し
て
い
ま
す
ね
。
シ

ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

泊
ま
り
に
く
る
。
そ
こ
で
い
ろ
ん
な
話

を
し
ま
す
。
東
京
に
住
ん
で
い
て
も
村

民
は
『
町
内
会
』
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
名

の
村
民
が
い
ま
す
が
、
７
割
以
上
は
首

都
圏
に
住
ん
で
い
る
。『
一
揆
』
と
呼
ん

で
い
る
夏
祭
り
に
は
１
０
０
名
ぐ
ら
い

帰
っ
て
き
ま
す
。
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
３

０
０
名
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
」。

　

こ
う
し
た
内
と
外
の
区
別
を
つ
け
な

い
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
を
戦
略

的
に
設
け
、
多
頻
度
で
イ
ベ
ン
ト
を
行

（上）起業支援施設「BABAME 
BASE」の外観

（右）1階入り口は「BABAME 
BASE」入居者たちのパンフ
レットや作品が並ぶ

（左）地域発の多様な事業を支
援する柳澤龍さん

閉じないイナカにするための重要な拠点「シェアビ
レッジ町村」。〈村民〉は五城目町に所縁のない人
が圧倒的に多いという。写真右は使い込まれた土
間に立つ家守の半田理人さん

ハバタク株式会社 代表取締役の丑田俊輔さん。東京都中央区のオフィスと行き来しながら、五城目
町で「ドチャベン」の支援をする。後ろは「BABAME BASE」開設時に描いた「やりたいこと」
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な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

は
起
業
支
援
に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
施

設
な
の
だ
。

「
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
は
補
助
金
を
も
ら

わ
な
い
よ
う
に
意
図
的
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
も
ら
っ
て
し
ま
う
と
身
動
き
が

と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
な
る

べ
く
民
間
資
本
で
や
っ
て
い
ま
す
。
私

は
、
ト
ラ
ン
ス
・
ロ
ー
カ
ル
（
注
）
の
関

係
を
つ
く
り
た
い
し
、
ロ
ー
カ
ル
・
プ

ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全

国
に
つ
く
り
た
い
」（
丑
田
さ
ん
）

　

プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
と
は
未
来
学
者
の

ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
）
に
出
版
し
た
『
第
三
の
波
』

で
使
い
出
し
た
言
葉
だ
。
ト
フ
ラ
ー
は
、

新
た
な
技
術
・
情
報
体
系
が
生
ま
れ
る

と
交
換
の
た
め
の
生
産
を
行
な
い
、
生

産
者
と
消
費
者
が
分
か
れ
た
社
会
か
ら
、

生
産
者
（
p
r
o
d
u
c
e
r
）
と
消
費
者

（
c
o
n
s
u
m
e
r
）
が
一
体
化
し
た
自
給
的

な
「
生
産
的
消
費
者（
p
r
o
s
u
m
e
r
）」

の
社
会
が
広
が
る
と
唱
え
た
。
自
分
で

つ
く
り
、
自
分
で
消
費
す
る
と
い
う
意

味
だ
。
こ
の
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
が
つ
な

が
っ
た
社
会
が
、
新
し
い
発
見
を
生
む

と
丑
田
さ
ん
は
考
え
て
い
る
の
だ
。

　

幸
福
度
を
ア
ッ
プ
す
る

「
見
守
る
大
人
」と

「
学
ぶ
子
ど
も
」

　
「
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
」
に
は
多
く

の
若
者
が
や
っ
て
く
る
。
東
京
大
学
大

学
院
を
卒
業
し
て
こ
こ
に
や
っ
て
き
た

柳
澤
龍
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。
２
０
１

４
年
（
平
成
26
）
５
月
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
一
人
と
し
て
五
城
目
町
に
移
住

し
て
来
た
。

　

町
の
広
報
紙
（
２
０
１
４
・
６
・
１
）
に

は
移
住
当
初
の
柳
澤
さ
ん
が
「
朝
市
に

行
く
と
山
菜
が
詳
し
い
人
が
い
る
と
か
、

職
人
さ
ん
っ
ぽ
い
人
が
多
い
！
（
中
略
）

山
登
り
だ
っ
た
り
、
釣
り
だ
っ
た
り
、

家
の
中
の
部
品
を
直
し
ち
ゃ
う
、
と
か

も
含
め
て
『
つ
く
る
』
人
っ
て
カ
ッ
コ

イ
イ
で
す
ね
。（
中
略
）
市
場
と
い
う
の
は
、

昔
か
ら
モ
ノ
を
売
り
買
い
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
お
互
い
の
状
況
を
気
遣
い
あ

っ
た
り
、
情
報
が
飛
び
交
っ
た
り
、
い

ろ
ん
な
機
能
が
あ
る
豊
か
な
場
な
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
、
私
に
は
大
き
な
意

味
を
感
じ
る
発
言
を
し
て
い
る
。

　

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
、
現
在
は
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
株
式
会
社
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
（
B
A
B
A
M
E 

B
A
S
E
に
事

務
所
が
あ
る
）
を
含
め
、
人
材
育
成
、
一

次
産
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
行
な
う
。

「
今
、
目
指
し
て
い
る
の
は
、
農
業
者

が
稼
げ
る
よ
う
な
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

す
。
G​

D​

P
は
伸
び
て
い
な
い
け
れ
ど
、

幸
福
度
は
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
。
そ
し
て
、
見
守
る
大
人
と
、

学
ぶ
子
ど
も
が
循
環
す
る
よ
う
な
関
係

を
つ
く
り
た
い
」
と
、
地
域
発
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
支
援
す
る
「
複
業
」
を

行
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
イ
ナ
カ
は
魅
力
的
に

映
る
の
か

　　

さ
て
、
こ
の
連
載
も
９
回
目
と
な
る
。

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
お
も
し
ろ
い
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
な

ぜ
か
地
方
都
市
や
古
く
か
ら
の
ル
ー
ル

が
生
き
残
っ
て
き
た
場
所
を
活
躍
の
舞

台
と
し
て
い
る
。

　

丑
田
さ
ん
も
そ
う
だ
。
自
ら
は
「
土

着
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
略
し
て
「
ド
チ
ャ

ベ
ン
」
を
支
援
し
た
い
と
言
う
。
そ
し

て
お
も
し
ろ
い
イ
ナ
カ
、「
チ
ャ
ラ
イ
ナ

カ
」
に
し
た
い
と
も
言
う
。

　

な
ぜ
現
代
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
は
イ
ナ

カ
的
な
場
、
土
着
性
を
尊
ぶ
の
か
。

　

私
た
ち
は
つ
い
イ
ナ
カ
を
、
不
便
な

場
と
見
な
し
て
し
ま
う
が
、
実
は
、
そ

の
場
所
で
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
課
題

に
対
す
る
解
法
、
即
ち
土
着
的
な
知

（
i
n
d
i
g
e
n
o
u
s 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
）

が
今
で
も
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
人
口
減
少
社
会
の
知
と
し
て
刺

激
的
な
の
だ
と
映
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
都
会
で
多
く
の
人
が
常

識
と
す
る
知
で
も
な
い
し
、
他
の
場
合

に
も
応
用
で
き
る
知
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
地
で
だ
け
通
用
す
る
知

だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
多
様
な
こ
と
は
確

か
だ
。
こ
れ
が
私
の
仮
説
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
土
着
の
知
を
抽
象
化
し

て
全
国
展
開
す
る
と
い
う
発
想
は
希
薄

だ
。
だ
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
が
広
が
れ
ば

グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
る
と
い
っ
た
同
質
的

な
世
界
イ
メ
ー
ジ
を
、
彼
ら
は
も
っ
て

い
な
い
。「
ト
ラ
ン
ス
・
ロ
ー
カ
ル
」、

つ
ま
り
異
な
る
土
着
の
知
が
全
国
に
散

ら
ば
り
、
そ
の
背
景
に
は
境
界
と
範
囲

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
結
ん
だ
と
こ
ろ

に
多
様
性
が
あ
り
、
そ
の
先
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
気
づ
く
と
「
自
分
で
生

産
し
、
自
分
で
売
っ
て
み
る
」
と
い
う

生
産
的
消
費
者
を
象
徴
し
、
ヨ
ソ
者
と

の
出
会
い
も
あ
る
朝
市
の
文
化
が
よ
り

魅
力
的
に
な
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、
水

の
文
化
と
い
う
も
の
も
、
本
来
は
そ
ん

な
風
土
の
知
恵
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
ド
チ
ャ
ベ
ン
た
ち
は
昔
も

い
た
だ
ろ
う
し
、
中
堅
規
模
に
成
長
し

な
が
ら
現
在
も
土
着
の
知
を
失
っ
て
い

な
い
企
業
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た

事
業
者
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
変
化
を

ど
の
よ
う
に
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

〈
魅
力
づ
く
り
の
教
え
〉

　

そ
の
土
地
だ
け
で
見
え
て
く
る
土
着

の
知
を
磨
き
上
げ
、
外
と
結
び
つ
け
る

と
、
多
様
性
が
生
ま
れ
、
土
地
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
呼
び
水
に
な
る
。

　
（
２
０
１
７
年
７
月
21
～
22
日
取
材
）

参考文献
五城目町市編纂委員会『五城目町史』（五城目町 1975）
秋田県五城目町『五城目朝市・五百年』（五城目町 1995）

（注）トランス・ローカル

グローバリズムではなく、多様な土地の知を保ちつつ、
互いにつながっていくことを指す。
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チャンプルーをはじめとする沖縄料理に欠かせない
「島豆腐」。かつて沖縄には家庭でつくった豆腐をお
すそ分けする習慣があり、それが商いになったという

湧
き
水
の
多
い
地
域
で

育
ま
れ
た
「
島
豆
腐
」

　

沖
縄
で
は
、
裸
の
ま
ま
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
っ
た
熱
々
の
豆
腐
が
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
密
封
す
る
と

熱
が
こ
も
り
豆
腐
が
傷
ん
で
し
ま
う
た

め
、
袋
の
口
は
開
い
た
ま
ま
。
豆
腐
は

戦
前
か
ら
各
家
庭
で
つ
く
り
食
べ
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
の
豆
腐
は
今

で
も
熱
々
の
習
慣
が
残
る
。
こ
の
沖
縄

特
有
の
豆
腐
を
「
島
豆
腐
」
と
い
う
。

「
ア
チ
コ
ー
コ
ー
（
熱
々
）」
と
い
う
沖
縄

の
方
言
を
と
っ
て
、「
ア
チ
コ
ー
コ
ー
豆

腐
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
豆
腐
は
、
中
世
の
朝
貢
貿

易
の
際
に
中
国
（
明
）
か
ら
製
造
法
が

伝
わ
り
、
独
自
の
文
化
に
発
展
し
た
と

さ
れ
る
。

 

「
豆
腐
は
水
が
命
だ
か
ら
、
水
の
豊
富

な
地
域
に
豆
腐
づ
く
り
が
栄
え
た
」
と

話
す
の
は
、
沖
縄
県
豆
腐
油
揚
商
工
組

合
の
理
事
長
・
久
高
将
勝
さ
ん
だ
。

　

水
を
通
し
や
す
い
琉
球
石
灰
岩
（
注

１
）
の
大
地
か
ら
な
る
沖
縄
に
は
湧
き

水
が
多
い
。
琉
球
石
灰
岩
に
し
み
込
ん

だ
水
が
そ
の
下
に
あ
る
泥で
い
が
ん岩

な
ど
水
を

通
さ
な
い
地
層
と
の
境
か
ら
流
れ
、
湧

き
水
と
な
っ
て
出
て
く
る
の
だ
。

　

沖
縄
本
島
の
な
か
で
も
、
ウ
フ
カ
ー

（
大
川
）
や
ボ
ー
ジ
ガ
ー
（
坊
主
川
）
な
ど
五

つ
の
湧
き
水
が
あ
り
、
水
量
も
多
か
っ

た
那
覇
市
の
繁は
ん

多た

川が
わ

地
区
は
豆
腐
づ
く

で
き
た
て
の
熱
々
を
味
わ
う

島
豆
腐

水
と
風
土
が
織
り
な
す
食
文
化
の
今
を
訪
ね
る

「
食
の
風
土
記
」
。
今
回
は
し
っ
か
り
と
食
べ

ご
た
え
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な
ど
に
多
用

さ
れ
る
沖
縄
な
ら
で
は
の
食
材
「
島
豆
腐
」
を

取
り
上
げ
ま
す
。
一
丁
が
約
１
㎏
も
あ
り
、
で

き
た
て
の
温
か
な
状
態
で
販
売
さ
れ
る
島
豆
腐

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

島
豆
腐
（
沖
縄
県
那
覇
市
）
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り
に
適
し
て
い
た
。
１
９
６
５
年
（
昭

和
40
）
ご
ろ
、
繁
多
川
地
区
に
は
53
軒

の
豆
腐
屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
今
は
３

軒
）。

　

実
は
、
沖
縄
に
は
家
庭
で
つ
く
っ
た

豆
腐
を
隣
近
所
に
お
す
そ
分
け
す
る
文

化
が
あ
り
、
そ
れ
が
徐
々
に
商
売
と
し

て
発
展
し
た
。「
最
盛
期
に
は
島
内
で
５

０
０
軒
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
大
豆

を
挽
く
た
め
の
石
臼
が
一
家
に
一
台
あ

る
ほ
ど
、
豆
腐
は
も
と
も
と
身
近
な
食

材
で
し
た
か
ら
」
と
話
す
久
高
さ
ん
の

家
で
も
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
の
合
間
に

大
豆
を
植
え
、
豆
腐
を
つ
く
っ
て
い
た

と
い
う
。

基
本
は
守
り
な
が
ら

新
た
な
製
法
も

　

島
豆
腐
に
は
本
土
の
豆
腐
と
異
な
る

点
が
多
い
。
塩
味
が
つ
い
て
い
る
こ
と
、

硬
く
て
重
い
こ
と
、
そ
し
て
基
本
的
に

は
温
か
い
状
態
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、「
し
ょ
っ
ぱ
く
て
硬
く
て

熱
々
」
が
本
来
の
島
豆
腐
な
の
だ
。

　

島
豆
腐
は
一
丁
で
約
１
㎏
あ
り
、
ず

っ
し
り
重
い
（
本
土
の
豆
腐
は
一
丁
約
３
０
０
～

３
５
０
ｇ
）。
見
た
目
も
大
き
く
、
ス
ー

パ
ー
で
は
た
い
て
い
半
丁
で
売
ら
れ
て

い
る
。
適
度
な
塩
気
も
島
豆
腐
の
特
徴

だ
。
こ
れ
は
か
つ
て
に
が
り
の
代
わ
り

に
海
水
を
使
っ
て
い
た
名
残
で
、
現
在

も
島
豆
腐
に
は
約
０
・
６
％
の
塩
分
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

型
に
入
れ
た
豆
腐
を
プ
レ
ス
機
や
重

し
を
乗
せ
て
水
抜
き
す
る
た
め
、
島
豆

腐
は
水
分
が
少
な
く
固
い
。
ゆ
え
に
型

崩
れ
し
に
く
く
、
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
ン

ブ
シ
ー
（
味
噌
煮
）
な
ど
の
料
理
に
向

い
て
い
る
の
だ
。
ほ
ど
よ
い
塩
分
が
あ

る
た
め
、
そ
の
ま
ま
味
わ
っ
て
も
お
い

し
い
。

　

製
法
に
も
違
い
が
あ
る
。
本
土
の
豆

腐
は
大
豆
を
挽
い
た
呉ご

（
注
２
）
を
煮
て

か
ら
絞
る
「
煮
と
り
法
」
だ
が
、
島
豆

腐
は
呉
を
絞
っ
て
か
ら
煮
る
「
生
絞
り

法
」
だ
。
最
初
に
熱
を
加
え
な
い
生
絞

り
法
は
た
ん
ぱ
く
質
が
生
き
た
状
態
で

残
る
た
め
、
島
豆
腐
は
本
土
の
豆
腐
に

比
べ
て
た
ん
ぱ
く
質
が
約
１
・
３
倍
と

栄
養
価
も
高
い
。

　

し
か
し
近
年
、
労
力
や
生
産
効
率
の

問
題
か
ら
煮
と
り
法
に
切
り
替
え
る
業

者
も
あ
る
。
繁
多
川
で
60
年
以
上
島
豆

腐
を
つ
く
り
つ
づ
け
る
有
限
会
社
永
吉

豆
腐
加
工
所
も
そ
う
だ
。
同
社
の
永
吉

史
弥
社
長
に
よ
る
と
、
煮
と
り
法
へ
の

切
り
替
え
は
10
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。「
豆

乳
を
つ
く
る
ま
で
の
工
程
の
み
機
械
を

入
れ
て
煮
と
り
法
に
し
ま
し
た
。
豆
腐

は
製
法
に
よ
っ
て
味
や
匂
い
が
変
わ
る

（注１）琉球石灰岩

更新世（約258万年前から約1万年前
までの期間）に海中のサンゴや貝殻など
が堆積してできた石灰岩の地層。

（注２）呉

大豆を水に浸し、すり潰したペー
ストのこと。加熱して豆乳とおか
らに分離する。

１パレットに並べられた島豆腐。この状態のまま、ビニール袋の口を開けて販売する。買う人
は温かいかどうか袋に触れて判断する 2沖縄県豆腐油揚商工組合理事長の久高将勝さ
ん。ご自身も以前は島豆腐を製造していた 3永吉豆腐加工所社長の永吉史弥さん。機械
を導入して合理化を図りつつ、昔ながらの味も大事にしている 4永吉豆腐加工所の外観。
首里城に近い、繁多川地区の丘の上にある

首里城に近い繁多川地区は湧き水が豊か。写真右は「ボー
ジガー（坊主川）」、左は「ハンタガー（繁多川）」。水道が普及
する前は、こうした湧き水を甕に汲んで頭に乗せ、坂道を歩い
て運び、豆腐づくりに用いたという

3 2

1

4
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繊
細
な
食
べ
も
の
。
研
究
を
重
ね
た
結

果
、
煮
と
り
法
で
生
絞
り
法
の
味
を
出

せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
」。

　

永
吉
豆
腐
加
工
所
で
は
、
豆
乳
に
に

が
り
を
入
れ
た
後
に
攪か
く
は
ん拌

せ
ず
自
然
に

固
ま
る
の
を
待
つ
。
な
ぜ
な
ら
攪
拌
す

る
こ
と
で
空
気
が
入
り
、
豆
腐
の
甘
み

を
損
な
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。「
攪
拌

し
な
い
分
、
味
に
ム
ラ
が
で
き
や
す
い

の
で
、
に
が
り
を
打
て
る
の
は
経
験
を

積
ん
だ
数
人
の
職
人
だ
け
で
す
」（
永
吉

さ
ん
）。

　

一
方
、
型
に
入
れ
て
水
抜
き
を
し
な

い
で
出
荷
す
る
も
の
は
、「
ゆ
し
豆
腐
」

と
呼
ぶ
。
み
そ
汁
や
ス
ー
プ
の
具
と
し

て
人
気
が
高
く
、
沖
縄
で
は
昔
か
ら
食

べ
ら
れ
て
い
る
。

特
例
と
し
て
認
め
さ
せ
た

温
か
い
ま
ま
の
販
売

　

島
豆
腐
は
沖
縄
本
島
以
外
の
離
島
で

も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
各
家
庭
の
味
が

あ
る
よ
う
に
、
島
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

味
や
大
き
さ
が
異
な
る
。

 

『
シ
マ
豆
腐
紀
行
』
の
著
者
で
、
現
在

那
覇
市
の
栄
町
市
場
で
古
本
屋
「
宮
里

小
書
店
」
を
営
む
宮
里
千
里
さ
ん
に
よ

る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
奥
地
や
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
で
も
、
か
つ
て
移
り
住
ん
だ
沖
縄

の
人
々
が
島
豆
腐
を
つ
く
っ
て
い
る
と

い
う
。「
つ
く
り
方
は
、
沖
縄
の
昔
な
が

ら
の
生
絞
り
の
製
法
と
ま
っ
た
く
同
じ

で
す
。
彼
ら
は
30
㎏
も
あ
る
石
臼
（
ウ

ー
シ
）
を
、
船
で
運
ん
で
持
っ
て
行
っ

た
の
で
す
よ
」。
島
豆
腐
が
い
か
に
沖

縄
の
人
々
の
食
生
活
に
根
づ
い
て
い
た

か
が
窺
え
る
。

　

１
９
７
２
年
（
昭
和
47
）
の
本
土
復
帰

の
際
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
「
豆
腐

の
冷
蔵
販
売
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
地
元
の
食
文
化
を
守
ろ
う
と

消
費
者
お
よ
び
任
意
団
体
が
団
結
し
て

国
に
陳
情
し
た
結
果
、
沖
縄
県
内
で
販

売
す
る
も
の
に
関
し
て
の
み
、
特
例
と

し
て
温
か
い
豆
腐
の
販
売
が
認
め
ら
れ

た
経
緯
が
あ
る
。

「
沖
縄
の
年
中
行
事
の
際
の
郷
土
料
理

に
は
、
ほ
と
ん
ど
島
豆
腐
が
使
わ
れ
ま

す
。
地
域
の
食
文
化
を
大
切
に
し
た
い

想
い
が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
久

高
さ
ん
。

　

昨
今
の
食
の
多
様
化
と
健
康
志
向
の

高
ま
り
に
伴
い
、
永
吉
豆
腐
加
工
所
は

塩
分
量
を
０
・
０
３
％
に
抑
え
た
豆
腐

も
つ
く
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
島
豆

腐
」
と
は
名
乗
れ
な
い
。
自
治
会
の
催

し
な
ど
で
は
、
地
大
豆
を
使
っ
て
生
絞

り
で
製
造
し
た
、
昔
な
が
ら
の
島
豆
腐

を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
。

　

沖
縄
の
人
々
の
食
卓
の
定
番
で
あ
る

島
豆
腐
。
味
わ
う
際
は
、
ぜ
ひ
で
き
た

て
の
「
ア
チ
コ
ー
コ
ー
」
で
。

（
２
０
１
７
年
７
月
17
～
18
日
取
材
）

1
豆乳を鍋に入れて煮立て、に
がりを打って凝固したもの（ゆ
し豆腐）をすくって豆腐箱に
流し込む

2
押さえて水分を抜くために蓋
をする。さらに重しを乗せる

3
圧力をかけて3時間ほど待つ
と「島豆腐」になる

4
豆腐箱をひっくり返して、中
身を取り出す

5
丁寧に切り分けていく。縁に
近い方が固めなので、チャン
プルーに向いているという

6
ビニール袋に入れるが封は
せず、このまま売り場へ。日持
ちしないので一日に２～３回
出荷し、同時に回収もする

古本屋「宮里小書店」を営
む宮里千里さん。著書『シマ
豆腐紀行』は南米やハワイ、
アジアで見聞きした豆腐の
話をまとめたもの

できあがり！

1

2

3

4

5

6

╲アチコーコー╱
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20
代
最
後
の
川
巡
り

　

庄し
ょ
う
が
わ川は

大
学
時
代
に
研
究
室
の
ゼ
ミ

合
宿
で
２
０
１
３
年
８
月
に
訪
れ
た
川

で
す
。
４
日
間
か
け
て
、
源
流
か
ら
河

口
ま
で
巡
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
ち
ょ

う
ど
４
年
。
同
じ
よ
う
に
上
流
か
ら
河

口
ま
で
巡
っ
て
み
ま
し
た
。
以
前
と
ど

ん
な
ふ
う
に
自
身
の
川
の
見
方
に
変
化

が
あ
っ
た
か
、
20
代
最
後
の
総
括
と
し

て
…
…
。

　

川
の
風
景
と
い
う
と
、
上
流
、
中
流
、

下
流
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
川
も
あ
り
ま

す
。
庄
川
は
全
川
の
３
分
の
２
く
ら
い

が
山
間
の
風
景
が
続
き
、
残
り
３
分
の

１
の
部
分
ま
で
く
る
と
一
気
に
開
け
て

平
野
風
景
に
一
変
し
ま
す
。
日
本
海
側

に
は
こ
う
い
う
特
徴
の
川
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
過
去
に
紹
介
し
た
黒
部
川

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
黒
部
川
に
は
山

間
に
人
の
住
め
る
余
地
が
皆
無
で
し
た

が
、
庄
川
は
山
間
で
も
暮
ら
し
が
見
え

る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な

庄
川
を
巡
り
ま
し
た
。

階
段
の
よ
う
に
連
な
る
ダ
ム
群

　

庄
川
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

ダ
ム
群
で
す
。
上
流
の
御み

ぼ

ろ
母
衣
ダ
ム
か

ら
数
え
、
本
川
に
９
基
も
の
ダ
ム
が
存

在
し
ま
す
。
車
で
川
沿
い
を
下
る
と
、

ダ
ム
→
ダ
ム
湖
→
ダ
ム
→
ダ
ム
湖
…
…

坂本クンと行く川巡り  第13回  
Go ! Go ! 109水系

山
里
の
暮
ら
し
を
縫
い
、

平
野
の
暮
ら
し
を
紡
い
だ

庄
川

川
系
男
子 

坂
本
貴
啓
さ
ん
の
案
内
で
、編
集
部
の
面
々
が
全
国

の
一
級
河
川「
1 

0 

9
水
系
」を
巡
り
、川
と
人
と
の
か
か
わ
り

を
探
り
な
が
ら
、
川
の
個
性
を
再
発
見
し
て
い
く
連
載
で
す
。

1 

0 

9
水
系

1​

9​

6​

4
年
（
昭
和
39
）
に
制
定
さ
れ
た
新
河
川
法
で
は
、
分
水
界
や
大
河
川
の
本
流

と
支
流
で
行
政
管
轄
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、中
小
河
川
ま
で
ま
と
め
て
治
水
と
利
水

を
統
合
し
た
水
系
と
し
て
一
貫
管
理
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
、「
国
土

保
全
上
又
は
国
民
経
済
上
特
に
重
要
な
水
系
で
政
令
で
指
定
し
た
も
の
」（
河
川
法
第

4
条
第
1
項
）
を
一
級
水
系
と
定
め
、
全
国
で
1​

0​

9
の
水
系
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

砺波平野を流れる庄川
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と
連
続
し
て
い
て
、
水
面
の
高
さ
を
断

面
か
ら
線
で
つ
な
ぐ
と
、
階
段
の
よ
う

に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

庄
川
の
急
峻
な
地
形
と
豊
富
な
水
が
水

力
発
電
に
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
電

源
開
発
が
多
く
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

庄
川
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
ダ
ム
群

な
し
で
は
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

川
だ
け
見
る
と
、
電
源
開
発
の
川
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

山
間
の
集
落
文
化

　

世
界
文
化
遺
産
の
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
合
掌
造
り
集
落
（
注
１
）
の
白し

ら

川か
わ

郷ご
う

・
五ご

箇か

山や
ま

（
注
２
）
で
す
が
、
庄
川
沿

い
に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
白
川
郷
と
五
箇
山
は
同
質
の

景
観
を
有
し
距
離
も
近
い
の
で
す
が
、

白
川
郷
は
飛
騨
の
天
領
（
現
在
は
岐
阜
県
）、

五
箇
山
は
加
賀
藩
領
（
現
在
は
富
山
県
）
だ

っ
た
た
め
結
び
つ
き
が
強
い
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
川
郷
道
先
案
内
人
の
上か
み

手で

重
一
さ

ん
は
白
川
郷
の
合
掌
造
り
に
つ
い
て
こ

う
解
説
し
ま
し
た
。

「
切
妻
型
の
合
掌
造
り
は
庄
川
沿
い
に

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
根
の
両
端
が
本

を
開
い
て
立
て
た
よ
う
に
三
角
形
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
積
雪
が
多
く

雪
質
が
重
い
と
い
う
白
川
の
自
然
条
件

に
適
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

建
物
は
南
北
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
風
の
抵
抗
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
し
、
か
つ
民
家
（
屋
根
）
へ

の
日
照
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

で
す
。
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
保
温
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
庄
川
山
間

の
気
候
風
土
に
合
っ
た
優
れ
た
建
築
様

式
で
す
。

　

白
川
郷
で
も
う
一
つ
驚
い
た
の
が
、

充
実
し
た
防
火
対
策
。
上
手
さ
ん
は

「
火
の
用
心
た
の
ん
ま
す
。
と
言
い
な
が

ら
、
家
々
を
日
に
３
回
も
巡
り
ま
す
」

と
の
こ
と
。
家
々
に
防
火
用
水
設
備
を

張
り
巡
ら
せ
て
お
り
、
放
水
設
備
は
59

あ
り
ま
す
。
11
月
上
旬
に
は
冬
場
の
火

事
予
防
に
備
え
て
、
放
水
設
備
の
一
斉

点
検
を
行
な
い
、
放
物
線
を
描
く
水
の

カ
ー
テ
ン
は
迫
力
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

少
し
下
っ
て
白
川
村
を
抜
け
、
富
山

県
に
入
る
と
五
箇
山
地
区
で
す
。

　

五
箇
山
は
合
掌
造
り
集
落
以
外
に
も
、

「
こ
き
り
こ
唄
」
と
い
う
民
謡
や
「
五

箇
山
豆
腐
」
の
食
文
化
が
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
五
箇
山
は
古
く
よ
り
浄

土
真
宗
が
信
仰
さ
れ
て
き
た
地
域
で
、

親
鸞
聖
人
の
法
会
に
精
進
料
理
と
し
て

五
箇
山
豆
腐
が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
き
り
こ
唄
と
は
日
本
で
も
っ

と
も
古
い
民
謡
で
、
竹
を
割
い
て
束
ね

た
民
族
楽
器
「
さ
さ
ら
」
で
、
囃は
や

子し

に

合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
の
山
間
の
集
落
に
こ
の

よ
う
な
伝
統
や
食
文
化
が
残
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

白川郷の合掌造りの茅葺き家屋（右）。
堂 と々したたたずまいだ。上は防火用の
放水銃を説明する白川郷道先案内人の
上手重一さん

（注 2）五箇山

赤尾谷、上梨谷、下梨谷、小
谷、利賀谷の５つの区域を合
わせて五箇山と呼ばれている。

（注 1）合掌造り

木材を梁の上に手の平を合わせたよう
に山形に組み合わせて建築された、勾配
の急な茅葺きの屋根を特徴とする住居。
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名
産
品
の
五
箇
山
豆
腐
づ
く
り
と
こ

き
り
こ
唄
の
保
存
を
行
な
っ
て
い
る
岩

㟢
喜
平
さ
ん
（
越
中
五
箇
山
筑
子
唄
保
存
会
事
務

局
長
／
喜
平
商
店
）
は
、「
庄
川
は
遡
っ
て
い

く
と
、
長
良
川
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
川

沿
い
を
伝
っ
て
、
尾
張
ま
で
出
て
い
け

る
。
行
き
止
ま
り
で
な
い
と
い
う
の
が

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

岩
㟢
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

川
を
遡
っ
て
い
き
、
山
を
越
え
ら
れ
な
い

と
人
の
往
来
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
人
が

行
き
来
す
る
こ
と
で
、
衰
退
せ
ず
に
守
ら

れ
て
き
た
庄
川
沿
い
の
集
落
の
豊
か
な
文

化
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

庄
川
と
流
木
の
歴
史

　

山
間
を
抜
け
る
庄
川
の
歴
史
は
流
木

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
飛
騨
地
方
の

庄
川
流
域
の
雑
木
林
は
木
材
と
し
て
使

わ
れ
、
庄
川
は
日
本
海
側
に
運
ぶ
た
め

の
川
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

庄
川
美
術
館
主
任
学
芸
員
の
末
永
忠

宏
さ
ん
は
、「
山
か
ら
切
り
出
し
た
木
材

の
運
び
方
は
、
谷
川
を
せ
き
止
め
小
さ

な
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
木
材
を
止
め
て
お

き
、
堰
を
切
っ
て
、
水
の
勢
い
で
一
気

に
庄
川
に
流
し
ま
す
。
こ
れ
は
『
鉄
砲

出
し
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
当
時

の
木
材
運
輸
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

鉄
砲
出
し
の
流
れ
に
乗
っ
て
庄
川
本

川
に
流
れ
出
て
か
ら
は
、
流
り
ゅ
う
そ
う送

夫ふ

と
い

う
人
た
ち
が
、
木
材
が
引
っ
か
か
っ
て

止
ま
っ
て
い
な
い
か
、
確
認
し
な
が
ら

下
流
へ
と
導
く
「
川
狩
り
」
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
木
材
産

業
が
山
・
川
を
一
体
と
し
て
盛
ん
な
庄

川
沿
い
で
し
た
が
、
突
如
、
小
牧
ダ
ム

に
よ
る
電
源
開
発
の
話
が
持
ち
上
が
り

ま
す
。
富
山
県
の
実
業
家
の
浅
野
総
一

郎
に
よ
る
ダ
ム
開
発
が
進
行
す
る
と
、

木
材
で
生
計
を
立
て
て
い
た
人
た
ち
か

ら
は
反
対
運
動
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
の
ち
に
い
う
「
庄
川
流
木
事
件
」

で
す
。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
庄
川
水
資
料

館
館
長
の
松
村
樹
さ
ん
は
詳
細
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。「
電
力
側
は
賠
償
金
と
、

流
木
を
ダ
ム
湖
か
ら
揚
げ
る
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
の
設
置
の
補
償
を
行
な
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
木
材
側
も
わ
ざ
と
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
の
能
力
以
上
の
木
材
を
上

流
か
ら
流
す
な
ど
、
反
発
を
や
め
ま
せ

ん
で
し
た
」。
こ
の
事
件
は
小
説
（
山
田
和

『
瀑
流
』（
文
藝
春
秋
２
０
０
２
））に
も
登
場
し
ま

す
。
庄
川
の
河
川
開
発
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
、
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
す
。

庄
川
が
つ
く
っ
た
砺と

波な
み

平
野

　

庄
川
は
山
間
を
抜
け
る
と
一
気
に
開

け
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
夕
暮
れ
時
、
展
望

台
へ
上
り
ま
し
た
。
黄
金
色
に
輝
く
、

坂本 貴啓 さん
さかもと たかあき

国立研究開発法人 
土木研究所 水環境研究グループ
自然共生研究センター 専門研究員

庄川と流木の歴史を話す庄川
水資料館の松村樹館長（上）。
庄川美術館主任学芸員の末
永忠宏さん（右）

上は五箇山の合掌造り集落の景色。円内は名産品の
五箇山豆腐。縄で縛っても崩れない、しっかりとした硬さ
だ。この五箇山豆腐とこきりこ唄の保存に携わるのが岩
㟢喜平さん（右）。左は「ささら」を手に踊りを披露してくれ
た大瀬輝夫さん

 庄川
 水系番号  ： 41
 都道府県  ： 富山県、岐阜県
 源流  ： 烏帽子岳（1625 ｍ） 
 河口  ： 富山湾  
 本川流路延長  ： 115 km 42位／109
 支川数  ： 48河川 70位／109
 流域面積  ： 1180 km2 58位／109
 流域耕地面積率  ： 2.8 ％ 101位／109
 流域年平均降水量  ： 1631 mm 69位／109
 基本高水流量  ： 6500 m3/ s 45位／109
 河口の基本高水流量  ： 7155 m3/ s 58位／109
 流域内人口  ： 4万6201人 88位／109
 流域人口密度 ： 39人 / km2 95位／109
（基本高水流量観測地点：雄神〈河口から25.4km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）

【庄川流域の地図】
国土交通省国土数値
情報「河川データ（平
成 20年）、流域界デー
タ（昭和 52 年）、ダム
データ（平成 26年）」
より編集部で作図

1987年福岡県生まれの川系
男子。北九州で育ち、高校生
になってから下校途中の遠賀
川へ寄り道をするようになり、
川に興味をもちはじめ、川に
青春を捧げる。全国の河川市
民団体に関する研究や川を活
かしたまちづくりの調査研究
活動を行なっている。筑波大
学大学院システム情報工学研
究科修了。白川直樹研究室『川
と人』ゼミ出身。博士（工学）。
2017年4月から現職。
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砺と

波な
み

平
野
の
田
ん
ぼ
の
な
か
に
ぽ
つ
り

ぽ
つ
り
と
家
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
地

理
学
で
は
「
散さ
ん

村そ
ん

」
と
呼
ば
れ
て
い
る

農
村
の
景
観
形
態
で
す
。
家
と
そ
の
周

り
の
田
ん
ぼ
を
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し

て
、
一
つ
の
世
帯
が
暮
ら
し
を
営
ん
で

い
ま
す
。
特
に
家
の
周
り
を
取
り
囲
む

屋
敷
林
は
「
カ
イ
ニ
ョ
」
と
呼
ば
れ
、

杉
を
中
心
と
し
た
木
々
が
強
い
南
西
風

か
ら
家
を
守
る
防
風
林
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

「
屋
敷
林
の
管
理
が
難
し
い
高
齢
世
帯

な
ど
の
剪せ
ん
て
い定

を
支
援
し
た
り
、
新
婚
世

帯
に
は
屋
敷
林
の
苗
木
を
提
供
す
る
な

ど
の
補
助
を
市
の
施
策
と
し
て
行
な
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
と
な
み
散

居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
川
原
国
昭

さ
ん
。
人
の
住
み
や
す
さ
に
景
観
は
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
砺
波

市
が
市
町
村
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
注

３
）
全
国
２
位
で
あ
る
要
因
の
一
つ
に
砺

波
平
野
の
秩
序
あ
る
景
観
が
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
そ
う
で
す
。

急
流
河
川
の
治
水
の
術

　

庄
川
の
川
筋
は
、
時
代
を
追
っ
て
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
山
間
部
を
抜
け
る

と
庄
川
は
小
矢
部
川
に
向
か
っ
て
流
れ
、

次
第
に
東
寄
り
に
流
れ
を
変
え
て
い
き

ま
し
た
。
何
本
も
の
川
筋
が
洪
水
を
起

こ
し
な
が
ら
土
砂
を
運
ん
で
で
き
た
の

が
砺
波
平
野（
庄
川
扇
状
地
）で
す
。
江
戸
時

代
の
初
め
ま
で
庄
川
は
今
よ
り
西
側
を

流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
加
賀
藩
は
築
堤

で
流
れ
を
一
本
化
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　

以
前
か
ら
小
矢
部
川
と
合
流
し
て
富

山
湾
に
注
い
で
い
た
庄
川
は
、
明
治
時

代
に
な
っ
て
小
矢
部
川
か
ら
分
離
さ
れ
、

新
し
く
海
に
注
ぐ
河
口
が
で
き
ま
す
。

　

川
筋
の
変
遷
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
富
山
河
川
国
道
事

務
所
調
査
第
一
課
長
の
池
田
大
介
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。

「
庄
川
は
砺
波
平
野
を
奔
放
に
流
れ
る

川
で
、
洪
水
の
た
び
に
流
れ
を
変
え
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
加
賀
藩
に

よ
っ
て
、
渓
谷
か
ら
平
野
に
開
け
た
す

ぐ
の
扇せ
ん

頂ち
ょ
う付

近
に
堤
防
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
堤
防
を
固
め
る
た
め
に
松
を

植
え
た
た
め
『
松
川
除よ

け
』
と
呼
ば
れ
、

弁
財
天
付
近
の
堤
防
で
は
名
残
の
松
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

現
在
の
堤
防
の
上
に
も
松
の
木
が

点
々
と
見
ら
れ
、
当
時
庄
川
の
西
流
す

る
流
れ
を
締
め
切
っ
た
こ
と
を
な
ん
と

な
く
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庄
川
沿
い
に
は
霞
か
す
み

堤て
い

が
発
達

し
て
い
ま
す
。
本
川
に
沿
っ
て
二
重
三

重
に
不
連
続
な
堤
防
が
あ
り
、
上
流
の

堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
で
も
、
霞
堤
の

開
口
部
か
ら
氾
濫
流
を
受
け
入
れ
、
河

道
に
戻
し
氾
濫
被
害
が
拡
大
す
る
の
を

防
ぐ
優
れ
た
治
水
の
術す
べ

で
す
。
か
ね
て

こ
の
よ
う
な
治
水
術
が
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
も
急
流
河
川
に
お
い
て

1

坂本さんに庄川について説明する国土
交通省北陸地方整備局富山河川国道
事務所調査第一課長の池田大介さん
（右）と専門官の奥井淳さん（中）。左は堤
防を固めるために植えられたという「松川
除け」の松

豊かな水を利用して古くから農業が発展した砺波平野（上）。散居村は田畑の開拓の
ために生まれた。左はとなみ散居村ミュージアム館長の川原国昭さん

2
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は
有
効
で
、
霞
堤
を
庄
川
の
平
野
の
各

所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
口
は
流
通
の
交
差
点

　

か
つ
て
庄
川
の
下
流
を
射い

水み
ず

川が
わ

、
上

流
を
雄お

神が
み

川が
わ

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
射
水
川
（
庄
川
の
河
口
付
近
）
の
右

岸
側
は
北
前
船
が
と
ま
る
港
と
し
て
栄

え
た
放ほ
う
じ
ょ
う
づ
み
な
と

生
津
湊
が
あ
り
ま
し
た
。
砺
波

平
野
で
つ
く
っ
た
米
を
放
生
津
に
集
め
、

運
び
出
す
経
済
圏
を
確
立
し
て
い
ま
し

た
。

　

射
水
市
新
湊
博
物
館
主
任
学
芸
員
の

松
山
充
宏
さ
ん
は
、「
放
生
津
と
そ
の
西

に
あ
っ
た
六ろ
く

渡ど
う

寺じ

の
湊
は
、
富
山
湾
に

沿
っ
て
延
び
る
浜
往
来
と
射
水
川
が
交

差
す
る
交
通
の
要
地
と
し
て
、
中
世
か

ら
発
達
し
て
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
浜
街
道
が
主
要

な
交
通
路
と
し
て
発
達
し
て
い
る
の
で

流
通
は
川
に
依
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、

上
流
か
ら
砺
波
の
米
が
川
ル
ー
ト
で
運

ば
れ
て
き
て
集
積
す
る
と
い
う
意
味
で
、

庄
川
の
河
口
付
近
は
富
の
集
積
地
と
し

て
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

川
ゴ
ミ
の
流
れ
着
く
先

　

川
は
海
に
注
ぐ
ま
で
、
流
域
の
ゴ
ミ

も
多
く
運
ん
で
き
ま
す
。
庄
川
の
水
は

用
水
と
し
て
使
わ
れ
た
後
、
地
形
の
関

係
で
排
水
路
を
伝
っ
て
小
矢
部
川
に
流

れ
込
み
ま
す
。
上
流
か
ら
徐
々
に
集
ま

っ
て
き
た
ゴ
ミ
は
、
庄
川
本
川
、
小
矢

部
川
本
川
か
ら
富
山
湾
に
流
れ
込
み
ま

す
が
、
潮
流
と
風
の
影
響
を
受
け
そ
の

一
部
が
河
口
付
近
の
六
渡
寺
の
海
岸
に

溜
ま
り
ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ
の
量
は
年
間

約
１
０
０
ト
ン
に
も
及
ぶ
そ
う
で
、
地

域
の
大
き
な
課
題
で
し
た
。
六
渡
寺
海

岸
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て
、
六
渡
寺
自

治
会
会
長
の
境
信の
ぶ

誓ち
か

さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

「
今
か
ら
10
年
前
、
一
線
を
退
い
た
人

た
ち
が
８
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
、
何
か

社
会
貢
献
を
し
た
い
と
話
し
合
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
海
岸
の
惨
憺
た
る
状

況
を
見
て
、
も
う
一
度
、
泳
げ
る
海
岸

を
取
り
戻
そ
う
と
始
め
た
の
で
す
」
と

境
さ
ん
。

　

海
岸
の
清
掃
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
状

況
を
上
流
の
地
域
に
も
発
信
し
ま
し
た
。

月
に
１
回
、
第
３
日
曜
日
に
行
な
う
海

岸
清
掃
は
、
六
渡
寺
の
住
民
だ
け
で
な

く
、
富
山
県
の
働
き
か
け
で
、
庄
川
、

小
矢
部
川
流
域
の
市
町
村
か
ら
住
民
バ

ス
ツ
ア
ー
が
来
る
ま
で
に
発
展
し
て
き

て
お
り
、
年
間
約
２
６
０
０
～
３
０
０

０
人
が
河
口
の
ゴ
ミ
の
問
題
に
向
き
合

っ
て
い
ま
す
。

　

下
流
の
問
題
を
上
流
の
人
た
ち
に
伝

え
、
上
流
の
人
た
ち
が
下
流
の
問
題
を

我
が
事
と
し
て
行
な
う
こ
と
は
、
流
域

連
携
の
理
想
的
な
形
だ
と
思
い
ま
す
。

二
度
目
の
庄
川
を
巡
っ
て

　

庄
川
を
し
っ
か
り
回
っ
た
の
は
二
度

目
で
す
が
、
一
度
目
に
比
べ
て
、
川
の

所
々
の
暮
ら
し
に
目
が
い
く
よ
う
に
な

っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

庄
川
は
、
険
し
い
山
に
隔
て
ら
れ
孤

立
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
山
間
部
の

村
々
を
ま
る
で
糸
で
縫
う
よ
う
に
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
美
し
い
砺
波

平
野
も
、
庄
川
が
開
い
た
人
々
の
暮
ら

し
を
編
み
込
ん
で
つ
く
っ
た
、
華
や
か

で
大
き
な
布
地
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

昔
、
自
身
の
師
に
１
０
９
水
系
を
巡

っ
た
話
を
し
て
い
た
と
き
、「
川
を
一
度

見
て
、
見
た
気
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

よ
。
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
で
理
解
が
深

ま
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
前
よ
り
も
深
ま
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
30
代
で
も
も
う
一
度
庄

川
を
巡
る
と
ど
ん
な
ふ
う
に
見
え
て
く

る
の
か
、
再
々
訪
が
楽
し
み
で
す
。

（
２
０
１
７
年
８
月
30
日
～
９
月
１
日
取
材
）

江戸期の地図に記されている庄川の流れ。今
とは異なり、小矢部川と合流して海に注ぐ。左
下にあるのはかつての放生津潟。右は射水
市新湊博物館主任学芸員の松山充宏さん

取材当日の六渡寺
の海岸。数日前に
清掃が終わったば
かりなのできれいな
状態という。左はゴ
ミの流れを説明する
六渡寺自治会会長
の境信誓さん

3

（注 3）住みよさランキング

東洋経済新報社が全国の都市を対象に毎年公表
している。2017年のランキングで砺波市は第２位。

川名の由来【庄川】
古名は雄神川。その後、雄神の床名より雄
神庄川と称し、略されて「庄川」となる。飛
騨地方では「白川」とも呼ばれる。

1	水面がきらめく庄川。鮎を狙う太公望の姿も
2	人の手によって開削された庄川の河口　
3	二度目の庄川巡りを終えた坂本さん。奥に見え
るのは庄川河口と隣り合わせの小矢部川河口
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第
1
回

ミツカン水の文化センターは、2017年から新たなイベント「発見！水の文化」をスター
トしました。これまで開催していた「里川文化塾」を、もう少し身近で、より気軽に参
加できる内容に一新したものです。まずは第一回「江戸の水辺街歩き（日本橋編）」、第
二回「感性を刺激する滝鑑賞」の様子をご報告します。開催レポートはWebで公開中
です。第三回以降もご注目ください！　http://www.mizu.gr.jp/hakken/houkoku/

今も東京に残る「江戸の水路・掘割の跡」。それ
を巡ることで、江戸時代のまちづくりにおける「舟
運・水」の重要性と、今に受け継がれている「水
の文化」を再発見するため、日本橋～茅場町のエ
リアを歩きました。
案内役は東北学院大学経営学部教授の斎藤
善之さんにお願いしました。当日の参加者は19
名。7月の太陽の下、時折そよぐ風に癒されなが
らの散歩となりました。
「江戸の水路・掘割」といっても、今は埋められ
ているところが多いため水辺だけではありません
が、浮世絵などを手がかりに、かつての姿を想像
しながら楽しく学ぶことができました。

センター活動報告

「発見！水の文化」 が始まりました！

江戸の水辺街歩き（日本橋編）
――2017年7月22日（土）13:00～16:30

日本銀行と貨幣博物館に挟まれている駿河町

隅田川で佃島を背にして
まち歩きは終了

（注）滝の定義
流水が急激に落下する場所で、落差が 5ｍ以上あって常に水が流れているところ

講師：斎藤 善之（さいとう・よしゆき）さん 　東北学院大学経営学部 教授

Webで公開中！

音、しぶき、温度、流下する水の迫力あるビジュアル……滝にはさ
まざまな水の魅力がぎっしり詰まっていて、心の活力を回復するチカ
ラがあるといいます。
そこで、東京から日帰りで楽しめる檜原村の滝を巡りました。檜原
村は地形的に滝が多く、「はしご滝」も可能な場所なのです。
今回は、あまり知られていない滝の魅力を発信しつづける「滝ガー
ル」こと坂崎絢子さんと一緒に滝を巡り、五感を刺激しながら心の
回復力を得る滝鑑賞のヒントを教わりました。

感性を刺激する滝鑑賞
――2017年 9月2日（土）、9月30日（土）13:00～16:30

東京都で唯一「日本の滝百選」
に選ばれている「払沢の滝」

一石橋で解説する斎藤先生

東京駅八重洲
北口付近集合

日本橋
日本橋室町
エリア

日本橋堀留町
小網町エリア

日本橋兜町
茅場町
新川エリア

茅場町駅
解散

JR武蔵五日市
駅南口集合

払沢
（ほっさわ）
の滝

中山の滝

JR武蔵五日市
駅南口解散

講師：坂崎 絢子（さかざき・あやこ）さん 　滝ガール

秋川の本流にかかる
「中山の滝」。落差は
1ｍなので滝の定義
（注）からは外れます
が、地域の人々は今
でも滝と呼んで親し
んでいます

思い思いのスタイル
で自由に滝を楽しむ
参加者たち

第
2
回

13：00

16：30

13：00

16：30



編
集
後
記

取
材
中
に
「
発
見
！
水
の
文
化
」
の
下
見
も
あ
り
、
深
川
や
隅
田
川
、

江
東
区
の
掘
割
を
集
中
的
に
歩
き
、
ク
ル
ー
ズ
し
て
回
っ
た
。
感
じ
た

の
は
水
辺
の
パ
ワ
ー
。
明
日
へ
の
活
力
を
く
れ
、
特
に
穏
や
か
な
掘
割

は
優
し
く
心
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
、
江
戸
時
代
・
現
代
問

わ
ず
人
々
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
、
と
勝
手
に
納
得
し
た
の

で
し
た
。（
松
）

夏
の
日
、
木
場
公
園
で
散
歩
す
る
と
水
が
溢
れ
て
い
る
プ
ー
ル
の
中
に
、

子
供
た
ち
が
丸
太
の
上
で
グ
ル
グ
ル
と
落
ち
な
い
よ
う
に
足
を
動
か
し

て
い
る
。
こ
の
地
域
の
中
心
だ
っ
た
貯
木
場
が
東
京
の
発
達
に
つ
れ
て

移
動
さ
せ
ら
れ
た
が
、
木
場
の
面
影
が
深
川
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
現
れ

て
い
る
。
町
中
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
香
ば
し
い
匂
い
に
は
材
木
倉
庫
の

再
利
用
方
法
が
見
え
た
り
、
公
園
の
小
さ
な
プ
ー
ル
に
は
、
角
乗
の
技

術
の
新
し
い
可
能
性
が
見
え
た
り
す
る
。
江
東
区
民
生
活
２
年
目
の
自

分
。
雨
の
日
の
帰
り
道
、
木
の
匂
い
に
囲
ま
れ
る
こ
の
町
が
今
回
の
取

材
の
お
か
げ
で
益
々
好
き
に
な
っ
て
き
た
。（
Ｉ
Ｍ
）

里
川
文
化
塾
で
染
色
を
取
り
上
げ
た
際
に
も
江
戸
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
い
た
が
、
本
来
「
か
つ
て
の
江
戸
」
と
言
え
る
の
は
イ
ー
ス
ト
・
ト

ー
キ
ョ
ー
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
私
は
地
方
出
身
者
な
の
で
江
戸

っ
子
に
少
し
憧
れ
る
。
素
晴
ら
し
い
「
粋
」
や
「
意
気
」
が
、
ど
う
か

末
永
く
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。（
原
）

私
に
と
っ
て
の
イ
ー
ス
ト
・
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
隅
田
川
の
花
火
大
会
。

中
吊
り
広
告
が
電
車
内
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
夏
を
感
じ
る
。

近
年
は
浴
衣
を
着
て
花
火
を
鑑
賞
す
る
人
が
多
い
。
そ
の
時
代
そ
の
次

代
の
楽
し
み
方
が
あ
る
花
火
大
会
。
次
は
ど
の
よ
う
な
楽
し
み
方
が
あ

る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。（
吉
）

今
回
の
エ
リ
ア
か
ら
は
外
れ
る
が
、
別
の
企
画
で
巡
っ
た
旧
中
川
は
、

都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
緑
に
溢
れ
て
い
た
。
水
辺
に
近
く
な
だ
ら
か

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
河
川
敷
は
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
東

京
だ
と
開
発
や
整
備
の
印
象
が
強
い
が
、
そ
う
い
っ
た
柔
軟
さ
も
江
戸

時
代
か
ら
続
く
気
質
な
の
か
、
東
側
の
懐
の
深
さ
を
感
じ
た
。（
力
）

今
回
の
特
集
は
企
画
段
階
か
ら
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
江
戸
時
代
の
浅
草
を
取
り
上
げ
る
な
ら
新
吉
原
遊
郭
を
避
け
て
は

ダ
メ
だ
よ
」と
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
民
俗
学
者
の
神
崎
宣
武
さ
ん

を
は
じ
め
、皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
柴
又
帝
釈
天
の
そ
ば
で
生

ま
れ
た
者
と
し
て
、こ
の
号
が
東
京
の
東
側
に
興
味
を
抱
く
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。また、今後の「発見！水の文化」につい
ても、順次ホームページでご案内します。ご注目ください。
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※禁無断転載複写

『水の文化』57号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form57.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：０３-６６８５-７５９６
メールアドレス：tokyo-office@mizu.gr.jp



	 表紙：	担ぎ手と神輿に「清めの水」が盛大に浴びせられる富岡八幡宮の例大祭。
「水掛祭り」とも呼ばれる。2017年は三年に一度の本祭りで、氏子各町53
基の大神輿が勢ぞろいする連合渡御（とぎょ）が行なわれた（撮影：川本聖哉）

	 裏表紙上：	歌川広重（2代）『江戸名勝図会』より「真乳山」。隅田川右岸のかつての景
色がわかる。正面が現在の「待乳山聖天」。小高い丘なので見晴らしがよ
く、多くの絵画や歌の題材となった。隅田川から奥に延びるのは「山谷堀」
（国立国会図書館蔵）

	 裏表紙下：	船上から見た隅田川左岸（駒形橋からやや上流部）。このようにリバーサイドへ
窓を開ける飲食店や隅田川テラスを見ると、人々と隅田川が再びつながり
はじめたことを実感する（撮影：鈴木拓也）
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